
        
            
                
            
        

    



[image: ]







ジュニア空くう想そう科か学がく読どく本ほん⑥








柳やなぎ田た理り科か雄お・著

藤ふじ嶋しまマル・絵





[image: ]





[image: ]











〈保護者のみなさんへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










本ほん当とうにあればいいのに！




　マンガやアニメや昔むかし話ばなしには、夢ゆめのようなものがたくさん出でてくる。

　たとえば、どこでもドア。行いき先さきを唱となえてドアをくぐれば、そこは目もく的てき地ち！　そんなドアが本ほん当とうにあったら、どれほど便べん利りだろう。

　たとえば、お菓か子しの家いえ。壁かべも屋や根ねもドアも、おいしいお菓か子しでできている家いえがあったら、モノスゴク嬉うれしいだろうなあ。

　でも、現げん実じつ世せ界かいにそういうものは存そん在ざいしないし、「将しょう来らいは作つくれるかも」という話はなしさえ聞きかない。それどころか「この宇う宙ちゅうでは、どんなものも光ひかりの速はやさを超こえられないから、どこでもドアは実じつ現げんできない」とか「お菓か子しの家いえを作つくったら、アリが来きて大たい変へんなことになるのでは？」といった、可か能のう性せいを否ひ定ていするような意い見けんばかりが聞きこえてくる。これらの指し摘てきや心しん配ぱいは正せい論ろんのようにも聞きこえるけれど、果はたしてそうだろうか。

　１９８５年ねんに、日にっ本ぽんで初はじめて携けい帯たいする電でん話わが登とう場じょうしたとき、それは重おもさが3㎏もあり、肩かたにかけて運はこぶものだった。「やはり電でん話わを持もち歩あるくのは難むずかしいのでは？」という声こえもあった。でも「重おもくなる原げん因いんは、電でん池ちの重おもさにある。ならば、軽かるい電でん池ちは作つくれないか」と考かんがえる人ひとたちがいて、軽かるくて長なが持もちする電でん池ちが次つぎ々つぎに開かい発はつされ、携けい帯たい電でん話わが発はっ展てんしていったのだ。

　どんなものにも、欠けっ点てんはある。人ひとが夢ゆめ見みるものには、多おおくの場ば合あい、理り論ろんや技ぎ術じゅつの壁かべが立たちはだかる。だからといって全ぜん否ひ定ていしたり、諦あきらめたりしたら、すべてはそこで終おわってしまう。

　僕ぼくは、欠けっ点てんや壁かべがあるのはいいことだと思おもっている。それらに正しょう面めんから取とり組くむと、問もん題だいの本ほん質しつは何なにで、どこに解かい決けつの糸いと口ぐちがありそうかなど、いろいろなことが見みえてくる。大だい発はっ見けんと思おもったことが見けん当とう違ちがいで、失しっ敗ぱいすることもあるけれど、それもムダではない。さまざまな経けい験けんを積つみ重かさねて、新あたらしいものは生うみ出だされていくのだ。

『ジュニア空くう想そう科か学がく読どく本ほん』シリーズは、つばさ文ぶん庫この読どく者しゃの皆みなさんに、そのプロセスの楽たのしさを伝つたえたいと思おもって書かき続つづけている。とくに今こん回かいは「アニメやマンガに出でてくるものは実じつ現げんできないか」という視し点てんを大たい切せつにしたつもりだ。完かん全ぜんな球きゅう形けいのアンパンは作つくれないか？　カエルを正しょう面めん向むきにシャツに張はりつかせるには、どうすればいいか？　秘ひ技ぎ「ゴールずらし」を実じっ践せんする方ほう法ほうはないのか!?　こんな問もん題だいを、笑わらいながら真しん剣けんに考かんがえてもらえれば嬉うれしい。

　いつか読どく者しゃの皆みなさんのなかから、みんなが夢ゆめ見みるものを本ほん当とうに作つくり出だしてくれる人ひとが出でてきたら、どんなに素す晴ばらしいだろう。いや、きっと現あらわれるに違ちがいない。そんなことを夢む想そうしながら書かいた『ジュニア空くう想そう科か学がく読どく本ほん⑥』です。どうかお楽たのしみください。
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　マンガやアニメに出でてくるアイテムのなかで、実じつ現げんしてほしいものを一ひとつだけ選えらべと言いわれたら、「どこでもドア」と答こたえる人ひとが多おおいのではないかなあ。

　行いき先さきを唱となえてドアを開あければ、そこは目もく的てき地ち。登とう録ろくされた地ち図ずに載のっている10光こう年ねん以い内ないの場ば所しょなら、どこへでも行いけるという。

　モノスゴク便べん利りだ。雨あめがひどくて学がっ校こうに行いきたくないときなど、どこでもドアがあったら、間ま違ちがいなく使つかってしまうだろう。筆ひっ者しゃなど、飲のみ屋やで酔よっ払ぱらったときに、どこでもドアで自じ宅たくにパッと帰かえれたら、どんなにラクだろうと思おもいます〜。

　などと、これほど超ちょう絶ぜつ便べん利りなドアの使つかい道みちとして、ご近きん所じょしか思おもいつかない自じ分ぶんが悲かなしいが、実じつ現げんしたら本ほん当とうに便べん利りだろう。そんな日ひが、いつか来くるのだろうか？




◆実じつ現げんは可か能のうなのか？

　これほど便べん利りなどこでもドアが、実じつ用よう化かされそうな気け配はいさえないのは、なぜだろう。大だい学がくや企き業ぎょうで、どこでもドアが研けん究きゅうされているという話はなしすら聞きいたことがない。

　どこでもドアの実じつ現げんを阻はばむのは、アインシュタインが明あきらかにした「この宇う宙ちゅうでは、どんな物ぶっ体たいも光ひかりの速はやさを超こえて運うん動どうすることはできない」という法ほう則そくだ。どこでもドアは10光こう年ねん以い内ない、つまり光ひかりの速はやさで10年ねんかかる距きょ離り以い内ないであれば瞬しゅん間かん的てきに移い動どうできるから、明あきらかに光こう速そくを超こえることになり、この法ほう則そくに引ひっかかる。よって実じつ現げんは不ふ可か能のう、という話はなしになってしまう。

　だが、その一いっ方ぽうで「どこでもドアによく似にたものが、実じっ際さいにあるのではないか」という説せつもある。それは「ワームホール」と呼よばれるトンネルのようなもので、ある点てんから入はいると、次つぎの瞬しゅん間かん、離はなれた点てんに出でる。「この宇う宙ちゅう」を通とおるわけではないので、アインシュタインの法ほう則そくにも触ふれることはない。おお、どこでもドアそのまんま！　と喜よろこびたくなるが「理り論ろん上じょうは考かんがえられる」というだけで、存そん在ざいする証しょう拠こはまだ見みつかっていない。

　では、ワームホールが存そん在ざいしたら、それを使つかってどこでもドアを作つくることは可か能のうなのだろうか。ワームホールには、次つぎのような特とく徴ちょうがある。


①直ちょっ径けいが０・０００００００００００００００００００００００００００００００１㎜。これは、原げん子しの「10兆ちょう分ぶんの１」の「１兆ちょう分ぶんの１」という小ちいささだ。

　→人にん間げんは、とても通とおれない。ましてや、デカ頭あたまのドラえもんなど絶ぜつ望ぼう！

②常つねに生うまれては消きえている。

　→発はっ生せいした瞬しゅん間かん、エイヤッと飛とび込こむしかない！　それで間まに合あうのか？

③出で口ぐちがどこに開ひらくかわからない。

　→学がっ校こうへ行いったつもりが、アフリカへ出でたり。わ〜、遅ち刻こくは確かく実じつだあ！



　うーむ。どこでもドアが実じつ現げんできる日ひは、まだまだ遠とおいのだなあ。

　だが、ドラえもんが生うまれる２１１２年ねんは、いまから約やく１００年ねん後ご。それだけの時じ間かんがあれば、何なんとかなるのでは……。科か学がくの進しん歩ぽに期き待たいしたい！




◆ドアが閉しまらない！

　科か学がくが発はっ達たつして、どこでもドアが発はつ明めいされたら、どんな使つかい方かたがあるだろう？

　どこへでも一いっ瞬しゅんで行いけるのだから、通つう学がく・通つう勤きん時じ間かんは０秒びょう。お盆ぼんや正しょう月がつの帰き省せいラッシュもどこ吹ふく風かぜだ。もちろん外がい国こくへも瞬しゅん時じに行いける。

　筆ひっ者しゃとしては、ぜひとも宇う宙ちゅうに行いってみたい。たとえば、38万まん㎞離はなれた月げつ面めんや、最さい接せっ近きんしたときでさえ５５００万まん㎞彼方かなたの火か星せいへ……。

　また、夜よ空ぞらに輝かがやく星ほしのなかで、自じ分ぶんで光ひかっているものを「恒こう星せい」というが、恒こう星せいのうち、太たい陽ようを除のぞけばいちばん近ちかいケンタウルス座ざ[image: ]アルファ星せいへさえ、人じん類るいはまだ行いったことはない。探たん査さ機きを送おくり込こんだこともない。だが、地ち球きゅうからの距きょ離りは４・３光こう年ねんだから、どこでもドアなら到とう達たつ圏けん内ない。そこから、夜よ空ぞらの星ほしの一ひとつになった太たい陽ようを眺ながめてみたい！

　などと夢ゆめは膨ふくらむが、心しん配ぱいなこともある。宇う宙ちゅうとつながるドアを開あけると、空くう気きがどばっと吸すい出だされてしまうのではないだろうか？

　計けい算さんしてみると、ドアから吸すい出だされる空くう気きの風ふう速そくは、秒びょう速そく２９３ｍ。これは時じ速そく１０６０㎞であり、音おん速そくに近ちかい。ドアを開あけた瞬しゅん間かん、のび太たやドラえもんや筆ひっ者しゃは、岩いわだらけの月げつ面めんに叩たたきつけられるか、宇う宙ちゅう空くう間かんに飛とばされるか……。慌あわてて閉しめようとしても、ドアからは秒びょう速そく２９３ｍの猛もう風ふうが吹ふき出だしているのだから、とても閉しめることなどできないだろう。

　これは大たい変へんだ。どこでもドアが、一いっ般ぱん家か庭ていによくある１８０㎝×90㎝のサイズなら、毎まい秒びょう５６０㎏もの空くう気きが吹ふき出だすことになる。軽かるい空くう気きでこの重おもさとは大たい変へんな量りょうである。たちまち、地ち球きゅうは真しん空くうになってしまうのではないだろうか。

　計けい算さんしてみると、地ち球きゅうには５３００兆ちょうｔの空くう気きがあるから、すべて吸すい出だされるには３億おく年ねんかかる。なぁんだ、あわてなくても大だい丈じょう夫ぶじゃん。

　いやいや、喜よろこんではいられない。ドアから１ｍ離はなれたところでは風ふう速そく75ｍ、２ｍ離はなれたところでも風ふう速そく18ｍの風かぜが吹ふく。風ふう速そく17・２ｍ以い上じょうの風かぜは台たい風ふうと呼よばれるから、ドアの近ちかくでは、台たい風ふうより強つよい風かぜが宇う宙ちゅうへ向むかって吹ふき続つづけるのだ。

　それでも、３ｍ離はなれれば風ふう速そく８ｍ、５ｍだと風ふう速そく３ｍ。つまり、離はなれていれば安あん全ぜんだが、不ふ用よう意いに近ちかづくと、吸すい込こまれて宇う宙ちゅうに捨すてられる地じ獄ごくの掃そう除じ機きとなる。どこでもドアの周しゅう辺へんは、地ち球きゅうでいちばん危き険けんな地ち帯たいになるだろう。
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◆地ち球きゅう滅めつ亡ぼうの日ひが迫せまる！

　なんだか不ふ穏おんな話はなしになってきたので、スバラシイ使つかい方かたを考かんがえよう。

　たとえば、富ふ士じ山さんの頂ちょう上じょうに池いけを作つくり、麓ふもとにも池いけを作つくって水みずを張はり、水すい路ろでつなぐ。そして、どこでもドアを麓ふもとの池いけのなかに置おいて「富ふ士じ山さんの頂ちょう上じょうの池いけ！」と叫さけぶのだ。すると、麓ふもとの池いけの水みずは、頂ちょう上じょうの池いけに出でて、水すい路ろを通とおって流ながれ落おちてくる。そのとき、水すい路ろの壁かべや底そこから受うけるブレーキ力りょくを無む視しして計けい算さんすれば、水みずは３７７６ｍを流ながれ落おちることによって、時じ速そく９８０㎞＝マッハ０・８のスピードになっている。そして、そのままドアの入いり口ぐちに突とつ入にゅうすれば、再ふたたび頂ちょう上じょうから流ながれ落おちてきて、速そく度どはさらに上あがる。そのスピードは、マッハ１・１３、マッハ１・３８、マッハ１・６……。夢ゆめの永えい久きゅう機き関かんの実じつ現げんだ！　水すい路ろに発はつ電でん機きを置おけば、水すい力りょく発はつ電でんもできる。

　こう考かんがえると、どこでもドアはぜひとも実じつ現げんしてほしいし、世せ界かい中じゅうに広ひろまってもらいたい。

　……と書かきながら思おもう。本ほん当とうにそうか？　どこでもドアが普ふ及きゅうしたら、本ほん当とうに幸しあわせがやってくるのか？

　たとえば、朝あさの学がっ校こう。使つかう人ひとが家いえで「学がっ校こう！」と叫さけんだ瞬しゅん間かん、校こう庭ていに突とつ如じょドアが現あらわれるのだろう。すると、始し業ぎょう時じ間かん直ちょく前ぜんなど、あっちでもこっちでもドアが出しゅつ現げん！　人ひとが立たっている場ば所しょにドアが出しゅつ現げんしちゃったらどうなるんだろう？　想そう像ぞうするだけで怖こわい！

　また、旅りょ行こうや荷に物もつを送おくるのもどこでもドアでできるから、鉄てつ道どう会がい社しゃも宅たく配はい会がい社しゃも倒とう産さん。銀ぎん行こうの金きん庫こに行いけば、強ごう盗とうはやり放ほう題だい。『ドラえもん』の劇げき中ちゅうでも、のび太たは入にゅう浴よく中ちゅうのしずかちゃんを訪たずねていたし、プライバシーというものが、この世よから消しょう滅めつする！

　そして、何なにより恐おそろしいのは、どこでもドアが全ぜん世せ界かいに普ふ及きゅうして、世せ界かいの人ひと々びとがみんなで「宇う宙ちゅうへ行いきたい」と考かんがえたときだ。

　世せ界かいの人じん口こうが現げん在ざいと同おなじ73億おく人にんだとして、73億おく台だいのどこでもドアがいっせいに宇う宙ちゅうで開ひらいたら!?　世せ界かい各かく地ちで時じ速そく１０６０㎞の風かぜが吹ふきすさび、地ち球きゅうの空くう気きはわずか15日にちでスッカラカン！

　う〜む、あまりに便べん利りすぎて、実じつ現げんしたら地ち球きゅう滅めつ亡ぼうの可か能のう性せいがあるということか。心こころから実じつ現げんしてほしいけど、あまりに危き険けん……。悩なやましいなあ、どこでもドア問もん題だい。
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　この原げん稿こうを書かくにあたって、いろんな人ひとに「グリム童どう話わの『ヘンゼルとグレーテル』を知しっている？」と聞きいてみたのだが、お話はなしはボンヤリとしか記き憶おくしていない人ひとが多おおかった。だけど、その話はなしに出でてくる「お菓か子しの家いえ」だけは、誰だれもが鮮せん明めいに覚おぼえていた！

　念ねんのために、物もの語がたりを読よみ直なおしたところ、それはこんなお話はなしである。

　幼おさない兄きょう妹だいが、意い地じ悪わるな母はは親おやによって森もりに置おき去ざりにされてしまう。不ふ安あんがる妹いもうとのグレーテルに、兄あにのヘンゼルは「パン屑くずを道みち々みちに落おとしてきたからそれをたどっていけば家いえに帰かえれる」と励はげますが、道みちに撒まいてきたパン屑くずはすべて鳥とりに食たべられていた。森もりをさまよった２人ふたりは、お菓か子しの家いえを発はっ見けん。喜よろこんで食たべていると、持もち主ぬしの魔ま女じょにつかまってしまう。魔ま女じょはヘンゼルを太ふとらせ、食たべようとするが、機き転てんを利きかせたグレーテルは、魔ま女じょをかまどに突つき飛とばして殺ころす。２人ふたりは宝たから物ものを奪うばって家いえに帰かえり、優やさしいお父とうさんと楽たのしく暮くらしましたとさ。

　ぎょぎょ、全ぜん然ぜん楽たのしくないじゃん、この話はなし。森もりに置おき去ざりにされたり、魔ま女じょに食たべられそうになったり、その魔ま女じょを殺ころしたり……と、怖こわい場ば面めんだらけだ。心こころが躍おどるのはお菓か子しの家いえを見みつけるところぐらい。なるほど、皆みなさんがそれ以い外がいのところを忘わすれてしまったのもナットクだなあ。

　このお菓か子しの家いえに憧あこがれた人ひともいるだろう。「本ほん当とうにあったらいいのに！」と思おもった人ひとも多おおいはずだ。すると、不ふ思し議ぎである。現げん実じつの世せ界かいには、なぜお菓か子しの家いえがないのだろう？　現げん代だいには、お菓か子しもあるし、家いえを作つくる技ぎ術じゅつもあるのに。お菓か子しの家いえには、何なにか問もん題だいがあるのだろうか。




◆どんな構こう造ぞうの建たて物ものなのか？

　お菓か子しの家いえは、実じっ際さいに作つくれるのか。その成せい否ひを分わけるのは、お菓か子しで作つくった家か屋おくが、自じ分ぶんの重おもさを支ささえて建たっていられるのかということだ。それはお菓か子しの家いえが、どんなお菓か子しでできているかによるだろう。

　まず、原げん典てんを読よんでみよう。『完かん訳やく グリム童どう話わ集しゅう（一いち）』（金かね田だ鬼き一いち訳やく／岩いわ波なみ文ぶん庫こ）は、お菓か子しの家いえをこのように描びょう写しゃしている。「その小ちいさな家いえはパンでこしらえてあって、屋や根ねは卵たまご焼やきのお菓か子し、窓まどは白しろ砂ざ糖とうでできていました」。えっ、それだけ!?

　う〜む、パンをレンガのように積つんだ構こう造ぞうなのか。グリム童どう話わが生うまれたドイツのパンは硬かたいというが、それでもペシャンコになったりしないのだろうか？　屋や根ねを構こう成せいしているという「卵たまご焼やきのお菓か子し」って何なに？　白しろ砂ざ糖とうでどうやって窓まどを作つくるの？

　謎なぞだらけなので『名めい作さくを１冊さつで楽たのしむグリム絵え本ほん館かん』（講こう談だん社しゃ）を読よんでみると「それは、パンでできたいえでした。やねはクッキー、まどはこおりざとうです」。ふむ、クッキーに氷こおり砂ざ糖とうか。

　だが、これらの文ぶん章しょうは、家いえの基き本ほん構こう造ぞうについて、何なにも述のべていない。他ほかの絵え本ほんも読よんでみたが、その点てんは同おなじなので、挿さし絵えを参さん考こうにしよう。

　家いえの全ぜん容ようと細さい部ぶが緻ち密みつに描えがかれているのは前ぜん掲けい『グリム絵え本ほん館かん』の絵えだ。これを詳しょう細さいに観かん察さつすると……おおっ、柱はしらが棒ぼうの形かたちをしたキャンディでできている！

　なるほど、柱はしらがあるのなら、家いえとして成せい立りつするかもしれない。しかも、柱はしらと柱はしらのあいだにはキャンディの梁はりが渡わたされ、柱はしらと梁はりで囲かこまれた長ちょう方ほう形けいには、斜ななめにかしぐのを防ふせぐキャンディの「筋すじ交かい」が施ほどこされている。キャンディ造ぞうではあるけれど、家いえを家いえとして成せい立りつさせるための基き礎そ構こう造ぞうをしっかり備そなえているのだ。これなら材ざい料りょうがお菓か子しでも、大だい丈じょう夫ぶかも！




◆お菓か子しの家いえの力りき学がく

　問もん題だいは「キャンディの柱はしらで、家いえの重じゅう量りょうを支ささえられるか」である。そこで直ちょっ径けい１・５㎝の棒ぼうの形かたちをしたキャンディを買かってきて、縦たてにして体たい重じゅう計けいに載のせ、上うえから体たい重じゅうをかけてみた。ググッと力ちからをかけると、34㎏でぐにゃりとツブれた。

　この強きょう度どで、柱はしら自じ身しんや梁はりや筋すじ交かい、そして壁かべや屋や根ねの重じゅう量りょうを支ささえられるのだろうか。

　ヘンゼルの身しん長ちょうを10歳さい男だん児じの平へい均きんに近ちかい１４０㎝として測そく定てい＆計けい算さんすると、お菓か子しの家いえは結けっ構こう大おおきい。横よこ幅はばが３ｍ、奥おく行ゆきが２・３ｍ、屋や根ねの高たかさが３・４ｍもある。日に本ほん間まの広ひろさにして４畳じょうで、充じゅう分ぶんに人ひとが住すめる広ひろさだ。

　ここから、重おもさを計けい算さんすると、柱はしらや梁はりや筋すじ交かいなどの棒ぼう材ざいが１・３ｔ。クッキーでできた屋や根ねは厚あつさが20㎝もあり、市し販はんのクッキーを参さん考こうに計けい算さんすると１・６ｔ。

　わからないのが壁かべで、挿さし絵えでは、完かん全ぜんな平へい面めんになっている。どうすればパンでこんな平へい面めんが作つくれるのだろう？　皮かわだけをはがしてまっすぐに伸のばし、張はりつけているのかなあ？　う〜ん。仕し方かたがないので、ここでは柱はしらなどの棒ぼう材ざいと屋や根ねを合あわせた２・９ｔよりは少すこし重おもいと考かんがえよう。

　これに、キャンディの柱はしらが耐たえられるのだろうか。家いえを支ささえる４隅すみの柱はしらは、直ちょっ径けい17・５㎝。先さきほどの実じっ験けん結けっ果かから計けい算さんすると、これ１本ぽんで４・６ｔを支ささえられるはずだ。なんと、たった１本ぽんの柱はしらで、家いえの総そう重じゅう量りょうをクリアした。４本ほんもあれば盤ばん石じゃくということではないか。
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◆理り由ゆうはアレかなあ？

　すると、いよいよ不ふ思し議ぎである。なぜ、現げん実じつ世せ界かいにはお菓か子しの家いえがないのだろう？　街まちを歩あるけば、見み渡わたす限かぎり家いえやビルが建たち並ならんでいるから、一いっ軒けんくらいお菓か子しの家いえがあってもよさそうなものだ。

　もちろん、雨あめが降ふったらたちまち溶とけるだろうし、夏なつなどは直ちょく射しゃ日にっ光こうでチョコレートやキャンディがドロドロになりそうな気きもする。また、大たい量りょうのアリたちがやってきて凄せい惨さんなことに……という心しん配ぱいもある。だが、童どう話わと同おなじように森もりのなかに建たてることは諦あきらめ、空くう調ちょうの利きいたビル内ないに作つくるなど、お菓か子しの家いえを建たてることだけを目もく標ひょうにするなら、方ほう法ほうはいくらでもあるはずだ。

　よし、ここは一いっ発ぱつ、筆ひっ者しゃが建たててみるか！　と思おもってプランを練ねり始はじめたところで、ややっ。これ、かなりおカネがかかるんじゃないか？

　筆ひっ者しゃが買かってきたキャンディは32ｇで１４０円えん、クッキーは１１３ｇで１５８円えん。価か格かくが重おもさに比ひ例れいするとしたら、これをそれぞれ１・３ｔ、１・６ｔなどと爆ばく買がいすると、キャンディは５５０万まん円えん、クッキーは２２７万まん円えん、合あわせて７７７万まん円えん！

　材ざい料りょう費ひだけでこんなにかかるとなると、確かく実じつに本ほん物ものの家いえより高たかいだろう。おまけに建たっているのは、せいぜい３日かぐらいだろうし。これでは、かなりの大おお金がね持もちでも腰こしが引ひけるかも……。

　しかし、実じっ際さいに作つくってみたいなあ、お菓か子しの家いえ。本ほん書しょのカバーにも、藤ふじ嶋しまマルさんがとてもおいしそうなお菓か子しの家いえを描えがいてくれている。いや〜、ホントに作つくってみたい。
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　これは奇き跡せきの少しょう女じょマンガである！

　筆ひっ者しゃはこれまで、少しょう女じょマンガをあまり読よんだことがなく、勝かっ手てに「引ひっ込こみ思じ案あんな普ふ通つうの女おんなの子こに、心こころ優やさしいイケメン男だん子しが想おもいを寄よせてくれる物もの語がたり群ぐん」と思おもっていた。しかも、そのイケメンはスリムで服ふくのセンスもよく、間ま違ちがっても『巨きょ人じんの星ほし』の伴ばん宙ちゅう太たや、『銀ぎん魂たま』の近こん藤どう勲いさおのような硬こう骨こつ漢かんではない。そう思おもい込こんで、なんとなく愉ゆ快かいな気き分ぶんじゃなかったノダ。なんでかなあ？

　だから初はじめて『俺おれ物もの語がたり!!』を知しったときには衝しょう撃げきを受うけた。その後ごヒットして、アニメ化か、映えい画が化かされたと知しり、もう本ほん当とうに驚おどろいた。

　主しゅ人じん公こうの剛ごう田だ猛たけ男おは、高こう校こう１年ねん生せい。身しん長ちょう２ｍ、体たい重じゅう１２０㎏！　短たん髪ぱつ、ギョロ目め、タラコ唇くちびるのおっさん顔がおで、言こと葉ばも荒あらい。だが、心こころ優やさしく、正せい義ぎ感かん旺おう盛せいで、友ゆう情じょうにも篤あつい。いいぞ、猛たけ男お！　キミはどうせ引ひき立たて役やくか、傷きずつく役やく回まわりなんだろうけど、オレは応おう援えんするぞ。

　と思おもっていたら、この猛たけ男おくんに、お菓か子し作づくりが趣しゅ味みの大和やまと凛りん子こさんが一ひと目め惚ぼれした！　きっかけは、電でん車しゃのなかで痴ち漢かんから救すくってくれたこと。よもや自じ分ぶんが恋こいに縁えんがあるなどと思おもわなかった猛たけ男おに、凛りん子この気き持もちはなかなか伝つたわらなかったが、ついに２人ふたりはカップルとなり、幸しあわせな16歳さいの日ひ々びを送おくっていく。いやあ世よの中なか、捨すてたもんじゃありませんなあ！

　などと幸しあわせな気き持もちになる『俺おれ物もの語がたり!!』である。が、科か学がくを志こころざす者ものとして気きになるのは、猛たけ男おの並なみ外はずれた体たい力りょくだ。少しょう女じょマンガの登とう場じょう人じん物ぶつとしては稀け有うな超ちょう絶ぜつパワーを見みてみよう。




◆倒たおれてきた鉄てっ骨こつを支ささえる！

　それは、猛たけ男おがまだ凛りん子この気き持もちに気きづいていなかったときのこと。

　凛りん子こが猛たけ男おのためにザッハトルテを焼やいたのだが、猛たけ男おは「凛りん子こが好すきなのは、親しん友ゆうの砂すな川かわに違ちがいない」と思おもい込こみ、待まち合あわせの公こう園えんに砂すな川かわを連つれていく。そこで砂すな川かわがいかに優やさしい男おとこかを、凛りん子こに滔とう々とうと語かたってきかせ、凛りん子こを困こまらせてしまう。微び妙みょうな雰ふん囲い気きのまま、公こう園えんを後あとにしようとした凛りん子この頭ず上じょうに、工こう事じ現げん場ばの巨きょ大だいな鉄てっ骨こつが倒たおれ込こんでくる！

　猛たけ男おはそれを両りょう手てでしっかりと受うけ止とめ、凛りん子こを救すくう。しばらくは１人ひとりで鉄てっ骨こつを支ささえていた猛たけ男おだったが、このままではツブされてしまいそうだ。やがて、助たすけられた凛りん子こと砂すな川かわも協きょう力りょくして鉄てっ骨こつを持もち上あげ、３人にんは事ことなきを得えたのだった──。

　これは、すごい力ちからだ。倒たおれてきた鉄てっ骨こつは、高たかさが４ｍほどもあり、１辺ぺん20㎝ぐらいの柱はしらが２本ほん鉄てっ板ぱんに溶よう接せつされているというイカツいものだった。このような鉄てっ骨こつは、厚あつさ５㎜前ぜん後ごの鉄てっ板ぱんでできているものが多おおい。猛たけ男おが受うけ止とめた鉄てっ骨こつもこの厚あつさだとすると、重じゅう量りょうは２７５㎏にもなる。

　だが、これを受うけ止とめた猛たけ男おの腕わん力りょくは２７５㎏どころではない。鉄てっ骨こつが倒たおれてくる勢いきおいを止とめるのにも、力ちからが必ひつ要ようだからだ。猛たけ男おが受うけ止とめる直ちょく前ぜん、凛りん子こに迫せまる鉄てっ骨こつは、すでに45度ども傾かたむいていた。猛たけ男おは腰こしを落おとして、この鉄てっ骨こつの真まん中なかあたりを両りょう手てで受うけ止とめた。身しん長ちょう２ｍの彼かれがこのような受うけ止とめ方かたをした場ば合あい、出だした力ちからは推すい定てい１・９ｔ！　すごいな、猛たけ男お！

　しかし、筆ひっ者しゃがいちばん注ちゅう目もくしたい事じ件けんは、これではない。もっとすごいシーンがあるのだ。




◆タイヤを浮うかせて激げき走そうする！

　あるとき猛たけ男おは、柔じゅう道どう部ぶの２年ねん生せいに「頼たのむ、助たすけてくれ！」と手てをついて頭あたまを下さげられる。先せん輩ぱいの必ひっ死しさに胸むねを打うたれた猛たけ男おは、話はなしも聞きかず「わかったっス!!」と答こたえる。いくら何なんでも即そく答とうしすぎだと思おもうが、猛たけ男おはそういうヤツなのだ。頼たのみの内ない容ようは「月げつ末まつに控ひかえた他た校こうとの対たい抗こう戦せんで、助すけっ人とをしてほしい」ということだった。

　これは猛たけ男おにとって、難むずかしい依い頼らいではなかった。彼かれは中ちゅう学がくまで柔じゅう道どう部ぶ員いんで、国こく体たいにも出しゅつ場じょうしていたからだ。１２０㎏の体からだでそれほどの柔じゅう道どう経けい験けんがあれば、対たい抗こう戦せんなど楽らく勝しょうだろう。

　だが、それでも猛たけ男おは全ぜん力りょくを尽つくす。柔じゅう道どうの稽けい古こに明あけ暮くれたうえに、タイヤを結むすびつけたロープを腰こしに巻まき、引ひっ張ぱって走はしったのである。

　これは昔むかしから、マンガやアニメではお決きまりの特とっ訓くんだが、筆ひっ者しゃはこのシーンに、目めを見み張はった。激げき走そうする猛たけ男おの後こう方ほうで、なんとタイヤが地じ面めんから浮ういている！

　これもマンガでは珍めずらしくない誇こ張ちょう表ひょう現げんかもしれない。だが、猛たけ男おが実じっ際さいにやっているとすると、驚おどろくべき光こう景けいとなる。

　ハチマキのように軽かるいものなら、風かぜになびくこともある。だが、猛たけ男おが引ひっ張ぱっているのは、重おもいタイヤなのだ。これが宙ちゅうに浮うくとは、どういうことか？

　電でん車しゃが走はしり始はじめたとき、吊つり革かわが一いっ斉せいに後うしろへ揺ゆれるのを見みたことがないだろうか。このとき、吊つり革かわの輪わは、斜ななめ後うしろに持もち上あがっている。やがて電でん車しゃのスピードが一いっ定ていになると、吊つり革かわは走はしり出だす前まえと同おなじように、真まっすぐ垂たれ下さがる。ここからわかるのは、物ぶっ体たいがスピードを上あげているあいだ、それに吊つり下さげられたものは、斜ななめ後うしろに持もち上あがるということだ。

　猛たけ男おのタイヤにも、これと同おなじ現げん象しょうが起おきているに違ちがいない。もちろんスタート前まえは、電でん車しゃの吊つり革かわは真ま下したに垂たれており、猛たけ男おのタイヤは地じ面めんの上うえに置おかれているという違ちがいはある。だが、違ちがうのはそこだけで、吊つり革かわもタイヤも、元もとの高たかさより高たかく持もち上あげられている点てんは変かわらない。つまり、猛たけ男おは猛もうスピードで走はしっているだけではなく、ぐんぐん速そく度どを上あげているはずなのだ！

　そのスピードアップの勢いきおいは、どれほどか。マンガのコマで測そく定ていすると、タイヤを結むすびつけたロープは、真ま下したから80度どの角かく度どまで上あがっている。ここから計けい算さんすると、猛たけ男おは、物ぶっ体たいが落らっ下かするときの５・７倍ばいの勢いきおいでスピードを上あげ続つづけていることになる。

　これは猛もう烈れつな加か速そくだ。地ち球きゅう上じょうで物ものを落おとすと、１秒びょう後ごに時じ速そく36㎞、２秒びょう後ごに時じ速そく72㎞と、１秒びょうごとに時じ速そく36㎞ずつ速はやくなる。その５・７倍ばいということは、１秒びょう後ごに時じ速そく２００㎞、２秒びょう後ごに時じ速そく４００㎞、３秒びょう後ごに時じ速そく６００㎞。７秒びょうで音おん速そくを突とっ破ぱする！

　これほどの加か速そくをするには、もちろん驚きょう異い的てきな脚きゃく力りょくが必ひつ要ようだ。物ぶっ体たいの落らっ下かの５・７倍ばいの勢いきおいでスピードを上あげるには、体たい重じゅうの５・７倍ばいの脚きゃく力りょくが要よう求きゅうされる。猛たけ男おの体たい重じゅうは１２０㎏だから、６８０㎏。これは、２ｔトラックが発はっ進しんするときの力ちからに等ひとしい。うひょ〜。このヒト、高こう校こう柔じゅう道どうでは、いやどんな柔じゅう道どうだろうと、無む敵てきである！

　つまり、走はしってタイヤを宙ちゅうに浮うかせられる人ひとは、もう特とっ訓くんの必ひつ要ようもないほどのパワーを有ゆうするということだ。それでもタイヤを浮うかせ続つづける猛たけ男おは、なんとまっすぐな男おとこだろう。こういう猛たけ男おを好すきになった凛りん子こさんも素す晴ばらしいなあ。

　ああ、わが心こころの少しょう女じょマンガ『俺おれ物もの語がたり!!』。男だん子しにもぜひ読よんでもらいたいです。
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　読よみ売うり新しん聞ぶん日にち曜よう版ばんの連れん載さいマンガ『猫ねこピッチャー』は、実じつにオモシロイ！

　主しゅ人じん公こう・ミー太た郎ろうは１歳さいのオス猫ねこであり、日に本ほんプロ野や球きゅう史し上じょう初はつの猫ねこ投とう手しゅだ。セロリーグのヨリウミニャイアンツに所しょ属ぞくし、背せ番ばん号ごうは２２２。

　ミー太た郎ろう以い外がいの選せん手しゅは人にん間げんで、ニャイアンツはペナントレースの真まっ最さい中ちゅう。毎まい回かい激はげしい真しん剣けん勝しょう負ぶが展てん開かいされる……はずなのだが、敵てきも味み方かたもミー太た郎ろうのかわいさにメロメロだ。ミー太た郎ろう自じ身しん、猫ねこ扱あつかいされるのを嫌いやがりながらも、バットでつい爪つめを研といだり、ピッチャーズプレートに体からだをすりすりしたり、味み方かたの攻こう撃げき中ちゅうはベンチの選せん手しゅの膝ひざで居い眠ねむりしたり……と、猫ねこらしさを存ぞん分ぶんに発はっ揮きしている。

　だが、そのピッチングはプロの投とう手しゅとして一いっ級きゅう品ひん。小ちいさな体からだから繰くり出だされる最さい高こう時じ速そく１４７㎞の剛ごう速そっ球きゅうで、強きょう打だ者しゃたちをキリキリ舞まいさせるのだ！

　かわいさとすごさの落らく差さが大おおきな猫ねこである。本ほん稿こうでは、実じっ際さいに猫ねこが野や球きゅうをやれたとしたら、どれほど活かつ躍やくできるかを考かんがえてみよう。




◆なぜ猫ねこがピッチャーになった？

　ミー太た郎ろうが、プロ野や球きゅう史し上じょう初はつの猫ねこ投とう手しゅになった理り由ゆうは次つぎのとおり。

　飼かい主ぬしは女じょ子し高こう生せいのユキちゃんである。彼かの女じょのお父とうさんが大だいの野や球きゅうファンで、ユキちゃんのお兄にいちゃんには７歳さいのときから野や球きゅうを教おしえていた。それを見みていた当とう時じ４歳さいのユキちゃんに、今こん度どはお兄にいちゃんが野や球きゅうを教おしえてくれた。歳さい月げつは流ながれ、15歳さいになったユキちゃんは、生せい後ご３ヵ月げつのミー太た郎ろうに野や球きゅうを教おしえてあげる……。

　それから半はん年とし後ご、ミー太た郎ろうは華か麗れいなフォームで「スパーン！」と速そっ球きゅうを投なげられるようになっていた。その動どう画がをテレビに投とう稿こうしたら、ニャイアンツの井い狩かり監かん督とくの目めに留とまり、スカウトされたのだった。

　父ちちから息むす子こへ、息むす子こから妹いもうとへ、妹いもうとから飼かい猫ねこへと受うけ継つがれた熱あつい血ち潮しおの物もの語がたり……ともいえるが、要ようするにユキちゃんと練れん習しゅうした半はん年とし間かんにすべてのヒミツがあるわけだ。

　この短たん期き間かんに、ミー太た郎ろうは後あと足あしで立たち上あがれるようになり、前まえ足あしで硬こう式しき野や球きゅうボールを握にぎれるようになり、投とう球きゅうフォームを身みにつけ、剛ごう速そっ球きゅうを投なげられるようになったのだから。

　ヒトが２本ほんの足あしで立たてるようになったのは、サル目もくとして地ち球きゅうに誕たん生じょうしてから６千せん万まん年ねん後ごである。これに比くらべれば、ネコ目もくであるミー太た郎ろうの進しん化かはあまりにも速はやい。それもユキちゃんの奇き跡せきの指し導どうの賜たま物ものだろう。ニャイアンツ球きゅう団だんはミー太た郎ろうだけでなく、ユキちゃんも投とう手しゅ育いく成せいコーチとしてスカウトすべきではなかったか。

　それにしても、足あしに肉にく球きゅうのある猫ねこがどうやってボールを握にぎるのだろう？　それは、ミー太た郎ろうの初はつ登とう場じょうのシーンで明あかされている。なんと、ボールに爪つめを立たてて握にぎっているのだ！

　人にん間げんのピッチャーも縫ぬい目めに爪つめをかけて投なげるから、その点てんではまったく同おなじだったのだ。猫ねこは爪つめが鋭するどいから、この投なげ方かたならピッチングも可か能のうかも……！
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◆時じ速そく３００㎞超ちょうの剛ごう速そっ球きゅう！

　爪つめを使つかって、猫ねこがボールを投なげられるようになったとしよう。だが、ミー太た郎ろうの小ちいさな体からだで、時じ速そく１４７㎞もの速そっ球きゅうが投なげられるのだろうか。

　作さく品ひんのなかで、ミー太た郎ろうは身しん長ちょう40㎝、体たい重じゅう３㎏であることが明あきらかにされている。

　すると、重おもさ１４５ｇの硬こう式しき野や球きゅうボールは、ミー太た郎ろうの体たい重じゅうの４・８％ほどにもなる。これを身しん長ちょう１８０㎝、体たい重じゅう75㎏の人にん間げんのピッチャーに置おき換かえてみると、重おもさ３・６㎏のボールを投なげるのと同おなじだ。女じょ子し砲ほう丸がん投なげで使つかう砲ほう丸がんが４㎏であることを考かんがえると、とんでもなく重おもいボールということになる。

　しかも、ミー太た郎ろうは人にん間げんに比くらべて、腕うで（前まえ足あし）が極きょく端たんに短みじかい。右みぎの体たい格かくの人にん間げんピッチャーは、腕うでの長ながさが70㎝ほどになるが、マンガのコマで測そく定ていすると、ミー太た郎ろうの前まえ足あしは、たったの16㎝！　速そっ球きゅうを投なげるうえで、これは不ふ利りだ。もし、同おなじ重おもさの筋きん肉にくが出だせるパワーが同おなじなら、右みぎの人にん間げんピッチャーが時じ速そく１４７㎞の速そっ球きゅうを投なげられるとき、ミー太た郎ろうが投なげられるストレートは時じ速そく59㎞。あらら〜、遅おそい〜。

　だが、ミー太た郎ろうが時じ速そく１４７㎞の速そっ球きゅうを投なげていることは、作さく品ひん世せ界かいの事じ実じつ。ならば、ミー太た郎ろうの場ば合あい、筋きん肉にくが出だせるパワーが、人にん間げんの何なん倍ばいもあると考かんがえるべきだろう。

　時じ速そく１４７㎞とは、ミー太た郎ろうが計けい算さんの上うえで投なげられる速そく度ど＝時じ速そく59㎞の２・５倍ばいだ。これはスゴイ！　ボールを投なげるのに必ひつ要ようなパワーは「速そく度ど×速そく度ど×速そく度ど」に比ひ例れいするからだ。

　つまり、ミー太た郎ろうの筋きん肉にくのパワーは、人にん間げんの２・５×２・５×２・５＝15・６倍ばい。もしもミー太た郎ろうが人にん間げんと同おなじ体たい格かくだったら、時じ速そく３６８㎞という超ちょう剛ごう速そっ球きゅうが投なげられることになる！




◆全ぜん力りょく投とう球きゅうできるのは６球きゅうだけ!?

　だが、筆ひっ者しゃは心しん配ぱいでたまらない。

　投とう手しゅは、筋きん肉にくに蓄たくわえた養よう分ぶんをエネルギーに変かえて、ボールを投なげている。体たい重じゅうが３㎏しかないミー太た郎ろうはそれだけ筋きん肉にくの量りょうが少すくないから、蓄たくわえられる養よう分ぶんも少すくないはずだ。そんなミー太た郎ろうに、９イニング投なげられる体たい力りょくはあるのだろうか。

　人にん間げんもミー太た郎ろうも「重おもさ１４５ｇのボールを時じ速そく１４７㎞で投なげる」のに必ひつ要ようなエネルギーは同おなじはずだ。その場ば合あい、１球きゅうごとに消しょう費ひする養よう分ぶんの量りょうも同おなじになる。これを元もとに計けい算さんしてみよう。

　日にっ本ぽんの先せん発ぱつピッチャーは、１試し合あいに多おおければ１５０球きゅうぐらい投なげる。そんな人にん間げんのピッチャーに比くらべると、ミー太た郎ろうの体たい重じゅうは25分ぶんの１だ。すると、使つかえる養よう分ぶんも25分ぶんの１のはずだから、ミー太た郎ろうの投なげられる球たま数かずは１５０÷25＝６球きゅう！　たった６球きゅうでは、１イニングもたない。

　ところがミー太た郎ろうは、こうした筆ひっ者しゃの科か学がく的てき野や球きゅう解かい説せつをはるかに超ちょう越えつした活かつ躍やくを見みせている。なんと、コミックス１巻かんの[image: ]ナンバー17では９回かいまで投なげきったうえに、１人ひとりのランナーも出ださないパーフェクトを達たっ成せいしているのだ！　これは日に本ほんプロ野や球きゅう史し上じょう16人にん目めの快かい挙きょである。

　こうなってくると、ミー太た郎ろうの場ば合あいは「同おなじ重おもさの筋きん肉にくが蓄たくわえる養よう分ぶんの量りょう」も、プロ野や球きゅう投とう手しゅの25倍ばいくらいあると考かんがえざるを得えない。あるいはミー太た郎ろうが、とっても少すくないエネルギーで、とっても速はやい球たまを投なげるスペシャルな投とう球きゅう術じゅつを身みにつけているのか……。

　ああ、あの奇き跡せきの半はん年とし間かんに、ユキちゃんはミー太た郎ろうにどんなトレーニングメニューを課かしたのだろうか。その現げん場ばに立たち会あいたかったなあ。
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『エースをねらえ！』は、まことにインパクトの強つよい作さく品ひんだった。

　主しゅ人じん公こう・岡おかひろみを鍛きたえる宗むな方かた仁じんコーチが、まだ20代だいなのにプライベートを和わ服ふくで過すごしていたり（しかも蜘く蛛もの巣すの柄がらだったりする！）、金きん髪ぱつで縦たてロールのお蝶ちょう夫ふ人じんが、高こう校こう２年ねん生せいなのに「負まけることをこわがるのはおよしなさい！」とお嬢じょうさま言こと葉ばで金きん言げんを口くちにしたり……と、一いち度ど知しったら忘わすれられない濃のう厚こう要よう素そがてんこ盛もりなのだ。

　だが、この作さく品ひんは１９７０年ねん代だいを代だい表ひょうするスポ根こん少しょう女じょマンガ＆アニメの金きん字じ塔とうである。筆ひっ者しゃとしては、枝し葉よう末まっ節せつにとらわれず、テニスを描えがいた場ば面めんに注ちゅう目もくすべきだと思おもいますっ！

　筆ひっ者しゃがとくに驚おどろいたのは、ライバルキャラ「加か賀がのお蘭らん」の特とっ訓くんシーンだ。それは、アニメ版ばんの第だい６話わに登とう場じょうする。

　地ち区く大たい会かい決けっ勝しょう戦せんを控ひかえたひろみが、練れん習しゅうしようと夜よるの公こう園えんへ出でかけると、対たい戦せん相あい手て校こうのエース・緑みどり川かわ蘭らん子こが壁かべ打うちをしていた。蘭らん子こが壁かべに向むかってサーブを打うつと、なんとボールが割われて破は片へんが飛とび散ちる。しかも、壁かべ際ぎわにはボールの残ざん骸がいが無む数すうに散ちらばっているではないか。

　ひろみはガタガタ震ふるえていたが、こんな光こう景けいを目まの当あたりにしたら、誰だれだってビックリするだろう。ボールを割わるほどのサーブとは、いったいどういうモノなのか!?

　え？　それこそ枝し葉よう末まっ節せつ!?　う〜ん、そうかなあ。いや、でもこれは、科か学がく的てきに見み過すごせないすごいシーンだと思おもうぞ。




◆ゴムのボールが砕くだけ散ちる？

　サーブでボールが割われるだけでも驚きょう異いだが、気きになるのはその割われ方かたである。

　ひろみが目もく撃げきした場ば面めんでは、割われたボールがいくつもの破は片へんとなって飛とび散ちっていた。それらは、まるで割われたお茶ちゃ碗わんのようであった。ゴムでできたボールが、こんな割われ方かたをするものだろうか？

　ゴムのように軟やわらかい物ぶっ体たいに力ちからをかけると、最もっとも弱よわい１ヵ所しょが裂さけ始はじめる。すると、その場ば所しょはますます弱よわくなって破は断だんが進すすみ、ついには２つに分ぶん断だんされる。つまり、破は壊かいは常つねに１ヵ所しょでしか起おこらず、破は片へんの数かずも最さい大だい２個こなのである。

　これはティッシュを裂さいてみれば、よくわかる。両りょう端はしを持もって引ひっ張ぱる限かぎり、必かならず２枚まいに破やぶれ、３枚まい以い上じょうに分わかれることはない。破は壊かいによっていくつもの破は片へんが生しょうじるのは、ガラスや氷こおりのように硬かたく脆もろい物ぶっ体たいだけだ。

　すると蘭らん子こは、ガラスのボールを打うっていたのだろうか？

　いや、それはあまりにも危き険けんであり、決けっ勝しょう戦せんを目もく前ぜんにしたテニス部ぶのエースが、そんな酔すい狂きょうな行こう為いに及およぶはずはない。

　ならば、ボールを凍こおらせて打うったのか？

　ボールのように軟やわらかい物ぶっ体たいでも、凍こおらせて衝しょう撃げきを加くわえると砕くだけ散ちる。だが、ボールを凍こおらせるためには液えき体たい窒ちっ素そなどを用よう意いせねばならない。この大だい事じなときに、そんな理り科か実じっ験けんショーみたいなことをするかっつーの。

　つまり、テニスの壁かべ打うちで、どんなに強つよく打うったとしても、ボールが「砕くだけ散ちる」という現げん象しょうが起おこるとは、とても考かんがえづらいのだ。




◆ボールがマンホール大だいにびよーん！

　したがって、「ガラスのように砕くだけ散ちる」という側そく面めんは置おいといて、ここでは「ボールを壁かべにぶつけて破は壊かいする」という事じ実じつだけを考かんがえることにしよう。これだって、充じゅう分ぶんに大たい変へんである。

　ゴムは弾だん力りょく性せい豊ゆたかな物ぶっ質しつだが、限げん界かいを超こえて変へん形けいすると、ちぎれてしまう。蘭らん子こが打うったボールも、同おなじ原げん理りで破は壊かいされたと考かんがえるべきであろう。

　壁かべに衝しょう突とつした瞬しゅん間かん、ボールはぺしゃんこになり、壁かべに沿そって押おし広ひろげられたはずだ。このとき、ボールの表ひょう面めんには引ひき伸のばす力ちからが働はたらく。その力ちからが限げん界かいを超こえた瞬しゅん間かん、どこか最もっとも弱よわい部ぶ分ぶんが裂さけたのではないか。

　では、その限げん界かいとは？　調しらべてみると、ゴムの強きょう度どには幅はばがあり、２倍ばいから10倍ばいに伸のびると破は断だんするようだ。しかも、もともと球きゅう形けいだったボールが平へい面めんになるため、見みた目めの直ちょっ径けいはさらに大おおきくなり、２・８倍ばいから14倍ばいに拡かく大だいしたときに破は断だんすることになる。

　ということは、壁かべにぶつかった瞬しゅん間かん、直ちょっ径けい６・７㎝のテニスボールが、小ちいさくても直ちょっ径けい19㎝、大おおきければ95㎝にまで、びよ〜んと広ひろがった……!?

　にわかには想そう像ぞうしがたい怪かい奇き現げん象しょうである。直ちょっ径けい19㎝とはドンブリの大おおきさ、直ちょっ径けい95㎝とはダンプカーのタイヤほどの大おおきさなのだ。テニスボールがそんなに広ひろがるかなあ。だが、そうなって初はじめて、ボールは薄うすく引ひき伸のばされ、弱よわい部ぶ分ぶんから破は断だんして、２つに割われる可か能のう性せいが生うまれるのだ。

　逆ぎゃくにいえば、こんなことでも起おこらない限かぎり、テニスボールを壁かべにぶつけて割わることはできないということだ。これを実じっ践せんしていた緑みどり川かわ蘭らん子こはすごい。さすが、宗むな方かたコーチの異い母ぼ兄きょう妹だい！　そう考かんがえると、２人ふたりのお父とうさんはさぞかしテニスがお得とく意いだったのでしょうなあ。




◆サーブのスピードは超ちょう音おん速そく！

　こうした超ちょう常じょう現げん象しょうを起おこすには、もちろん超ちょう常じょう的てきなパワーが必ひつ要ようだ。

　ここでは、前ぜん述じゅつした２〜10倍ばいの中ちゅう間かんを取とって、ボールのゴムが「６倍ばい」に伸のびたときに破は断だんすると仮か定ていしよう。このとき、球きゅう体たいのボールが平へい面めんになることによって、見みた目めの直ちょっ径けいは８・４倍ばい、すなわち57㎝になる。

　硬こう式しきテニスボールには、１・８気き圧あつの窒ちっ素そが入はいったものと、通つう常じょうの圧あつ力りょくで空くう気きが入はいったものとがある。前ぜん者しゃはゴムの厚あつさが３・４㎜、後こう者しゃは４・２㎜。薄うすいほうだとしても、壁かべに衝しょう突とつした衝しょう撃げきでこれほど変へん形けいさせるための速そく度どは、時じ速そく３４００㎞＝マッハ２・７！

　ひろみと蘭らん子この試し合あいを観かん戦せんしていた尾お崎ざき先せん輩ぱいは「お蘭らんのサービスは男おとこなみだ」と評ひょうしていたが、プロの男だん子し選せん手しゅでもサーブの最さい高こう速そく度どは、サミュエル・グロス選せん手しゅの時じ速そく２６３㎞。男おとこなんぞ、相あい手てにならん！

　さて、こんなサーブを放はなつ蘭らん子こさんは、どれほどの筋きん力りょくの持もち主ぬしなのだろうか？

　物ぶっ体たいに力ちからをかけて、エネルギーを与あたえる現げん象しょうでは「エネルギー＝力ちから×距きょ離り」の関かん係けいがある。この場ば合あいの「距きょ離り」とは、ボールがラケットに接せっ触しょくしてから離はなれるまでに、ボールが動うごく距きょ離りのことだ。アニメでは測そく定ていできないので、推すい測そくするしかないが、どんなに長ながくても10㎝くらいのものではないだろうか。

　すると、ラケットがボールを叩たたく力ちからは、最さい低ていでも25ｔになる。この女じょ子し高こう生せい、一いっ瞬しゅんとはいえ、ラケットに大おお型がたバス２台だいを載のせて支ささえるような力ちからを出だしているのだ。本ほん当とうにすごいな、緑みどり川かわ蘭らん子こ。

　もし皆みなさんが高こう校こう生せいになって、こんなすごい選せん手しゅと対たい戦せんすることになったら、とっとと棄き権けんしたほうがよろしい。マッハ２・７のサーブを受うけたら、人じん生せいがそこで終おわってしまう可か能のう性せいがあります。
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　１冊さつ目めの『ジュニア空くう想そう科か学がく読どく本ほん』で、アンパンマンの顔かおの直ちょっ径けいを測そく定ていしたところ、76㎝という驚おどろくべき結けっ果かが出でた。しかもその形かたちは、どこから見みてもまん丸まる、すなわちボールのような球きゅう形けい。市し販はんのアンパンを元もとに計けい算さんしてみたら、アンパンマンの顔かおの重じゅう量りょうは、なんと１１２㎏であった。

　頭あたまの重おもさだけでお相撲すもうさん並なみというのにも驚おどろくが、筆ひっ者しゃが気きになるのは、その形かたちである。ボールのような球きゅう形けいというのは、アンパンとしては珍めずらしすぎないだろうか？

　アンパンというものは普ふ通つう、下か面めんは平たいらで、上じょう面めんがふっくらとしたドーム形がたになっている。パン焼やき窯がまのトレイに接せっ触しょくしていた下か面めんは、自じ分ぶんの重おもさでどうしても平たいらになるからだ。

　なのに、直ちょっ径けい76㎝、重おもさ１１２㎏もある巨きょ大だいなパンが、下か面めんがツブれることもなく、完かん全ぜんなる球きゅう形けい！　すごいことである。

　本ほん稿こうでは、ジャムおじさんがどうやって真まん丸まるいパンを焼やいているのかを、科か学がく的てきに推すい測そくしてみよう。




◆どこで焼やいたのかなあ？

　市し販はんのアンパンを買かってきて、つぶさに観かん察さつしてみた。見みれば見みるほど、ふ〜む、うまそうだ。

　いや、いま重じゅう要ようなのは味あじの印いん象しょうではなく、表ひょう面めんの状じょう態たいだ。平たいらな底てい面めんはしわがあったりデコボコしていたりして、焼やき色いろにもムラがある。焼やくときにパンが膨ぼう張ちょうするのに、底てい面めんがトレイに接せっ触しょくしているため、均きん等とうに広ひろがるのが邪じゃ魔まされるからだろう。

　側そく面めんは白しろく、徐じょ々じょに色いろを濃こくしながら、艶つややかなキツネ色いろの上じょう面めんへと続つづいている。この美うつくしい艶つやは、均きん等とうに膨ぼう張ちょうした結けっ果か、生うまれたと思おもわれる。つまり、通つう常じょうのアンパンは部ぶ位いによって色いろが違ちがうのだ。

　ところがアンパンマンの顔かおは、どこから見みても一いち様ようなキツネ色いろである。

　ひょっとして、中ちゅう華か鍋なべのようなトレイに置おいて、ごろごろ転ころがしながら焼やいたのだろうか？

　いや、その焼やき方かただと、アンパンマンの顔かおは全ぜん面めんがしわやデコボコだらけになるはずだ。そのうえ、目め鼻はなや口くちが押おしひしがれてノッペラボーとなり、ただの巨きょ大だいアンパンになってしまう……。

　では、ジャムおじさんはどうやって球きゅう体たいのパンを焼やいたのか？

　アンパンマンの鼻はなや頬ほおは光ひかりを反はん射しゃしており、その艶つややかさは市し販はんのアンパンの上じょう面めんにそっくり。後こう頭とう部ぶや側そく頭とう部ぶにもしわや焼やきムラはない。ということは、可か能のう性せいは一ひとつしかない。アンパンマンの顔かおは何なんにも触ふれることなく、宙ちゅうに浮ういた状じょう態たいで焼やかれたに違ちがいないっ！




◆地ち上じょうでまん丸まるに焼やく方ほう法ほう

　宙ちゅうに浮うかせてパンを焼やく。無む重じゅう力りょくの宇う宙ちゅう空くう間かんなら、それも可か能のうだろう。あるいは、落らっ下か中ちゅうの飛ひ行こう機きの中なかも無む重じゅう力りょく状じょう態たいになるから、そこにパン焼やきの窯かまを持もち込こむという手てもある。

　だが、宇う宙ちゅうへ物ものを運はこぶには莫ばく大だいな費ひ用ようがかかる。国こく際さい宇う宙ちゅうステーション（ＩアイＳエスＳエス）に物ぶっ資しを送おくる「こうのとり」は、打うち上あげ費ひ用よう85億おく円えんをかけて、６ｔの荷に物もつを運はこぶ。１㎏あたり１４２万まん円えんという計けい算さんになる。これで１１２㎏のパン生き地じを運はこぶと、それだけで１億おく５９００万まん円えん！　ぼくらのアンパンマンが、史し上じょう最もっとも高こう価かなパンになってしまう。

　また、飛ひ行こう機きの落らっ下かによる無む重じゅう力りょく状じょう態たいは30秒びょうしか続つづかない。通つう常じょうのアンパンは１８０〜１９０度どのオーブンで、11〜13分ぷんで焼やき上あがるというから、たった30秒びょうでは、とても直ちょっ径けい76㎝の巨きょ大だいなパンは焼やけないだろう。

　そもそも劇げき中ちゅうのアンパンマンは、ジャムおじさんのパン工こう場じょうか、アンパンマンにそっくりな自じ動どう車しゃアンパンマン号ごうで焼やかれていたのではなかったか。

　やはり、地ち上じょうのパン焼やき窯がまで焼やかれたと考かんがえるべきだろうなあ。

　地ち上じょうで物ぶっ体たいを浮うかせるとしたら、下したから猛もう烈れつな風かぜを当あてるしかない。たとえば、すり鉢ばち状じょうの網あみがついたパイプに息いきを吹ふき込こんで、小ちいさなボールを浮うかばせる玩がん具ぐがある（イラストを参さん照しょう）。パン焼やき窯がまに、あれと同おなじような機き構こうをつければ、アンパンマンの顔かおを、浮うかべた状じょう態たいで焼やけるのではないだろうか。

　その場ば合あい、どれほどの風かぜを当あてればよいのか。

　前ぜん述じゅつのとおり、アンパンマンの顔かおは直ちょっ径けい76㎝、重おもさ１１２㎏もある。これほどの球きゅう体たいを浮うかせる風かぜを計けい算さんしてみると、うおっ、風ふう速そく82ｍ！　１９６５年ねんの台たい風ふう23号ごうで観かん測そくされた、わが国くにの史し上じょう最さい大だい風ふう速そく69・８ｍを上うわ回まわるモーレツな風かぜだ。

　そんな風かぜを一いち方ほう向こうだけに当あてられたらパン生き地じはゆがんでしまう。キレイな球きゅう形けいにするには、風かぜの強きょう弱じゃくを、場ば所しょと時じ間かんごとに変へん化かさせ、くるくる回まわし続つづけたほうがいいと思おもう。

　また、焼やけたパンが冷さめないように、吹ふきつけるのは熱ねっ風ぷうでなければならない。風かぜの通とおりをよくするために、パン焼やき窯がまを円えん筒とう形けいにする必ひつ要ようもあろう。

　アンパンマンの顔かおが焼やき上あがるまでには、こうしたハイテクノロジーが注そそぎ込こまれたと思おもわれるのだ。
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◆アンパンマンは４人にんいる!?

　直ちょっ径けい76㎝もある球きゅう形けいのパンとなると、焼やくのに相そう当とうの時じ間かんがかかるだろう。

『料りょう理りのわざを科か学がくする　キッチンは実じっ験けん室しつ』（ピーター・バラム著ちょ・渡わた辺なべ正ただし・久ひさ村むら典のり子こ訳やく／丸まる善ぜん）によれば、オーブンで焼やくのにかかる時じ間かんは、同おなじ食しょく材ざいなら、表ひょう面めんから中ちゅう心しんまでの「最さい短たん距きょ離り×最さい短たん距きょ離り」に比ひ例れいするという。

　表ひょう面めんから中ちゅう心しんまでの最さい短たん距きょ離りとは、通つう常じょうのアンパンの場ば合あい、厚あつさの半はん分ぶん。球きゅう形けいのアンパンマンの場ば合あい、直ちょっ径けいの半はん分ぶん。筆ひっ者しゃが買かってきたアンパンは、厚あつさが４・５㎝だった。

　ここから計けい算さんすると、通つう常じょうのアンパンの焼やき時じ間かんを12分ふんと仮か定ていした場ば合あい、直ちょっ径けい76㎝の球きゅう体たいアンパンマンが焼やけるまでには、なんと57時じ間かん、すなわち２日かと９時じ間かんかかる！

　ジャムおじさんは、アンパンマンの顔かおを毎まい日にち取とり替かえてあげる。だが実じつは、今け朝さアンパンマンの顔かおとなったアンパンは、２日かと９時じ間かん前まえに焼やき始はじめたものなのだ。

　このサイクルで考かんがえると、ジャムおじさんのパン工こう場じょうでは、いつも２個こまたは３個このアンパンマンの顔かおが、クルクル回まわりながら焼やかれつつあることになる。外そとで活かつ動どうしているアンパンマンを入いれて、その顔かおは最さい大だい４つ！　なんだかギョギョギョだ。

　まあ、すべて推すい測そくだけど、ジャムおじさんは、これに類るいする苦く労ろうと工く夫ふうを重かさねて、アンパンマンの顔かおを焼やき続つづけているはずなのだ。ホントに偉い大だいなパン屋やさんだなあ。
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　ドラゴンといえば、背せ中なかの翼つばさで空そらを飛とび、口くちから炎ほのおを吐はく……というイメージがある。

　これは、ジャンルや作さく品ひんを超こえて共きょう通つうしていて、ゲームの『ドラゴンクエスト』でも、小しょう説せつの『ハリー・ポッター』でも、映えい画がの『ホビット』でも、ドラゴンというものは、たいてい火ひを吐はくようだ。

　火ひを吐はかないドラゴンといえば、お笑わらいのドランクドラゴンと、『燃もえよドラゴン』のブルース・リーくらいではないかなあ。まあ、彼かれらは人じん類るいだから、火ひを吐はいたらビックリするけど。

　しかし、よくよく考かんがえると不ふ思し議ぎである。自し然ぜん界かいには、体からだから毒どくや光ひかりや電でん気きを出だす生せい物ぶつはいるが、炎ほのおを出だす生せい物ぶつはいない。なぜ、ドラゴンは口くちから火ひが吐はけるのか。そして、火ひなんか吐はいて、自じ分ぶんが熱あつかったり、ヤケドしたりしないのだろうか？




◆体たい内ないに可か燃ねん物ぶつがあるの？

　火ひが燃もえるのは、次つぎの３つの条じょう件けんがそろったときだ。


①可か燃ねん物ぶつがある　②酸さん素そがある　③一いっ定てい以い上じょうの温おん度ど



　これを「燃ねん焼しょうの３条じょう件けん」という。可か燃ねん物ぶつがなければそもそも燃もえないし、物ものが「燃もえる」とは「酸さん素そと結むすびつく」ことだから、酸さん素そも不ふ可か欠けつだし、一いっ定ていの温おん度ど以い下かでは燃ねん焼しょうが進すすまない。火か事じのときに消しょう防ぼう車しゃが水みずをかけるのは、燃もえている場ば所しょの温おん度どを下さげるためである。

　すると、『ドラゴンクエスト』の竜りゅう王おうなども、口くちから火ひを吹ふく以い上じょう、燃ねん焼しょうの３条じょう件けんを満みたしているはずだ。

　このうち、②「酸さん素そがある」は問もん題だいない。『ドラクエ』の舞ぶ台たいは陸りく上じょうだし、他ほかのドラゴンたちも陸りく上じょうで火ひを吐はくから、自じ動どう的てきに満みたされていると考かんがえていいだろう。

　③「一いっ定てい以い上じょうの温おん度ど」についても、灯とう油ゆ（40℃）や重じゅう油ゆ（60℃）など、高たかい温おん度どにならないと燃もえない液えき体たいもあるが、たいていの気き体たいは通つう常じょうの気き温おんで火ひがつく。ドラゴンが気き体たいを燃ねん焼しょうさせているとしたら、この条じょう件けんもクリアされる。

　すると、考かんがえるべきは①「可か燃ねん物ぶつがある」だ。ドラゴンは体たい内ないに燃もえる気き体たいを持もっているのだろうか？

　まず、われわれ人にん間げんの場ば合あいで考かんがえてみよう。人にん間げんの体たい内ないに、可か燃ねん性せいの気き体たいはあるのか。

　人にん間げんの大だい腸ちょうには１００種しゅもの細さい菌きんが棲すんでいる。そのなかには、消しょう化かできなかった食たべ物ものを分ぶん解かいして、さまざまな気き体たいを作つくるものがいる。その気き体たいは……そう、オナラになる。

　人にん間げんのオナラには、窒ちっ素そ、二に酸さん化か炭たん素そ、メタン、水すい素そ、酸さん素そが含ふくまれる。このうち、メタンと水すい素そは可か燃ねん性せいの気き体たいだ。つまり、オナラは燃もえる。前ぜん作さく『ジュニア空くう想そう科か学がく読どく本ほん⑤』でも、『いなかっぺ大たい将しょう』のオナラ爆ばく発はつ事じ件けんを検けん証しょうしたので、オナラに興きょう味みのある方かたはそっちも併へー読どくしよう。

　軽かるく宣せん伝でんが入はいったが、人にん間げんも体たい内ないに可か燃ねん性せいの気き体たいを持もっているということだ。なのになぜ、口くちから火ひを吐はけないかというと、それは、せっかく作つくった可か燃ねん性せいガスが「尻しりから出でる」からですね。なんというか、惜おしいなあ。

　広ひろく動どう物ぶつ界かいを見み渡わたすと、口くちから可か燃ねん性せいの気き体たいを吐はくものもいる。たとえば、牛うしは４つの胃いを持もち、最さい大だいの第だい一胃いで細さい菌きんを繁はん殖しょくさせて、食たべた草くさを分ぶん解かいさせている。これによって消しょう化かしやすくなった草くさと、細さい菌きんそのものを栄えい養よう源げんとするためだ。その細さい菌きんのなかに、メタンを生せい成せいするものがいるので、牛うしのゲップにはメタンが含ふくまれ、地ち球きゅう温おん暖だん化かのわずかな要よう因いんになっている。

　すると、もしドラゴンが同おなじような仕し組くみでメタンを作つくっているとしたら、口くちから火ひを吐はくのも、まったく不ふ思し議ぎではないことになる。意い外がいや意い外がい。考かんがえてみるもんですなあ。




◆どうやって火ひをつける？

　だが、口くちから火ひなんぞ吐はいて、ドラゴン自じ身しんは熱あつくないのか。

　炎ほのおの温おん度どは、ローソクの火ひが１４００℃、ガスコンロの炎ほのおが１７００℃。いくらドラゴンでも、これを体からだのなかで発はっ生せいさせ、食しょく道どうや気き管かんを通つう過かさせて、口くちから吐はいたりしたら、たまったものではない。生せい物ぶつの体からだはタンパク質しつでできており、タンパク質しつは70℃以い上じょうになると、変へん性せいして元もとに戻もどらなくなるからだ。これが、魚さかなや肉にくが煮にえたり焼やけたりするということで、人にん間げんの場ば合あいは「ヤケド」と言いわれる。

　ドラゴンも生せい物ぶつである以い上じょう、口くちから炎ほのおそのものを吐はいたりしたら、自じ分ぶんが大おおヤケドして悶もん絶ぜつ、勇ゆう者しゃたちは何なにもしていないのに大だい勝しょう利り、という結けつ末まつになる。ラッキー！

　いやいや、ゲームでも小しょう説せつでも映えい画がでも、そんなことは起おきていない。筆ひっ者しゃが思おもうに、ドラゴンたちは、可か燃ねん性せいの気き体たいを口くちから吐はいてから、火ひをつけているのではないか。口くちから火ひを吐はく芸げいをする人ひとたちも、灯とう油ゆを霧きりのようにして吹ふき出だし、空くう中ちゅうで火ひをつけている。

　すると、新あらたな問もん題だいが発はっ生せいする。火ひを吐はく芸げい人にんさんなどは、ライターで火ひをつけているが、ドラゴンたちはどうやって着ちゃっ火かしているのか。ドラゴンはライターを隠かくし持もっているのか？

　火か炎えん放ほう射しゃ器きは、燃ねん料りょうの噴ふん出しゅつ口こうで、いつも小ちいさな種たね火びを燃もやしている。ガスコンロやガソリンエンジンでは、電でん気き火ひ花ばなで火ひをつける。また、ディーゼルエンジンでは、エンジンのなかで軽けい油ゆや重じゅう油ゆの霧きりを空くう気きと混まぜて、圧あっ縮しゅくして発はっ火かさせている。気き体たいには、圧あっ縮しゅくすると温おん度どが上あがる性せい質しつがあるのだ。

　これらに学まなんでみよう。まず、ドラゴンの口くちのあたりをよ〜く観かん察さつすると、種たね火びのようなものが見みえるのだろうか。う〜ん、とてもそうとは思おもえないなあ。

　では、胃いのなかで可か燃ねんガスと空くう気きを混まぜて圧あっ縮しゅくし、ディーゼルエンジン方ほう式しきで着ちゃっ火かしているとか？　いや、だから、それをやったら体たい内ないで燃ねん焼しょうが始はじまってしまい、自じ分ぶんが大だい爆ばく発はつするって！

　ことによると、牙きばが火ひ打うち石いしになっているのだろうか。火ひ打うち石いしは大だい理り石せきの仲なか間まで、生せい物ぶつの体たい内ないで作つくられることはないが、たとえばニワトリは、砂すなや小こ石いしを胃いの後うしろにある「砂さ嚢のう」という袋ふくろにためて、消しょう化かに役やく立だてている。焼やき鳥とりで「砂すな肝ぎも」と呼よばれるおいしい部ぶ分ぶんだ。ドラゴンも、牙きばに火ひ打うち石いしを仕し込こんで、着ちゃっ火かに役やく立だてているのではないだろうか。

　ただし、その場ば合あい、火ひ打うち石いしは唾だ液えきで濡ぬれてしまうから、火ひがつきにくいはずだ。一いっ発ぱつではなかなか着ちゃっ火かできず、火ひがつくまで、獅し子し舞まいの獅し子しのように何なん度ども何なん度ども虚こ空くうを噛かむことになる。なんと落おち着つきのないドラゴンであることか。

　もし『ドラクエ』の竜りゅう王おうがこの方ほう法ほうで着ちゃっ火かしているとしたら、勇ゆう者しゃは竜りゅう王おうが歯はをカチカチ噛かみ合あわせ始はじめたときには要よう注ちゅう意いだよ。
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　ウルトラマンは、マッハ５で空そらを飛とぶ。と、怪かい獣じゅう図ず鑑かんなどにはサラリと書かいてあるが、これはとんでもないスピードだ。

「マッハ」とは音おん速そくの何なん倍ばいかを表あらわす単たん位い。音おん速そくは気き温おん15℃のとき秒びょう速そく３４０ｍ＝時じ速そく１２００㎞で、これを超こえるスピードを「超ちょう音おん速そく」という。ウルトラマンの飛ひ行こう速そく度ど・マッハ５も当とう然ぜんながら超ちょう音おん速そくで、そのスピードは時じ速そく１２００㎞×５＝時じ速そく６千せん㎞。新しん幹かん線せんの20倍ばいだ！

『ウルトラマン』以い後ご、空そらを飛とぶヒーローたちの飛ひ行こう速そく度どは、必かならずといっていいほど「マッハ」で表あらわされてきた。マッハ３とか５とか７とか、なぜか奇き数すうが多おおいけれど、とにかくみんながみんな、超ちょう音おん速そくで飛とんでしまうのだ。

　特とく撮さつやアニメの世せ界かいに、ここまで超ちょう音おん速そくが流りゅう通つうしているのは、現げん実じつの世せ界かいにも超ちょう音おん速そくで飛とぶものが存そん在ざいしているからだろう。航こう空くう自じ衛えい隊たいのＦエフ−15イーグルの最さい高こう速そく度どは、マッハ２・５。ジェット戦せん闘とう機きがマッハ２・５で飛とべるのなら、ウルトラマンがマッハ５で飛とぶのも不ふ思し議ぎではないような気きがする。

　だがそんな単たん純じゅんな問もん題だいなのか？　その能のう力りょくさえ持もっていれば、ヒーローたちが超ちょう音おん速そくで飛とんでも、何なんの支し障しょうもないのだろうか？

　実じつは、彼かれらは重じゅう要ような問もん題だいをスッカリ忘わすれている。超ちょう音おん速そくで飛ひ行こうする際さいに生しょうじる「衝しょう撃げき波は」のことを！　本ほん稿こうでは、それがいかに恐おそろしいものであるかを明あきらかにしてみたい。




◆衝しょう撃げき波はの形かたちとは？

　物ぶっ体たいが超ちょう音おん速そくで飛ひ行こうすると、先せん端たんから衝しょう撃げき波はが発はっ生せいする。衝しょう撃げき波はとは、そこにだけエネルギーが集しゅう中ちゅうした「空くう気きの壁かべ」で、真ま横よこから見みると三さん角かく形けい、実じっ際さいには立りっ体たいなので、ソフトクリームのコーンのような形かたちをしている（イラストを参さん照しょうしてね）。

　これが地ち上じょうに達たっすると、人にん間げんには「ダン！」とか「ギン！」といった耳みみをつんざく音おととして聞きこえ、窓まどガラスを割わるなどの破は壊かい力りょくを持もつ。その威い力りょくは、物ぶっ体たいが大おおきく、速そく度どが速はやく、距きょ離りが近ちかいほど強つよくなる。

　ヒーローたちの飛ひ行こうは例れい外がいなく超ちょう音おん速そく。ということは、みんながみんな、この衝しょう撃げき波はをぶっ放ぱなしながら空そらを飛とんでいるのだ。街まちはいったい、どうなってしまうのか。

　たとえば、身しん長ちょう40ｍのウルトラマンが、高こう度ど１㎞をマッハ５で飛とんだとしよう。この場ば合あい、ウルトラマンの進しん路ろから左さ右ゆうに３・３㎞ずつの幅はばで、下げ界かいの窓まどガラスはバリバリ割われ、人ひと々びとはバタバタ失しっ神しんする。ウルトラマンの飛ひ行こう速そく度どに合あわせ、被ひ災さい地ち域いきもマッハ５で前ぜん方ぽうに広ひろがっていく！　なんて迷めい惑わくな正せい義ぎの味み方かたなのかっ。




◆ウルトラセブン墜つい落らく！

　こうなるともう、怪かい獣じゅうを勝かっ手てに暴あばれさせておくのとどっちがマシか、という話はなしだが、ヒーローたちにはもう一ひとつ自じ覚かくしてほしいことがある。それは、超ちょう音おん速そくで飛ひ行こうしている物ぶっ体たい自じ身しんも、自じ分ぶんが生うみ出だした衝しょう撃げき波はから逃のがれられない、という事じ実じつだ。

　速そく度どが速はやいほど、衝しょう撃げき波はのコーンは細ほそくなる。つまり、先せん端たんの角かく度どは小ちいさくなる。衝しょう撃げき波はを発はっ生せいさせている物ぶっ体たい自じ身しんも、そのコーンからはみ出だせば、衝しょう撃げき波はを受うけてしまうのだ。

　現げん実じつの飛ひ行こう機きの場ば合あい、翼つばさに衝しょう撃げき波はを受うけると、破は壊かいされる以い前ぜんに、空くう気きの流ながれが乱みだれて飛とぶ力ちからを失うしない、墜つい落らくしてしまう。超ちょう音おん速そく機きの翼つばさが細ほそ長ながい三さん角かく形けいになっているのは、自じ分ぶんが発はっ生せいさせた衝しょう撃げき波はのコーンからはみ出ださないためなのだ。Ｆエフ−15イーグルはマッハ２・５で飛ひ行こうするが、このときに発はっ生せいする衝しょう撃げき波はの先せん端たん角かくは47度どである。あの形かたちならはみ出ださず、安あん全ぜんということだ。

　ところが、空くう想そう科か学がくの世せ界かいのヒーローたちは、そんなことを気きにしている様よう子すがまったくない。全ぜん員いんはみ出だしまくりである。

　まず、ウルトラマンから見みてみよう。彼かれがマッハ５で空そらを飛とぶとき、衝しょう撃げき波はの先せん端たん角かくは23度どになる。テレビ画が面めんでお馴な染じみの、両りょう手てをそろえて首くびを立たてるという姿し勢せいだと、目めから上うえのあたりが、自じ分ぶんが発はっ生せいさせた衝しょう撃げき波はを受うけ、砕くだけ散ちってしまう！

　それでも、彼かれはまだマシだ。絶ぜつ望ぼう的てきに危あぶないのは、マッハ７で飛とぶウルトラセブンである。衝しょう撃げき波はコーンの先せん端たん角かくは16度ど！

　これはもう錐きりだ。しかも、理り不ふ尽じん極きわまりないことに、セブンは両りょう手てを斜ななめ前ぜん方ぽうに広ひろげて飛とぶのである。この姿し勢せいでは、両りょう手てからそれぞれ先せん端たん角かく16度どの衝しょう撃げき波はが発はっ生せいし、どちらも彼かれの顔がん面めんを直ちょく撃げきする。顔かおはザクロのように弾はじけ散ちり、体からだも２つに裂さけてしまうのではないか。

　想そう像ぞうするだけで恐おそろしいが、事じ件けんはこれだけでは終おわらない。絶ぜつ命めいしたウルトラセブンは当とう然ぜん、地ち上じょうに落らっ下かしてしまう。

　上じょう空くう１千せんｍでお亡なくなりになったとすると、落おちてくるのは14・３秒びょう後ご。この間かんに、水すい平へい方ほう向こうに34㎞飛とぶ。南なん西せいに向むかって飛ひ行こう中ちゅう、新しん宿じゅく上じょう空くうで墜つい落らくし始はじめた場ば合あい、落らっ下か地ち点てんは八はち王おう子じだ。

　その八はち王おう子じに、セブンは地じ面めんに対たいして３・４度どというスレスレの角かく度どで激げき突とつする。この浅あさい角かく度どでは、平たいらな石いしを水すい面めんスレスレに投なげたときのように、何なん度どもバウンドするだろう。一いち度ど目めに身しん長ちょうと同おなじ40ｍの高たかさまで跳はね上あがるとしたら、実じつに１７０㎞にわたってバウンドした後のち、愛あい知ちあたりから地じ面めんを滑すべり始はじめる。その後ごは、地じ面めんとの摩ま擦さつでスピードが落おちるが、なにしろ滑すべり始はじめの速そく度どがマッハ７だから、なかなか止とまらない。琵び琶わ湖こをかすめ、中ちゅう国ごく地ち方ほうを横おう断だんし、総そう計けい７８０㎞を走そう破はして、９分ふん30秒びょう後ごに山やま口ぐちで停てい止しする。

　この墜つい落らく、バウンド、滑かっ走そうで放はなたれるエネルギーは、ダイナマイト２万まん４千せんｔ分ぶん。広ひろ島しまに落おとされた原げん子し爆ばく弾だんの１・６倍ばいだ！　ウルトラ戦せん士しの超ちょう音おん速そく飛ひ行こうは、人じん類るいにとって天てん災さい以い外がいの何なに物ものでもない。
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◆タロウは、５分ぶ刈がりにせい！

　兄あにがこれほど人じん類るいに迷めい惑わくをかけそうだというのに、まったく反はん省せいする様よう子すが見みられないのが、ウルトラマンＡエースにウルトラマンタロウである。

　この両りょう名めいの飛ひ行こう速そく度どはマッハ20というのだから、もうどうしようもない。先せん端たん角かくは５・７度ど！　もう針はりではないか。どうすればそんなコーンに体からだを収おさめられるというのか!?

　特とくにウルトラマンタロウ！　彼かれは、頭あたまに大おおきな角つのがついている。そんなヘアスタイルで、マッハ20で飛とぼうとは身みのほど知しらずも甚はなはだしい。スッパリ５分ぶ刈がりにせい、５分ぶ刈がりに！

　あ。すいません。興こう奮ふんして、髪かみの毛けもない宇う宙ちゅう人じんに不ぶ気き味みな説せっ教きょうをしてしまった。ウルトラマンたちが人じん類るいに迷めい惑わくをかけず、自みずからの身みを滅ほろぼすこともなく、超ちょう音おん速そくで安あん全ぜんに飛とぶことはできないのか？

　やっぱり、無ぶ難なんなのは科か学がく的てきに正ただしく設せっ計けいされたメカに乗のって移い動どうすることでしょうなあ。え？　あのヒトたちはそんなモノは持もっておらず、宇う宙ちゅう空くう間かんも裸はだか（たぶん）で飛とんでいる？

　う〜ん、空くう気きのない宇う宙ちゅう空くう間かんでは衝しょう撃げき波はは発はっ生せいしないけど、地ち球きゅうには大たい気きがあるから、超ちょう音おん速そくで飛とぶとどうしても衝しょう撃げき波はが発はっ生せいしてしまう……。

　仕し方かたがないから、移い動どうはすべて歩あるくか走はしるかにしていただこう。地ち球きゅうの平へい和わを守まもるためにわざわざ遠とおい星ほしからやってきたボランティアの方かた々がたに対たいして、まことに申もうし訳わけないが、地ち球きゅうと皆みなさま方がたの安あん全ぜんのためには、それで我が慢まんしてもらうほかないのである。因いん果がな星ほしに来きたと思おもって、諦あきらめていただきたい。
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　ある駅えきで電でん車しゃを待まっていたときのこと。ホームを歩あるいてくる年ねん配ぱいの女じょ性せいを見みて、ぎょっとした。母はは方かたの叔お母ばに生いき写うつしではないか。

　その叔お母ばは筆ひっ者しゃの故こ郷きょうの種たね子が島しまにいるはずで、東とう京きょうをうろうろしているはずはない。世よの中なかには、似にた人ひとがいるものだなあと思おもいながら、つい彼かの女じょの顔かおをまじまじと見みていたら、目めが合あった。

　すると！　彼かの女じょは「ヒロユキさん！」と叫さけんで、駆かけ寄よってきたのである。

　心しん臓ぞうが止とまりそうになった。ヒロユキとは、父ちち方かたの従い兄と弟この名な前まえなのだ。呆ぼう然ぜんとする筆ひっ者しゃに、彼かの女じょは「あなた、連れん絡らくもしないでどこにいたの!?」と詰つめ寄よるのだった。

　必ひっ死しに冷れい静せいになろうとしながら、考かんがえる。筆ひっ者しゃの叔お母ばにそっくりなこの女じょ性せいには、顔かおが筆ひっ者しゃに瓜うり二ふたつで、名な前まえが筆ひっ者しゃの従い兄と弟こと同おなじ身み内うちがいる……ということだ。

　筆ひっ者しゃは懸けん命めいに自じ分ぶんはヒロユキさんではないと訴うったえた。だが、本ほん物もののヒロユキさんは、どういう事じ情じょうかはわからないが、失しっ踪そう中ちゅうらしい。すると本ほん人にんと認みとめなくて当とう然ぜんであるから、筆ひっ者しゃが否ひ定ていすればするほど、相あい手ての疑うたがいは深ふかまっていく……。

　長ながい押おし問もん答どうの果はてに、彼かの女じょは納なっ得とくしてくれたようだった。いや、ひとまず一いっ歩ぽ引ひいただけか。こちらを何なん度ども振ふり返かえり、首くびをかしげながら去さっていったのだから。

　ボヤボヤしていると、一いち族ぞく郎ろう党とうを引ひき連つれて、筆ひっ者しゃを責せめ立たてに戻もどってくるかもしれない。来きた電でん車しゃに行いき先さきも見みずに飛とび乗のって、思おもい出だしたのは「ドッペルゲンガー現げん象しょう」である。

　この世よには、自じ分ぶんにそっくりな人ひとが、自じ分ぶんを含ふくめて３人にん存そん在ざいしており、そのうち２人ふたりが出で会あうとたちどころに死しんでしまうという。以い前ぜん、オカルト好ずきな友ゆう人じんに聞きいたのは、そんな話はなしだった。

　そのときは「なんて非ひ科か学がく的てきな！」と笑わらって取とり合あわなかった。しかし、自じ分ぶんとそっくりなヒロユキさんの存そん在ざいを知しっただけで、筆ひっ者しゃの心しん臓ぞうは止とまりかけたのだ。もし、ヒロユキさん本ほん人にんに会あっていたら……。

　うひょ〜ッ、怖こわい！　これは何なにがなんでも、科か学がくの力ちからでこの恐きょう怖ふを振ふり払はらわないと！




◆ぎょぎょ、意い外がいに確かく率りつが高たかい！

　ドッペルゲンガー現げん象しょうなど、存そん在ざいしない！　そう言いい切きってしまいたいのはヤマヤマなのだが、そうもいかない理り由ゆうがある。

　たとえば、筆ひっ者しゃがこの現げん象しょうを否ひ定ていする根こん拠きょを述のべたとしよう。「昔むかし、歌か手しゅや俳はい優ゆうのそっくりさんと本ほん人にんが対たい面めんするテレビ番ばん組ぐみがあったが、誰だれも死しななかったではないか」。

　これに対たいして、ドッペルゲンガー現げん象しょうの信しん奉ぽう者しゃは、おそらくこう反はん論ろんするであろう。「そこそこ似にているレベルではダメで、何なにから何なにまで完かん璧ぺきに同おなじでなければ死しなないのです」と。

　筆ひっ者しゃも負まけずに応おうじる。「実じっ際さいに経けい験けんした人ひとがいるのか？　もし、自じ分ぶんと完かん全ぜんに同おなじ人にん間げんを見みた人ひとが１人ひとりでもいたら、ネットで話わ題だい沸ふっ騰とうしているはずだ」。

　すると、こう返かえされる。「それを経けい験けんした人ひとはすべて死しんでいるのだから、目もく撃げき情じょう報ほうがないのは当とう然ぜんです」。わ〜、アッサリ論ろん破ぱされちゃった！

　なかなか論ろん理り構こう造ぞうのしっかりした現げん象しょうである。ヘタすると、うっかり信しんじてしまいそうだぞ、ドッペルゲンガー現げん象しょう。これは腰こしを据すえてかからねば。

　ここは百ひゃっ歩ぽ譲ゆずって、自じ分ぶんと同おなじ顔かおの人にん間げんが、この世よにあと２人ふたりいるとしよう。その場ば合あい、筆ひっ者しゃが彼かれらに会あってしまう可か能のう性せいは、どのぐらいあるのだろうか。

　もちろん「この世よに」といっても、筆ひっ者しゃとまったく同おなじ顔かおの人ひとがブルガリアやエチオピアにいるとは思おもえないから、日に本ほんの人じん口こう１億おく２６００万まん人にんのなかで考かんがえよう。そして、明あ日す１日にちに筆ひっ者しゃが出で会あう人ひとの数かずを、チラッと顔かおを見みる程てい度どの通つう行こう人にんを含ふくめて２００人にんと仮か定ていしよう。

　そのなかに、問もん題だいの２人ふたりが含ふくまれている確かく率りつを計けい算さんすると、32万まん分ぶんの１である。う〜ん、憂ゆう慮りょすべき数すう値ちなのか、放ほうっといても構かまわんレベルなのか、よくわかりませんなあ。

　ならば、１年ねん間かんで考かんがえてみよう。３６５日にち以い内ないに、彼かれらに会あってしまう確かく率りつを計けい算さんすると……ええっ、８６４分ぶんの１!?

　こ、これはちょっと大おおきすぎるんじゃないか？　筆ひっ者しゃという１人ひとりの人にん間げんが死しぬ確かく率りつが８６４分ぶんの１ということは、日に本ほん人じんの８６４人にんに１人ひとりが、１年ねん以い内ないにドッペルゲンガー現げん象しょうで死し亡ぼうするということだ。日に本ほんの人じん口こうは１億おく２６００万まん人にんだから、年ねん間かん死し者しゃ数すうは14万まん６千せん人にん！

　これは大たい変へんな数かずだ。２０１４年ねんに交こう通つう事じ故こで亡なくなった人ひとは４１１３人にん。それをはるかに上うわ回まわり、もしドッペルゲンガー現げん象しょうが本ほん当とうに起おきるとしたら、日に本ほん人じんの死し亡ぼう原げん因いんは、こうなる。


１位い　がん　　　　　　　　　　　年ねん間かん37万まん人にん

２位い　心しん臓ぞう疾しっ患かん　　　　　　　　　年ねん間かん19万まん６千せん人にん

３位い　ドッペルゲンガー現げん象しょう　　　年ねん間かん14万まん６千せん人にん



　死しにすぎだって！　こんなにたくさんの人ひとがお亡なくなりになったら、ドッペルゲンガー現げん象しょうは国こっ会かいで問もん題だいとなり、テレビのニュースは「年ねん末まつ年ねん始しのお出で掛かけでは、ドッペルゲンガー現げん象しょうにお気きをつけください」と注ちゅう意いを喚かん起きするだろう。そういう騒さわぎになっていないということは、やはりドッペルゲンガー現げん象しょうなど存そん在ざいしないのだッ！




◆絶ぜっ対たいに生いき延のびるには？

　いや、これは甘あまい期き待たいかも。たとえば、マンガ『DEATHデス NOTEノート』では、デスノートに名な前まえを書かかれた人ひとは、40秒びょう以い内ないに心しん臓ぞう麻ま痺ひで死しんでいた。この場ば合あいの死し因いんは「デスノート」ではなく「心しん臓ぞう麻ま痺ひ」ということだ。ドッペルゲンガー現げん象しょうで亡なくなった人ひとも、いろいろな死し因いんに振ふり分わけられているだけなのでは……？　うわ〜ん、考かんがえれば考かんがえるほど、怖こわくなる〜。

　よし、こうなったら、絶ぜっ対たいにドッペルゲンガー現げん象しょうに遭あわない方ほう法ほうを考かんがえよう。

　ドッペルゲンガー現げん象しょうのありがたいところは、自じ分ぶんを含ふくめた３人にんのあいだで起おきることだ。自じ分ぶん以い外がいの２人ふたりが先さきに出で会あってくれれば、自じ分ぶんが死しぬ心しん配ぱいはないことになる。お、イケるかも！

　たとえば、人ひと里ざと離はなれた山やま小ご屋やに籠こもり、そのあいだに問もん題だいの２人ふたりがバッタリ会あって、ポックリ逝いくのを待まつ……いや、ダメだ。「そろそろいいかな」と思おもって山やまを下おりたら、麓ふもとのバス停ていに会あってはならないヤツがいた、などという不ふ運うんがあるかもしれない。

　２人ふたりを確かく実じつに遭そう遇ぐうさせるには、自じ分ぶんの写しゃ真しんをネットに流ながし「この顔かおにそっくりな人ひとは○月がつ×日にち午ご後ご９時じに渋しぶ谷やのハチ公こう前まえに来きてください。１００万まん円えんを進しん呈ていします」と書かき添そえる。そして、自じ分ぶんは行いかない……。

　わ〜っ、いかん！　ドッペルゲンガー現げん象しょうについて考かんがえていると、ドンドン人ひとの道みちを踏ふみ外はずしてしまう。どうか存そん在ざいしないでください、ドッペルゲンガー現げん象しょうさま〜っ。
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　ええと、もしいま、ご飯はんを食たべながらこの本ほんを読よんでいる人ひとがいたら、本ほん稿こうは飛とばして、別べつのを読よみましょう。「うんこ」という言こと葉ばが43回かいも出でてくるよ。ご飯はん食たべられなくなっちゃうよ。

　なぜそんな恐おそろしい原げん稿こうになったかというと、『絶ぜっ体たい絶ぜつ命めいでんぢゃらすじーさん』を研けん究きゅうしたから。これは２００１年ねんから「コロコロコミック」に掲けい載さいされたマンガで、現げん在ざいでも続ぞく編へん『でんぢゃらすじーさん邪じゃ』が連れん載さい中ちゅう。「おじいさんが孫まごに、世よの中なかのあらゆる危き険けんから助たすかる方ほう法ほうを教おしえる」というマンガなのだが、じーさんの言いうとおりにしていると、ますますでんぢゃらすに陥おちいることが多おおいというか、必かならずそうなるお話はなしである。

　ある日ひ、じーさんが孫まごと散さん歩ぽに出でようとすると、なぜか家いえの周まわりが全ぜん方ほう位い、崖がけになっていた。なぜそうなっていたのかは不ふ明めいだが、世よの中なかは危き険けんに満みちているのだから、仕し方かたがない。崖がけになっていたことに気きづかず、足あしを踏ふみ出だした２人ふたりは、落らっ下かしていく。

　だが、こんな状じょう況きょうでも、パニックにならないのが、ぼくらのでんぢゃらすじーさん。空くう中ちゅうを落おちながら、冷れい静せいに携けい帯たい電でん話わを取とり出だして、助たすけを呼よぼうとする。孫まごに「間まに合あわねーっつーの!!」と言いわれ「ならばこれ以い上じょう！　落おちなけりゃいいんじゃ!!」と叫さけび、顔かおを赤あかくしてぷるぷるといきむ。孫まごに「……まさか、おならで飛とぶとかいうんじゃねーだろうな……」と指し摘てきされると、どうやらそれは図ず星ぼしだったらしく、ギクッとしたじーさんは「ちちちちち ちがわ─────い!!」と言いいつつ、「もりもりもりも〜〜〜〜」と、うんこをしたのである！　いやあ、これには筆ひっ者しゃもびっくりした！

　じーさんとしては、うんこで椅い子すを作つくり、地じ面めんとの激げき突とつを避さけるつもりだという。はたしてこの方ほう法ほうで、じーさんと孫まごは助たすかるのだろうか？




◆自じ分ぶんのうんこで串くし刺ざしに!?

　この２人ふたりが置おかれている状じょう況きょうは、ホントのホントに絶ぜっ体たい絶ぜつ命めいである。

　２人ふたりは、まっすぐ立たった姿し勢せいで落おちていた。人にん間げんがこのような姿し勢せいで空くう中ちゅうを落おちると、速そく度どは時じ速そく３００㎞に達たっする。このままでは、新しん幹かん線せんなみのスピードで地じ面めんに叩たたきつけられてしまう！

　しかも、電でん話わをかけたり、作さく戦せんを見み抜ぬかれてギクッとしたり、かなり長ながい時じ間かんにわたって落らっ下かしている。落らっ下か開かい始しからうんこフン出しゅつまでの２人ふたりのやりとりを１人ひとり芝しば居いで実じつ演えんしてみたところ、28秒びょうかかった。こんなに長ながく時じ速そく３００㎞で落おち続つづけてきたということは、２人ふたりはすでに２３００ｍ、つまり富ふ士じ山さん（３７７６ｍ）の６割わりを超こえる高たかさを落おちていることになる。わが国くににおいては、どんな崖がけも高たかさが富ふ士じ山さんを上うわ回まわるはずはないから、地じ面めんはもうすぐだ！

　ここまで追おい込こまれた状じょう況きょうで、うんこの椅い子すを作つくれば、本ほん当とうに助たすかるのだろうか？

　普ふ通つうに考かんがえれば、うんこを椅い子すにしたところで、着ちゃく地ちの瞬しゅん間かんに尻しりの下したでビチッと飛とび散ちって終おわりだろう。だが、作さく中ちゅうのじーさんのうんこをつぶさに観かん察さつすると、別べつの可か能のう性せいも考かんがえられる。

　じーさんのうんこは、まっすぐ下したに垂たれ下さがっているのだ。うんこなんだから当とう然ぜんじゃん、などと簡かん便べんに考かんがえてはいけない。じーさんは現げん在ざい、時じ速そく３００㎞で落らっ下か中ちゅうなのである。うんこも、強きょう烈れつな風ふう圧あつにさらされているはずだ。

　マンガのコマを測そく定ていすると、じーさんのうんこは最もっとも太ふとい下か部ぶの直ちょっ径けいが15㎝ほどもある。これを時じ速そく３００㎞の風かぜが直ちょく撃げきすると、風ふう圧あつは15㎏にもなる。想そう像ぞうしていただきたい。まっすぐ立たったうんこに、２Ｌリットル入いりのペットボトル７本ほんを載のせても微び動どうだにしない、という事じ態たいを！

　そのへんに転ころがっている凡ぼん庸ようなうんこなら、いや、うんこがそのへんに転ころがっていては困こまるのだが、ともかく折おれるか、そうでなければ上うえに向むかって吹ふき流ながされ、やがてチギレるだろう。だが、じーさんのうんこは真ま下したに向むかって力ちから強づよく伸のびている。尊そん敬けいに値あたいするうんこである。

　この強きょう靭じんなうんこなら、椅い子すとして機き能のうし、じーさんの命いのちを救すくってくれるのか。

　じーさんは非ひ常じょうに小こ柄がらだが、体たい重じゅう30㎏はあるだろう。現げん在ざい、うんこが耐たえている風ふう圧あつは15㎏。これがうんこの限げん界かい強きょう度どなら、体たい重じゅう30㎏のじーさんが上うえに座すわると、あえなく潰つぶれるだろう。

　うんこにさらなる強きょう度どがあれば、じーさんが助たすかる道みちも見みえてくる。だがそれは、じーさんの肛こう門もんが耐たえられれば、の話はなし。頑がん丈じょうすぎるうんこを尻しりから出だしたまま、時じ速そく３００㎞で着ちゃく地ちしたら、地じ面めんに激げき突とつする衝しょう撃げきで、うんこはじーさんの肛こう門もんにめり込こんでしまうだろう。大だい腸ちょうのカーブに沿そって、うまく再さい収しゅう納のうされるとは思おもえないから、自じ分ぶんのうんこで串くし刺ざしに！

　自じ分ぶんのうんこで死し亡ぼう！　という人じん類るい最さい低ていの汚お辱じょくを避さけるには、うんこはむしろ軟やわらかめのほうがいい。粘ねん土どのように、自じ分ぶんはぐんにゃり潰つぶれながらも、落らっ下かするじーさんにブレーキをかけて停てい止しさせるのだ。現げん在ざい、うんこの長ながさは２ｍほど。着ちゃく地ちの衝しょう撃げきで、これが潰つぶれて１ｍになると考かんがえよう。するとこの場ば合あい、着ちゃく地ちの衝しょう撃げきで肛こう門もんにかかる力ちからは、10・６ｔ。うおっ、やっぱりうんこが全ぜん身しんを貫つらぬく！

　できることなら、着ちゃく地ちの衝しょう撃げきを体たい重じゅうの２倍ばいくらいに抑おさえたい。これなら、肛こう門もんが受うける圧あっ迫ぱく力りょくは、自じ分ぶんと同おなじ体たい重じゅうの人ひとを膝ひざに乗のせたときと同おなじぐらいだから、なんとか耐たえられるだろう。これが実じつ現げんできるのは、着ちゃく地ちの衝しょう撃げきで、うんこが３５４ｍ短みじかくなった場ば合あいだ。このケースのように、潰つぶれて半はん分ぶんの長ながさになるとしたら、もともとの長ながさは７０８ｍ。高たかさ６３４ｍの東とう京きょうスカイツリーよりも長ながいうんこをしなければ助たすからないということだ！　うひゃー！
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◆永えい遠えんに着ちゃく地ちを避さける方ほう法ほう！

　現げん実じつ的てきに考かんがえると「うんこで椅い子すを作つくって助たすかる」という作さく戦せんはきわめてきわめて難むずかしい。だが「落らっ下か防ぼう止し策さくとしてのうんこ」という発はっ想そうは、科か学がく的てきにきわめて優すぐれている。

　ロケットは大たい量りょうのガスを高こう速そくで噴ふん射しゃして大たい気き圏けんを脱だっ出しゅつしていく。じーさんのうんこも、理り論ろん的てきにはこれと同おなじように、猛もうスピードで大たい量りょうにフン出しゅつすれば、強つよいブレーキがかかるはずである。

　前ぜん述じゅつしたとおり、うんこの最さい下か部ぶは直ちょっ径けい15㎝。最さい上じょう部ぶも測はかると、直ちょっ径けい５㎝。これで長ながさが２ｍなら、うんこの重じゅう量りょうは17㎏となる。推すい定てい体たい重じゅう30㎏のじーさんが、体たい重じゅうの半はん分ぶんを超こえるうんこをしたとは驚きょう異い的てきだが、これだけの大だい大だい便べんを打うち出だせば落らっ下かは止とめられるのか？

　もちろん、うんこには、かなりのスピードが要よう求きゅうされる。計けい算さんすると、その速そく度どは時じ速そく６７０㎞だ。長ながさは２ｍだから、わずか０・０１秒びょうでぶりんっとフン出しゅつ！　時じ速そく３００㎞で落らっ下か中ちゅうのじーさんの尻しりから発はっ射しゃされると、この高こう速そくうんこは時じ速そく９７０㎞で地じ面めんに激げき突とつ。その上じょう空くうでじーさんたちの速そく度どはゼロとなり、助たすかることになる。

　だが、マンガの描びょう写しゃを見みると、じーさんの肛こう門もんには、これほどのフン出しゅつ力りょくはなかったようだ。もし、じーさんが時じ速そく６７０㎞でうんこをしていたら、じーさんには逆ぎゃく噴ふん射しゃでブレーキがかかるが、うんこをしていない孫まごは時じ速そく３００㎞で落おちていく……という展てん開かいになったはずである。ところが、２人ふたりはまったく同おなじ速そく度どで落おちていた。これを見みると、どうやらじーさんはただ単たんに、ゆるゆるとうんこをしただけのようである。17㎏ものうんこが、何なんの役やくにも立たっていない！

　結けっ局きょくこの２人ふたりはどうしたかというと、じーさんは早そう々そうにうんこ作さく戦せんをあきらめて、方ほう針しんを変へん更こう。「とにかく地じ面めんにつかなきゃいいんじゃ！」と叫さけんで、どこからか１足そく１００円えんの「ドリルブーツ」を取とり出だし、両りょう足あしに装そう着ちゃくして、どこまでも掘ほり進すすんでいくのだった……。

　な〜るほど。この方ほう法ほうだと、じーさんに続つづいて落らっ下かする孫まごは、その穴あなを落おち続つづけるため、地じ面めんには激げき突とつしないで済すむ。しかし、激げき突とつしないためには、どこまでも掘ほり続つづけなければならない。地ち球きゅうの内ない部ぶでは、深ふかく掘ほるほど重じゅう力りょくは弱よわくなるから、スピードがだんだん遅おそくなるのが、唯ゆい一いつの救すくいだ。そして、落らっ下かが止とまるのは、地ち球きゅうの中ちゅう心しん部ぶ。そこから、どーすりゃいいんだ〜!?

　などと、騒さわぐヒマもないだろう。地ち球きゅうの中ちゅう心しん部ぶの温おん度どは６千せん℃。これに耐たえる物ぶっ質しつは存そん在ざいしないから、じじ孫まごそろって、たちまち蒸じょう発はつ！　ウ〜ン、うんこ作さく戦せんとどっちがよかったのか……。

　でんぢゃらすじーさんといっしょにいると、次つぎから次つぎにでんぢゃらすが襲おそいかかる。見み方かたによっては、楽たのしそうとも言いえるかなあ。それも、命いのちがあっての話はなしだけど。
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　波は動どう砲ほうとかめはめ波は。『宇う宙ちゅう戦せん艦かんヤマト』と『ドラゴンボール』という、まったく世せ界かい観かんの違ちがう作さく品ひんの決きめワザだ。

　だが、どちらも名な前まえから推すい測そくするに、「波なみ」を使つかった武ぶ器きなのだろう。そう考かんがえると比ひ較かくしてみたくなる。

　筆ひっ者しゃとしては、まずもって波は動どう砲ほうやかめはめ波はが何なんの「波なみ」なのかを知しりたいが、どちらも詳しょう細さいは不ふ明めい。そこで原げん理りはさておき、それぞれの劇げき中ちゅうで、波は動どう砲ほうとかめはめ波はが実じっ際さいに何なにを破は壊かいしたかに注ちゅう目もくして、両りょう者しゃの威い力りょくを比くらべてみよう。




◆波は動どう砲ほうとかめはめ波はが破は壊かいしたもの

『宇う宙ちゅう戦せん艦かんヤマト』の波は動どう砲ほうは、１９７４年ねんから放ほう送そうされたテレビアニメ第だい１シリーズ全ぜん26話わでは、実じつはたった４回かいしか使つかわれていない。


第だい１射しゃ　木もく星せいの浮ふ遊ゆう大たい陸りくを消しょう滅めつさせた

第だい２射しゃ　オリオン座ざ[image: ]アルファ星せいでプロミネンス（星ほしの表ひょう面めんから立たち昇のぼる炎ほのおのようなもの）を吹ふき飛とばした

第だい３射しゃ　バラン星せいで人じん工こう太たい陽ようを破は壊かいした

第だい４射しゃ　ガミラス星せいで海かい底てい火か山ざん脈みゃくを撃うち、大だい噴ふん火かを誘ゆう発はつして星ほしを崩ほう壊かいさせた



　このうちもっとも威い力りょくがあったのは、アニメの描びょう写しゃから判はん断だんして、浮ふ遊ゆう大たい陸りくを破は壊かいした第だい１射しゃだろうと筆ひっ者しゃは思おもう。

　一いっ方ぽう、かめはめ波はが破は壊かいした最さい大だいのものは、なんと月つきである。月つきの破は壊かいは、主しゅ人じん公こうの悟ご空くうではなく、彼かれの師し・亀かめ仙せん人にんによって行おこなわれた。

　第だい21回かい天てん下か一いち武ぶ道どう会かいで亀かめ仙せん人にんは、弟で子しの悟ご空くうとクリリンが簡かん単たんに優ゆう勝しょうして「自じ分ぶんは強つよい」と思おもい込こむのを防ふせぐため、ジャッキー・チュンと名な乗のって出しゅつ場じょう。準じゅん決けっ勝しょうでクリリンを降くだし、決けっ勝しょう戦せんで悟ご空くうと対たい戦せんする。その試し合あい中ちゅう、悟ご空くうは満まん月げつを見みて大おお猿ざるに変へん身しんし、暴あばれ始はじめる。亀かめ仙せん人にんは観かん客きゃくを守まもり、悟ご空くうを元もとに戻もどすために「かめはめ波は最大出力マックスパワー」で月つきを跡あと形かたもなく破は壊かいしたのだ。

　すると、浮ふ遊ゆう大たい陸りくと月つきでは、どちらを破は壊かいするほうが大たい変へんなのか、という話はなしである。

　もちろん、それらが両りょう者しゃの破は壊かいできる最さい大だいのものとは限かぎらないが、ここでは「劇げき中ちゅうで描えがかれたエピソードからわかる限かぎり」という条じょう件けんの下もとで、両りょう者しゃの威い力りょくを比ひ較かくしてみたい。




◆浮ふ遊ゆう大たい陸りくと月つきを比ひ較かくする

　月つきは、直ちょっ径けい３４７６㎞、重おもさ７３５０京けいｔ。直ちょっ径けいは択えと捉ろふ島とうから与よ那な国ぐに島じままでの距きょ離りを超こえ、重おもさは富ふ士じ山さんの７千せん万まん倍ばいもある。これを壊こわしたかめはめ波はの威い力りょくは、つくづく侮あなどれない。

　浮ふ遊ゆう大たい陸りくについては、『ヤマト』劇げき中ちゅうのナレーションが「ほぼオーストラリア大たい陸りくと同おなじ大おおきさ」と説せつ明めいしていた。オーストラリア大たい陸りくは、面めん積せきが７６１万まん[image: ]、東とう西ざいの差さし渡わたしが４千せん㎞、南なん北ぼく３千ぜん㎞。おお、差さし渡わたしでは、オーストラリアと月つきの直ちょっ径けいは同おなじくらいなのか。比くらべてみるものですなあ。

　しかし、月つきが球きゅう形けいであるのに対たいし、浮ふ遊ゆう大たい陸りくは「大たい陸りく」だけに上じょう下げには薄うすい。アニメの画が面めんで測そく定ていすると、上じょう下げの高こう低てい差さは、差さし渡わたしの４分ぶんの１ほど。オーストラリア大たい陸りくと面めん積せきが同おなじで、上うえから見みた形かたちが円えんだとすれば、差さし渡わたしは３１００㎞、厚あつさは８１０㎞となる。密みつ度どが地ち球きゅうの岩がん石せきと同おなじなら、その質しつ量りょうは６２０京けいｔだ。

　これは月つきの12分ぶんの１である。すると逆ぎゃくに、かめはめ波はは波は動どう砲ほうの12倍ばいの威い力りょくがあったということ!?　いや、実じつはそのレベルには留とどまらない。天てん体たいや大たい陸りくほども大おおきな岩がん石せきでは、各かく部ぶが互たがいを引ひき寄よせる重じゅう力りょくの影えい響きょうで、破は壊かいするには、重おもさの違ちがいを超こえて大おおきなエネルギーが必ひつ要ようになる。

　具ぐ体たい的てきに計けい算さんすると、月つきを破は壊かいするエネルギーは、浮ふ遊ゆう大たい陸りくを破は壊かいするエネルギーの66倍ばいである。つまり、かめはめ波はのエネルギーは波は動どう砲ほうの66倍ばい。この比ひ較かくにおいては、かめはめ波はの大だい圧あっ勝しょう！　残ざん念ねんだったねえ、ヤマトの諸しょ君くん！




◆どんなふうに壊こわしたか？

　デスラー総そう統とうならこの時じ点てんでヤマトの負まけを宣せん告こくするだろうが、簡かん単たんに諦あきらめないのがヤマトの立りっ派ぱなところ。筆ひっ者しゃもそれに倣ならって、両りょう作さく品ひんをさらに細こまかく見みていくと、おお、ヤマト逆ぎゃく転てんの可か能のう性せいが出でてきましたぞ！

『ドラゴンボール』では、亀かめ仙せん人にんが月つきを壊こわした12年ねん後ごに、なんと今こん度どはピッコロが月つきを破は壊かいしている。月つきは亀かめ仙せん人にんが壊こわしたはずでは!?　とびっくりするが、これは科か学がく的てきにもあり得うる話はなしだ。12年ねんのあいだに、飛とび散ちった月つきの破は片へんが互たがいの重じゅう力りょくで寄より集あつまって、再ふたたび月つきに戻もどっていたのではないだろうか。

　一いっ方ぽう、『ヤマト』の浮ふ遊ゆう大たい陸りく破は壊かいシーンでは、初はじめ大おおきく砕くだけた破は片へんが、だんだん細こまかく砕くだけ、最さい後ごには赤せき熱ねつして消きえている。これを見みる限かぎり、波は動どう砲ほうは浮ふ遊ゆう大たい陸りくを打うち砕くだき、破は片へんを飛とび散ちらせただけではない。砕くだかれた浮ふ遊ゆう大たい陸りくを溶よう融ゆうし、蒸じょう発はつさせた模も様ようなのだ！

　岩がん石せきを蒸じょう発はつさせるには、破は壊かいするよりはるかに大おおきなエネルギーが必ひつ要ようだ。すると、波は動どう砲ほうの威い力りょくは、これまで考かんがえてきたレベルでは済すまないことになる。

　月つきの破は壊かいと浮ふ遊ゆう大たい陸りくの蒸じょう発はつ、それぞれに必ひつ要ようなエネルギーを算さん出しゅつし、科か学がくで使つかうエネルギーの単たん位い「ジュール」で表あらわしてみると、次つぎのようになる。


かめはめ波は　１２００００００００００００００００００００００００００００ジュール

波は動どう砲ほう　　　３０００００００００００００００００００００００００００００ジュール



　前ぜん者しゃが全ぜん世せ界かいで消しょう費ひされるエネルギーの２億おく６千せん万まん年ねん分ぶん、後こう者しゃが６億おく６千せん万まん年ねん分ぶん。なんと、波は動どう砲ほうの威い力りょくがかめはめ波はを２・５倍ばいも上うわ回まわるという計けい算さんに！




◆意い外がいなところで勝しょう敗はいが！

　と、ここまで威い力りょくを比くらべてきたが、数すう字じが突とっ飛ぴすぎて、なんだかワケがわからなくなってきた。１隻せきの宇う宙ちゅう戦せん艦かんや１人ひとりの人にん間げんが放はなつエネルギーとしてはあまりに大おおきすぎるのだ。ヤマトや亀かめ仙せん人にんは、この決きめワザを使つかいこなせるのだろうか。

　銃じゅうを撃うてば反はん動どうがあるように、何なにかを発はっ射しゃすると、反はん作さ用ようが返かえってくる。最さい初しょにも述のべたが、かめはめ波はや波は動どう砲ほうが何なんの「波なみ」かはわからない。だが、ナニモノかを発はっ射しゃしたときに、反はん作さ用ようがもっとも小ちいさくて済すむのは、光ひかりを放はなつ場ば合あいだ。ここでは反はん作さ用ようの最さい小しょう値ちを求もとめる意い味みで、波は動どう砲ほうとかめはめ波はを光ひかりに置おき換かえて考かんがえよう。

　亀かめ仙せん人にんは、かめはめ波は最大出力マックスパワーを出だす直ちょく前ぜん、突とつ如じょとして筋きん肉にくモリモリになっていた。このとき彼かれの体たい重じゅうが１００㎏だったとすれば、この体からだで全ぜん世せ界かい２億おく６千せん万まん年ねん分ぶんのエネルギーを放はなつと、その反はん作さ用ようで自じ分ぶんは光こう速そくの99・９９９９９９９９９９９９９９９９９９７％で後うしろへぶっ飛とぶ！

　対たいするヤマトの重じゅう量りょうは、６万まん２千せんｔ。この宇う宙ちゅう戦せん艦かんが全ぜん世せ界かい６億おく６千せん万まん年ねん分ぶんのエネルギーを放はなったとき、反はん作さ用ようで飛とばされる速そく度どは、光こう速そくの99・９９９９９９９８％。当とう然ぜんだが、重じゅう量りょうの軽かるい亀かめ仙せん人にんのほうが激はげしい勢いきおいでぶっ飛とばされるのだ。

　そして、彼かれらが元もとの場ば所しょに戻もどってくる方ほう法ほうはただ一ひとつ。一いっ刻こくも早はやく反はん対たい側がわに向むかって同おなじエネルギーを放はなつしかない！

　亀かめ仙せん人にんが、かめはめ波はを撃うったらすぐさま反はん対たい側がわにかめはめ波はを撃うってまず停てい止しし、もう１発ぱつ同おなじ方ほう向こうに撃うって元もとの場ば所しょに戻もどり、さらに反はん対たい側がわ＝初はじめに撃うったのと同おなじ方ほう向こうへ１発ぱつ撃うって停てい止しする。つまり、１発ぱつのかめはめ波はを撃うったら、余よ計けいにあと３発ぱつ撃うたねばならない。あまりにも大おおきなエネルギーをぶっ放ぱなすと、後あとの対たい応おうが大たい変へんなのだ。

　ところが、ヤマトの波は動どう砲ほうは連れん射しゃができないという設せっ定ていである。最さい初しょの１発ぱつを撃うったら、かなりの時じ間かん、後うしろ向むきに飛とびっ放ぱなしになってしまう。

　う〜む。撃うった後あとのことまで考かんがえれば、かめはめ波はのほうが優すぐれた決きめワザと言いえるかもしれませんなあ。ちょっと意い外がいな理り由ゆうですが。
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　空くう中ちゅうに巨きょ大だいな手てが現あらわれたり、足あしから炎ほのおが上あがったり、グラウンドからペンギンが出でてきたり！　知しらない人ひとにはまるで意い味み不ふ明めいだろうけど、どれも『イナズマイレブン』の世せ界かいで、中ちゅう学がくサッカーの試し合あい中ちゅうに起おこっている現げん象しょうだ。作さく品ひんにつけられた「超ちょう次じ元げんサッカー」という異い名みょうは、ダテではない！

　気きになる必ひっ殺さつ技わざはたくさんあるが、ひときわ異い彩さいを放はなっているのが「ゴールずらし」である。敵てきがシュートを打うつと、キーパーがゴールに横よこから全ぜん力りょくで体たい当あたりして、ゴールを動うごかす。ゴールがなくなったため、ボールはむなしく飛とんでいき、シュートは失しっ敗ぱい……。

　こ、これはズルくないか!?

　通つう常じょうのサッカーなら、レッドカード間ま違ちがいナシだろう。しかし、体たい当あたりしてゴールをずらすなど、そう簡かん単たんにできることではない。本ほん稿こうではこのすごい力ちから技わざに敬けい意いを表ひょうして、どうすればこれが実じつ現げんできるか、科か学がく的てきに考かんがえてみるぞ。




◆ゴールキーパーは適てき役やくか？

　サッカーにおいてゴールをずらすなど、あってはならないことだ。

　競きょう技ぎ規き則そくの第だい１条じょうに「ゴールはグラウンドに確かく実じつに固こ定ていしなければならない」とあるし、転てん倒とう事じ故こなどを防ふせぐために、後こう部ぶフレームの上うえにおもりを載のせたり、地ち中ちゅう深ふかく杭くいを打うち込こむなどの防ぼう止し策さくが施ほどこされている。

　そこまでガッチリ固こ定ていされていたら、人ひとがぶつかったぐらいでは、とてもゴールは動うごかないだろう。すると、ゴールずらしが平へい然ぜんと行おこなわれる劇げき中ちゅうの人ひと々びとは安あん全ぜんに配はい慮りょしているんでしょうな！　という問もん題だいをキビシク追つい及きゅうしたくなるが、いま考かんがえるべきはそこではない。ゴールずらしは、どこまで実じっ行こう可か能のうな技わざなのか、だ。

『イナズマイレブン』は、ゲームとして誕たん生じょうし、アニメにもなった作さく品ひんなので、この技わざも両りょう方ほうに登とう場じょうする。だが、それぞれのゴールずらしは、少すこし違ちがっている。

　まずはアニメ版ばんを考かんがえてみよう。こちらのほうが現げん実じつ的てきだからだ。

　アニメの劇げき中ちゅう、これを得とく意いとするのは、秋しゅう葉よう名めい戸と中ちゅう学がくのゴールキーパー・相あい戸ど留る捜そうだ。身しん長ちょうはそれほど高たかくなく、小こ太ぶとりで、体たい重じゅうは70㎏くらいありそうに見みえる。

　一いっ方ぽう、サッカーゴールの重おもさは１７０㎏ほど。つまり相あい戸ど留るは、自じ分ぶんの体たい重じゅうの２・４倍ばいも重おもいものを体たい当あたりで動うごかしていることになる。さっき「現げん実じつ的てき」と書かいたばかりだけど、それはゲーム版ばんと比くらべれば、の話はなし。とても現げん実じつ的てきとは思おもえませんなあ。

　この重おもいゴールに相あい戸ど留るは至し近きん距きょ離りから体からだをぶつけて、ゴールの横よこ幅はばぐらいの距きょ離りを真ま横よこに移い動どうさせた。この現げん象しょうを科か学がく的てきに表ひょう現げんすると、「人にん間げんがぶつかることによって滑すべり始はじめたゴールが、地じ面めんとの摩ま擦さつ力りょくでブレーキを受うけ、横よこ幅はばの分ぶんだけ動うごいたところで静せい止しした」となる。サッカーゴールの横よこ幅はばは７ｍ32㎝。計けい算さんすると、ゴールは時じ速そく22㎞で滑すべり始はじめたことになる。

　時じ速そく22㎞とは人にん間げんが走はしるくらいの速そく度どであり、サッカーのゴールがこんなスピードで動うごいたとは驚おどろきだ。当とう然ぜん、相あい戸ど留るがぶつかったスピードも、相そう当とうだったはず。

　アニメでは、相あい戸ど留るはぶつかった勢いきおいと同おなじくらいの勢いきおいで、真ま後うしろに弾はじき飛とばされていた。人にん間げんが自じ分ぶんから鉄てつの柱はしらにぶつかっても、そこまで跳はね返かえされることはなく、こんな現げん象しょうが起おこるのは、たとえばスーパーボールを壁かべにぶつけたときくらいだろう。コイツ、どんな体からだなの!?　と驚おどろきながらも計けい算さんすると、相あい戸ど留るの跳はね返かえり具ぐ合あいがスーパーボールと同おなじだった場ば合あい、相あい戸ど留るの激げき突とつ速そく度どは時じ速そく40㎞。これは速はやい！

　この速そく度どで走はしった場ば合あいの１００ｍ走そうのタイムは、９秒びょう０８だ。ウサイン・ボルトが持もつ世せ界かい記き録ろくは９秒びょう５８だから、それを上うわ回まわる。こんな俊しゅん足そくの選せん手しゅをゴールキーパーに据すえるとは、秋しゅう葉よう名めい戸と中ちゅう学がくも変かわった人じん員いん配はい置ちをしますなあ。

　しかし、筆ひっ者しゃは心しん配ぱいである。ゴールが動うごく速そく度どは、前ぜん述じゅつのように時じ速そく22㎞という計けい算さんになった。これに対たいして、サッカーのシュートは時じ速そく１００㎞を超こえる。相あい戸ど留るのゴールずらしは、シュートを防ふせぐことができるのか？

　Ｊジェイリーガーのシュートは、時じ速そく１３０㎞ぐらいだという。「超ちょう次じ元げんサッカー」を謳うたう『イナイレ』だから、その世せ界かいでは、中ちゅう学がく生せいでも同おなじぐらいのシュートが打うてると考かんがえよう。時じ速そく１３０㎞のシュートは、ペナルティ・マークから11ｍ離はなれたゴールの真まん中なか目めがけて放はなたれたとき、０・３秒びょうでネットに突つき刺ささる。

　相あい戸ど留るがこれを防ふせぐには、０・３秒びょう以い内ないにゴールを横よこ幅はばの半はん分ぶん以い上じょう動うごかさねばならない。これにかかる時じ間かんを計けい算さんしてみると、ああっ、０・３６秒びょう！　間まに合あわない！

　なんとまあ、超ちょう人じん的てきな脚きゃく力りょくを駆く使しした技わざなのに、あまりに残ざん念ねん……。




◆さらにすごいゲーム版ばん！

　では、ゲーム版ばんのゴールずらしは、シュートを防ふせげるのか？

　こちらはアニメ版ばんよりもハデで、ゴールをコートの外そとまでぶっ飛とばす！　ここまでやれば、さすがに期き待たいできそうだが。

　まず、ゴールをコートの外そとに出だすには、どれほど飛とばせばいいのか。ゴールはコートの中ちゅう央おうにあるが、コートの横よこ幅はばの半はん分ぶんでは足たりない。それだけでは、ゴールの半はん分ぶんがコートのなかに残のこってしまうからだ。完かん全ぜんに外そとに出だすには「コートの横よこ幅はばの半はん分ぶん＋ゴールの横よこ幅はばの半はん分ぶん」を飛とばす必ひつ要ようがある。

　雷らい門もんvs秋しゅう葉よう名めい戸との試し合あいが、国こく際さい試じ合あいと同おなじコートで行おこなわれたとすると、コートの横よこ幅はばは68ｍ。サッカーゴールの横よこ幅はばは７ｍ32㎝だから、１７０㎏の物ぶっ体たいを37ｍ66㎝も飛とばすことになる。

　こんな偉い業ぎょうをやってのける相あい戸ど留るは、どんなスピードでゴールにぶつかっているのだろう。ゲームの画が面めんで確かく認にんすると、ゴールは地じ面めんに対たいして20度どぐらいの角かく度どで飛とび出だしている。この角かく度どで物ぶっ体たいを37ｍ66㎝飛とばすには、時じ速そく86㎞という猛もうスピードで打うち出だす必ひつ要ようがある。

　相あい戸ど留るがぶつかった速そく度どは、さらに速はやかったはずだ。ゲームでは、ゴールにぶつかった相あい戸ど留るは、その場ばに着ちゃく地ちしている。これは体からだに弾だん力りょく性せいがほとんどないということだから、自じ分ぶんがぶつかる勢いきおいだけで飛とばすことになる。

　その場ば合あい、相あい戸ど留るに要よう求きゅうされる速そく度どは時じ速そく２１０㎞！　アニメ版ばんの５倍ばい強きょうだ。もはや開あいた口くちがふさがらない速はやさだが、彼かれがここまで速はやく走はしれるとなると、筆ひっ者しゃは不ふ思し議ぎでたまらない。こんな超ちょう俊しゅん足そくのキーパーが、ゴールを動うごかす必ひつ要ようがあるのかいな？

　前ぜん述じゅつのアニメ版ばんと同おなじ条じょう件けんで考かんがえよう。ペナルティ・マークから、ゴールの真まん中なかへ打うたれた時じ速そく１３０㎞のシュートは、０・３秒びょう後ごにネットを揺ゆらす。ここまでは、アニメ版ばんと同おなじだ。違ちがうのは、ゴールが地じ面めんから20度どの角かく度どで、時じ速そく86㎞で飛とぶこと。これが横よこ幅はばの半はん分ぶんを動うごく時じ間かんは、０・１６秒びょうだ。おおっ、確たしかにこれなら、ゴールを防ふせげる。

　だが、ゴールにぶつかる直ちょく前ぜん、相あい戸ど留るは時じ速そく２１０㎞で走はしってきており、すでにゴールの端はしに達たっしているはずだ。だったら、ぶつからずにそのまま走はしれば、ボールが飛とんでくる地ち点てんまで０・０６３秒びょう。普ふ通つうにボールを取とりにいったほうが早はやいじゃん！

　うむむ、ゴールずらしができるキーパーは、ゴールずらしをしないほうが有ゆう利りということか。超ちょう次じ元げんサッカーは奥おくが深ふかい。
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　つばさ文ぶん庫この読どく者しゃの皆みなさんは、宝たから船ぶねを知しってますか？

　宝たから船ぶねとは、米こめ俵だわらや金きん銀ぎん財ざい宝ほうといっしょに「七しち福ふく神じん」という７人にんの神かみさまが乗のった帆ほ掛かけ舟ぶねのこと。これを描えがいた絵えは、誰だれもが一いち度どは見みたことがあるのではないだろうか。

　昔むかしから「大おお晦みそ日かに、七しち福ふく神じんが乗のった宝たから船ぶねの絵えを枕まくらの下したに敷しいて寝ねれば、神かみさまたちが宝たから物ものを運はこんでくる夢ゆめを見みて、幸しあわせな一いち年ねんになる」といわれている。とても縁えん起ぎのよいものなのだ。

　その絵えだが、タイトル下したのイラストのように、宝たから船ぶねを正しょう面めんから描えがいたものがいちばんポピュラーだ。この構こう図ずでは、七しち福ふく神じんは押おし合あいへしあいしながらも、全ぜん員いんがこちらに顔かおを向むけている。実じつに窮きゅう屈くつそうであり、両りょう端はじの２人ふたりなど今いまにも船ふねから落おちそうになっていたりする。

　これは、妙みょうな乗のり方かたではないだろうか。

　船ふねというものは通つう常じょう、前ぜん後ごに長ながく、左さ右ゆうには狭せまい。それなのになぜ、狭せまい左さ右ゆうに広ひろがるのか、七しち福ふく神じんの皆みなさん!?　そんな変へんな乗のり方かたをすると、いったいどうなってしまうのか？　本ほん稿こうでは、このめでたい絵えについて、科か学がく的てきにキビシク考かんがえたい。




◆七しち福ふく神じんとは何なに者ものだろう？

　宝たから船ぶねに乗のっている七しち福ふく神じんとは、そもそもどういう神かみさまなのか？

　メンバーは、恵え比び寿す、大だい黒こく天てん、毘び沙しゃ門もん天てん、布ほ袋てい、福ふく禄ろく寿じゅ、寿じゅ老ろう人じん、弁べん財ざい天てんの７人にん。昔むかしから日に本ほんではおなじみの神かみさまばかりなので、この機き会かいに覚おぼえておきましょー。

　鯛たいを抱だいているのが、恵え比び寿す。このヒトは、都と会かいでは「商あきないの神かみさま」、農のう村そんでは「田たんぼの神かみさま」、漁ぎょ村そんでは「豊ほう漁りょうの神かみさま」とされている。様さま々ざまな人ひとの願ねがいをかなえてくれる、まことに行いき届とどいた神かみさまなのだ。

　大だい黒こく天てんは、もともとインドの神かみさまである。打うち出での小こ槌づちと袋ふくろを持もち、下しも膨ぶくれの顔かおで笑わらっている。外がい見けんは穏おだやかだが、本ほん来らいは戦せん闘とうの神かみさまだという。神かみは見みかけによりませんなあ。

　毘び沙しゃ門もん天てんもインドの神かみさま。ヒゲだらけのいかつい顔かおで、北きたの方ほう角がくと財ざい宝ほう富ふう貴きと仏ぶっ法ぽうを守まもるため、左さ右ゆうの足あしで鬼おにを１匹ぴきずつ踏ふみしめているという。ぎょぎょ。宝たから船ぶねに乗のっているときもこれをやっているとすれば、福ふく々ぶくしく笑わらう神かみさまたちの足あし元もとで、２匹ひきの鬼おにが苦くるしんでいることに……。

　お腹なかの大おおきな布ほ袋ていは、なんと実じつ在ざいの人じん物ぶつ。９１７年ねんに亡なくなった中ちゅう国ごくのお坊ぼうさんで、いつも笑え顔がおを絶たやさずに人ひと々びとに接せっしていたため、生いきていたときから「弥み勒ろく菩ぼ薩さつの化け身しん」と敬うやまわれていたという。現げん在ざいでは「夫ふう婦ふ円えん満まんの神かみさま」とも言いわれている。

　頭あたまが長ながい福ふく禄ろく寿じゅは、中ちゅう国ごくで古ふるくから信しんじられている道どう教きょうで重じゅう要よう視しされる「幸こう福ふく」と「富ふう貴き」と「長ちょう寿じゅ」の３つが人にん間げんの姿すがたになった神かみさま。実じつ在ざいした布ほ袋ていとは対たい照しょう的てきに、抽ちゅう象しょう概がい念ねんが神かみさまになっているわけですな。

　頭ず巾きんをかぶった寿じゅ老ろう人じんは、長ちょう寿じゅの神かみさま。広こう辞じ苑えんによれば、この人ひとも実じつ在ざいの人じん物ぶつ。11世せい紀き末まつの中ちゅう国ごく人じんで、いつもシカを連つれていたらしい。ということは、ただでさえギュウギュウ詰づめの宝たから船ぶねにも、シカを乗のせているのかなあ？

　紅こう一いっ点てんの弁べん財ざい天てんもインド出しゅっ身しん。音おん楽がく、言げん語ご、才さい知ちの神かみ様さま。才さい媛えんなんだなあ。

　というわけで、七しち福ふく神じんを分ぶん類るいするならば、インド出しゅっ身しん３、中ちゅう国ごく出しゅっ身しん２、抽ちゅう象しょう概がい念ねん１。生きっ粋すいの日に本ほんの神かみさまは、恵え比び寿す１人ひとりだけ。なんとまあ、国こく際さい色しょく豊ゆたかな集しゅう団だんだったのである。




◆どっちにしても転てん覆ぷくする

　さて、この７人にんさまご一いっ行こうが船ふねに乗のっているのだが、甲かん板ぱんの横よこいっぱいに広ひろがるのはいかがなものか。前ぜん後ごは広ひろ々びろと空あいているだろうに……。

　その謎なぞを解とくためにネットを引ひいたところ、ややっ。宝たから船ぶねの絵えにはもう一ひとつ、船ふねが横よこ向むきに描えがかれたバージョンもあるではないか。この場ば合あいの七しち福ふく神じんは、船ふねの前ぜん後ごに広ひろがって乗のっており、まことに合ごう理り的てきだ。

　いや待まて。何なにが合ごう理り的てきなものか。どの方ほう向こうから描えがかれた絵えでも、７人にんは帆ほの前まえに並ならんでいる。帆ほ柱ばしらというものは、船ふねの真まん中なかに立たっているから、横よこ向むきの宝たから船ぶねの絵えでは、七しち福ふく神じん全ぜん員いんが船ふねの左さ右ゆうどちらかの側がわに集しゅう中ちゅうしているわけだ。

　もちろん偏かたよりがあるのは、正しょう面めん向むきの絵えでも同おなじ。７人にん全ぜん員いんが船ふねの前ぜん半はんに集しゅう中ちゅうして乗のっているのである。前まえ向むき、横よこ向むき、どっちにしても船ふねが転てん覆ぷくする危き険けんがあるということだ！　お正しょう月がつから、縁えん起ぎでもない！

　また、船ふねが横よこ向むきバージョンの絵えをよく見みると、船ふねは横よこ向むきなのに、帆ほは決きまって正しょう面めんから描えがかれている。これは、帆ほが船ふねに対たいして横よこを向むいているということだ。帆ほ掛かけ舟ぶねは、横よこからの風かぜも、斜ななめ前ぜん方ぽうからの風かぜも、前ぜん進しんするのに利り用ようできるが、それらが生うみ出だす前ぜん進しん力りょくは、真ま後うしろからの風かぜに及およばない。つまりこの船ふねは「順じゅん風ぷう満まん帆ぱん」とか「追風おいてに帆ほかけてシュラシュシュシュ」などと喜よろこばれる状じょう態たいとは程ほど遠とおいということだ。なんだかこの縁えん起ぎ物もの、やたら縁えん起ぎがよろしくないな〜。
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◆神かみさまの命いのち綱づなは金きん銀ぎん財ざい宝ほう!?

　縁えん起ぎの問もん題だいはさておき、現げん状じょうの乗のり方かたでは転てん覆ぷくの危き機き。だが、ボクらの七しち福ふく神じんがそんな間まの抜ぬけたことをするだろうか？

　冷れい静せいに考かんがえてみると、悲ひ劇げきは避さけられそうである。なぜなら、船ふねに乗のっているのは七しち福ふく神じん。この神かみさまたちは人ひと々びとの願ねがいを聞きき届とどけ、豊ゆたかな実みのりや富とみを授さずけるために、この船ふねで人にん間げんの世せ界かいへ向むかっている最さい中ちゅうなのだろう。

　すると、船ふねには米こめ俵だわらや金きん銀ぎん財ざい宝ほうがどっちゃり積つんであったはず。どちらの絵えでも、帆ほの反はん対たい側がわにこれらを載のせてバランスを取とっていたのではないか？

　だとすれば、とんでもない量りょうの宝たから物ものが積せき載さいされていたと思おもわれる。７人にんの平へい均きん体たい重じゅうを60㎏とすると合ごう計けい４２０㎏。これでバランスが取とれているとしたら米こめ俵だわらと金きん銀ぎん財ざい宝ほうも４２０㎏だったに違ちがいない。その半はん分ぶんが米こめ俵だわらで、残のこりの10分ぶんの１＝21㎏を金きんが占しめていたと仮か定ていしよう。現げん在ざい、金きんは１ｇあたり４６００円えん前ぜん後ご。すると金きんだけで９６００万まん円えん。すべて合あわせれば、間ま違ちがいなく１億おく円えんを超こえる！　おお、これがホントの宝たから船ぶね！

　心しん配ぱいなのは、人ひと々びとに宝たからをあげた帰かえり道みちだ。荷に物もつを降おろし、七しち福ふく神じんだけになっても来くるときと同おなじ乗のり方かたをしていたら、宝たから船ぶねはやっぱり転てん覆ぷくしてしまう可か能のう性せいが大だい！

　帰かえりはぜひとも３人にんないし４人にんが帆ほの向むこう側がわに乗のり、外がい観かん上じょうは四し福ふく神じんもしくは三さん福ふく神じんとなって、安あん全ぜんにお帰かえりください〜。
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　カエルが空あき地ちで「ゲロゲロゲッゲッ」と鳴ないていた。

　そこへ走はしってきた中ちゅう学がく生せいのひろしが、石いしにつまずいた。カエルに気きづいたひろしは「どけどけっ」と叫さけぶ。カエルも驚おどろいて飛とび上あがる。だが間まに合あわず、ひろしはカエルの上うえに倒たおれてしまう。

　体からだの重おもみで圧あっ殺さつしてしまった……と思おもいきや、どっこいカエルはシャツに貼はりついたまま、平へい面めんガエルとなって生いきていた！

　１９７０年ねんに「週しゅう刊かん少しょう年ねんジャンプ」に掲けい載さいされた『ど根こん性じょうガエル』の冒ぼう頭とうシーンである。ここから始はじまったこの作さく品ひんは、テレビアニメ化かされ、ピョン吉きちＴシャツが根ね強づよく売うれ、胃い腸ちょう薬やくのＣシーＭエムに起き用ようされ、２０１５年ねんにはついに実じっ写しゃドラマにもなった。発はっ表ぴょうから45年ねんも経たつのに、ピョン吉きち並なみの生せい命めい力りょくですなあ。

　本ほん稿こうでは、あまりにも有ゆう名めいな平へい面めんガエル・ピョン吉きちの謎なぞについて考かんがえたい。




◆なぜ生いきてるのだろう？

　ピョン吉きちについての最さい大だいの謎なぞは、なぜ平へい面めんガエルになっても生いきていられるのか、ということだろう。これは筆ひっ者しゃも、とっても疑ぎ問もんに思おもう。

　生せい物ぶつは、ぺちゃんこに潰つぶされると、普ふ通つうは死しぬ。圧あっ迫ぱくされることで細さい胞ぼう膜まくが破やぶれ、細さい胞ぼうの中なか身みが流ながれ出だしてしまうからだ。仮かりに、ピョン吉きちの細さい胞ぼうがモノスゴク伸のび縮ちぢみし、破やぶれなかったとしても、食しょく道どうも胃いも腸ちょうも平たいらになったら、何なにかを食たべることもできない。必ひつ要ような栄えい養ようが摂とれずに、やがて死しんでしまうだろう。

　それでもど根こん性じょうで考かんがえるなら（あっ。「ど根こん性じょうガエル」と「ど根こん性じょうで考かんがえる」は似にている！）、たとえばこういう推すい論ろんはどうだろう。

　カエルは両りょう生せい類るいで、その仲なか間まにイモリがいる。イモリの再さい生せい能のう力りょくは素す晴ばらしく、足あしを切きられてもまた生はえてくる。このとき傷きず口ぐちは、骨ほねや筋きん肉にくや皮ひ膚ふに分わかれる前まえの細さい胞ぼうの塊かたまりになる。これを「脱だつ分ぶん化か」といい、そこから新あたらしい骨ほねや筋きん肉にくが作つくられるのだ。

　ピョン吉きちも、イモリと同おなじ両りょう生せい類るい。潰つぶされた全ぜん身しんの細さい胞ぼうが脱だつ分ぶん化かして、まったく新あたらしい生せい命めい体たいとして生うまれ変かわった……とか。

　すいません。あり得えないなーと思おもいながら書かいています。両りょう生せい類るいのなかでも、強つよい再さい生せい能のう力りょくを持もつのは、イモリなど成せい体たいになっても尻しっ尾ぽのあるものだけで、カエルにそこまでの再さい生せい能のう力りょくはない。また、イモリの足あしも再さい生せいには数すうヵ月げつかかるからだ。いくらなんでも、ひろしの母かあちゃんが、潰つぶれたカエルの細さい胞ぼうを、そんなに長ながく息むす子このシャツに付ふ着ちゃくさせたままにはしないだろう。

　しかもこのカエル、潰つぶされる前まえは「ゲロゲロッ」と普ふ通つうに鳴ないていたのに、いまや日に本ほん語ごを流りゅう暢ちょうに話はなす！　子こどもが川かわで溺おぼれていると、シャツを着きたひろしごと飛とび込こみ、命いのちを救すくう！　平へい面めんガエルになっただけではなく、知ち力りょくと体たい力りょくを増ぞう強きょうさせてよみがえっているのだ。

　う〜ん、こうなるともう科か学がくの力ちからでは解かい決けつできないなあ。

　だが、作さく品ひんと主しゅ題だい歌かは明めい確かくに答こたえているではないか。根こん性じょう、根こん性じょう、ど根こん性じょう！　ピョン吉きちは、根こん性じょうがあったから圧あっ死ししなかったし、根こん性じょうがあったから、人にん間げん社しゃ会かいでも逞たくましく生いきていくことができた──ということなのだ、たぶん。




◆科か学がく的てきに正ただしい潰つぶされ方かたとは？

　むしろ、科か学がく的てきに気きになるのは、平へい面めんガエル・ピョン吉きちのあのスタイルは正ただしいのか、という問もん題だいである。

　真ま正しょう面めんを向むいて、カエル座ずわりをしているピョン吉きち。おなじみのカッコウだが、どんなふうに押おし潰つぶしたら、カエルはあんな姿すがたで貼はりつくのだろうか。

　カエルというものは、目めは背せ中なかと同おなじ側がわにある。そんな構こう造ぞうのカエルが押おし潰つぶされると、どうなるか？　可か能のう性せいは２つある。


①背せ中なかから押おし潰つぶされたとしたら、同おなじ側がわにある目めも、シャツと体からだの接せっ着ちゃく面めんに埋うもれてしまう。つまり、正しょう面めんから見みえるのは、あごから下したとお腹なかだけ……！

②お腹なかの側がわから潰つぶされたら、正しょう面めんから見みえる部ぶ分ぶんのほとんどは背せ中なか。その上うえのほうに目めがついている姿すがたになるはずだ。



　普ふ通つうに潰つぶされると、このどちらかになるだろう。だが、われらのピョン吉きちは、お腹なかも顔かおも正しょう面めんを向むいている。どうすればこんな配はい置ちになるのだろうか？

　考かんがえられるのは、潰つぶされそうになったピョン吉きちが、驚おどろいて飛とび上あがった瞬しゅん間かんに、逆さか立だち状じょう態たいとなって、そのままお尻しりから顔かおに向むかって圧あっ潰かいされたときだけだ。

　つまり体からだは、縦たて向むきに潰つぶされた……？

　カエルの潰つぶされ方かたとしては、きわめて珍めずらしい。でも、そうでなければ、おなじみのピョン吉きちスタイルにはならないのだ。

　脊せき椎つい動どう物ぶつが背せ骨ぼねをタテに潰つぶされたら、普ふ通つうなら絶ぜっ対たいにオダブツだろう。これで死しななかったピョン吉きちのど根こん性じょうには、もう敬けい服ふくするしかない。
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◆アタマだけが大おおきすぎる！

　さらに驚おどろくのは、ピョン吉きちの顔がん面めんと体からだのバランスだ。体からだに比くらべると、頭とう部ぶだけが極きょく端たんに大おおきくないだろうか。

　マンガのコマで測はかると、肩かたから足あしまでの長ながさが８・５㎝なのに対たいして、頭とう部ぶの長ながさは28・５㎝もある。体からだの３倍ばいを超こえる異い様ようなデカ頭あたまだ。

　生せい物ぶつの体からだはほとんど水みずでできているから、細さい胞ぼう膜まくが破やぶれて内ない容よう物ぶつが流りゅう出しゅつしない限かぎり、押おし潰つぶされても体たい積せきは変へん化かしないはずである。面めん積せきがこれほど大おおきく広ひろがったからには、厚あつみは極きわめて薄うすくなったということだ。

　百ひゃっ科か事じ典てんの挿さし絵えでトノサマガエルの体からだの大おおきさを測はかると、頭とう部ぶ（骨こっ格かく図ずと比ひ較かくして、頭ず蓋がい骨こつがある部ぶ分ぶん）の前ぜん後ごの長ながさは２㎝、上じょう下げの厚あつみも２㎝であった。これが28・５㎝になったということは、顔がん面めんの上じょう下げは14倍ばいに巨きょ大だい化かし、面めん積せきは１９６倍ばいに広ひろがった計けい算さんになる。

　その分ぶん、厚あつみは１９６分ぶんの１になったはずだ。これは０・１㎜。おお、コピー用よう紙し１枚まいの厚あつさと同おなじであり、なるほどシャツに貼はりついて暮くらすには、このくらいの薄うすさになる必ひつ要ようがあるだろう。つまり、長ながさ28・５㎝という巨きょ顔がんはナットクできる。

　が、それは顔かおだけの話はなし。顔かおの大おおきさと厚あつみが科か学がく的てきに正ただしいとしたら、胴どう体たいはどうなる？　顔かおの３分ぶんの１以い下かの大おおきさ、というのは適てき切せつなのだろうか？

　前ぜん掲けいの百ひゃっ科か事じ典てんで計けい測そくすると、トノサマガエルの肩かたから足あしまでの高たかさは３・５㎝、胴どう体たいの厚あつみは５㎝である。

　ピョン吉きちの肩かたから足あしまでは８・５㎝だから、平へい面めんガエルになっても２・４倍ばいに伸のびたに過すぎず、すると胴どう体たいの厚あつみは６分ぶんの１になる。５㎝の６分ぶんの１とは、８・５㎜。これ、かなりブ厚あつくないか。顔かおは厚あつさ０・１㎜のほぼ平へい面めんなのに、体からだは厚あつさ８・５㎜もの立りっ派ぱな立りっ体たいという、ヒジョ〜に気き色しょく悪わるい平へい面めん立りっ体たい混こん合ごうガエルだ。

　筆ひっ者しゃとしては、胴どう体たいの厚あつみも顔かおと同おなじように、０・１㎜になっていただきたい。その場ば合あい、もともとの胴どう体たいの厚あつさは５㎝なので、圧あっ縮しゅく率りつは５００分ぶんの１。すると、胴どう体たいの面めん積せきは５００倍ばいに広ひろがる。そのときの肩かたから足あしまでの長ながさを計けい算さんすると、78・３㎝となる。

　これに頭とう部ぶの長ながさ28・５㎝を加くわえると、正ただしい平へい面めんガエルの身しん長ちょうは、なんと１ｍ７㎝！　デカイ！　いくらなんでもＴシャツに収おさまるサイズではない。

　科か学がく的てきに考かんがえると、平へい面めんガエルの見みた目めにかわいい潰つぶされ方かたも、なかなか至し難なん。さまざまな意い味みで、ピョン吉きちは奇き跡せきのカエルなのであった。
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「週しゅう刊かん少しょう年ねんジャンプ」で連れん載さいしている『僕ぼくのヒーローアカデミア』が、実じつに楽たのしい。

　ヘンテコな人ひと々びとが次つぎ々つぎに出でてくるが、誰だれもがそれぞれの能のう力りょくを活いかしたナットクの活かつ躍やくを見みせるのだ。

　この作さく品ひん世せ界かいでは、全ぜん人じん口こうの８割わりが超ちょう能のう力りょくを持もっている。その多た様ような能のう力りょくは「個こ性せい」と呼よばれ、強つよい個こ性せいを持もつ人ひとたちはヒーローとして戦たたかう。

　主しゅ人じん公こうの緑みどり谷や出いず久くは、生うまれつき「無む個こ性せい」だったが、ヒーロー・オールマイトから体たい力りょくを増ぞう強きょうする個こ性せい「ワン・フォー・オール」を受うけ継つぎ、特とっ訓くんを積つんでヒーロー養よう成せい学がっ校こう・雄ゆう英えい高こう校こうに進しん学がくした。

　そんなで出いず久くの幼おさななじみで、雄ゆう英えい高こう校こうでもクラスメートになったのが、爆ばく豪ごう勝かつ己きである。自じ信しん家かの勝かつ己きは高こう校こうにも成せい績せきトップで合ごう格かくしたが、何なにかと出いず久くを見み下くだし、力ちからでねじ伏ふせようとする。

　そんな彼かれの個こ性せいは、手てのひらで爆ばく発はつを起おこすこと。その原げん理りは、作さく品ひん中ちゅうでこう説せつ明めいされている。

「掌てのひらの汗かん腺せんからニトロのような汗あせを出だし爆ばく発はつさせる」

　手てからニトロのような汗あせを！　すごい個こ性せいだが、人にん間げんにそんなことができたら、いったいどうなるのだろうか!?




◆ニトロとはどういうものか？

「ニトロのようなもの」とは、何なんなのか？　現げん実じつの世せ界かいのニトロとは、窒ちっ素そ１個こ、酸さん素そ２個こでできた原げん子し団だんのことだ。これを含ふくむ物ぶっ質しつは名な前まえに「ニトロ」がつき、爆ばく発はつする液えき体たいに、ニトログリセリン、ニトログリコール、ニトロメタンなどがある。

　特とくにニトログリセリンは敏びん感かんで、ちょっとした衝しょう撃げきで爆ばく発はつし、同おなじ重じゅう量りょう当あたり黒こく色しょく火か薬やくの７倍ばいのエネルギーを出だす。合ごう成せいに初はじめて成せい功こうしたイタリアの化か学がく者しゃ・ソブレロは、あまりに爆ばく発はつしやすいため、爆ばく薬やくとして使つかうことを諦あきらめた。これを珪けい藻そう土どにしみ込こませて安あん全ぜんなダイナマイトにしたのが、アルフレッド・ノーベルである。

　ただし、爆ばく豪ごうが手てのひらから出だすのは、あくまでも「ニトロのようなもの」と言いわれているから、それは現げん実じつのニトロではないのかもしれない。出だした汗あせを貯ちょ蔵ぞうしたり、それを容よう器きに入いれて手しゅ榴りゅう弾だんにすることもできるらしい。だが、そこを重じゅう視しすると科か学がく的てきに考かんがえることができないから、ここではニトログリセリンと仮か定ていして、話はなしを進すすめさせてください。すいません〜。

　さて、人にん間げんはそんなモノを汗かん腺せんから出だせるのか？

　ニトログリセリンは、グリセリンと呼よばれるアルコールの一いっ種しゅを、硝しょう酸さんと硫りゅう酸さんの混こん合ごう液えきに混まぜて作つくる。硝しょう酸さんに含ふくまれる窒ちっ素そと酸さん素そが、グリセリンに結むすびついて、ニトログリセリンになる。

　自し然ぜん界かいの生せい物ぶつがニトログリセリンを作つくることはないが、もし作つくるとしたら、汗かん腺せんの内ない部ぶで、同おなじ反はん応のうを起おこすしかないだろう。

　グリセリンは、体たい内ないの脂し肪ぼうに含ふくまれるが、硫りゅう酸さんと硝しょう酸さんは、金きん属ぞくを溶とかす物ぶっ質しつで、生せい物ぶつの組そ織しきを破は壊かいする。それに耐たえるとは、爆ばく豪ごうの汗かん腺せんもスゴイ個こ性せいを持もっているということだ！




◆どれほど汗あせを出だした？

　このニトログリセリンを使つかった爆ばく豪ごうの攻こう撃げきは、どれほどの威い力りょくがあるのだろうか。

　爆ばく豪ごうが、手てのひらから１ｇのニトログリセリンを出だしたと仮か定ていすると、爆ばく風ふうで１・１ｍ離はなれたガラス窓まどが割われる。

　当とう然ぜん、人にん間げんの鼓こ膜まくも破やぶれるだろう。また、半はん径けい２・７ｍ以い内ないの人ひとは、爆ばく音おんで失しっ神しんする！　幼おさない頃ころから何なんでも自じ分ぶんが１番ばんでないと気きが済すまない爆ばく豪ごうは、やたら爆ばく発はつを起おこして周しゅう囲いを威い嚇かくしていたが、どれほどの被ひ害がい者しゃが出でたことか……。

　しかも、爆ばく豪ごうが出だしたニトログリセリンの汗あせは、こんなレベルではなかったようだ。体たい力りょく測そく定ていの50ｍ走そうで、爆ばく豪ごうは手てのひらを後こう方ほうに向むけて爆ばく発はつさせ、その反はん作さ用ようを利り用ようして、４秒びょう１３の記き録ろくを出だしていた。自じ分ぶんだけロケットエンジンを使つかうようなもので、ずるい気きもするが、雄ゆう英えい高こう校こうの体たい力りょくテストは、個こ性せいの使し用ようがアリなのだ。

　爆ばく豪ごうは、中ちゅう学がくのとき個こ性せいを使つかわずに計はかった50ｍ走そうの記き録ろくは５秒びょう５８だったという。すると、爆ばく発はつでタイムを１・４５秒びょうも縮ちぢめたことになる。彼かれの体たい重じゅうを65㎏として計けい算さんすると、爆ばく発はつさせたニトログリセリンは１６０ｇ！

　さらに爆ばく豪ごうは、屋おく内ない対たい人じん戦せん闘とう訓くん練れんで大だい爆ばく発はつを起おこし、４階かいまでを破は壊かいした。これに使し用ようした量りょうは２・２㎏！　これほどのニトログリセリンを汗あせのように分ぶん泌ぴつしたとなると、あまりに汗あせっかきなヒトである。




◆こいつ、ヒーローになるしかない！

　気きになるのは、爆ばく発はつする汗あせをかく高こう１男だん子しが、つつがなく日にち常じょう生せい活かつを送おくれるのかどうか、という問もん題だいだ。

　救すくいは、ニトログリセリンを出だすのが手てのひらだけということ。汗あせには、体たい温おんを下さげるために出でるものと、緊きん張ちょうや恐きょう怖ふから出でるものがある。体たい温おんを下さげるための汗あせは、額ひたいから始はじまって、背せ中なか、胸むね、腕うで、脚あしと進すすんでいく。緊きん張ちょうなどから出でる汗あせは、手てのひら、足あしの裏うら、腋わきの下したと発はっ汗かんが進すすむ。

　つまり、全ぜん身しんからの汗あせは、体たい温おんの上じょう昇しょうに応おうじて無む意い識しきに流ながれるが、手てのひらからの汗あせは、精せい神しん状じょう態たいと関かん係けいがある。だからこそ、爆ばく豪ごうは手てのひらからの汗あせを自じ分ぶんの意い思しでコントロールできるのではないだろうか。

　もし全ぜん身しんから出でる汗あせもニトログリセリンだったら、まったくコントロールは利きかず、夏なつなど、やたらボンボン爆ばく発はつを起おこすお騒さわがせ野や郎ろうになっていた。

　だが、手てのひらからの汗あせにも、注ちゅう意いが必ひつ要ようだ。爆ばく豪ごうは緊きん張ちょうすると、手てのひらからニトログリセリンが出でる危き険けんがある。

　映えい画がやスポーツ観かん戦せんで、手てに汗あせ握にぎる展てん開かいになるとドカン！　就しゅう職しょくの面めん接せつでドバン！　外げ科か医いになろうものなら、手しゅ術じゅつ中ちゅうにドゴン！

　……なるほど、ヒーローになるしかない体たい質しつである。

　プライベートでも、危き険けんな場ば面めんがある。筆ひっ者しゃが手てのひらから汗あせをかくほど緊きん張ちょうしたのは、忘わすれもしない、初はじめてできた彼かの女じょと手てをつないだとき。彼かの女じょの美うつくしい手てを、汗あせでベタベタにしてしまった。爆ばく豪ごうの場ば合あい、同おなじように緊きん張ちょうしたら、彼かの女じょの美うつくしい手てがバラバラに……!?

　でもまあ、マンガを読よむ限かぎり、爆ばく豪ごうは彼かの女じょと手てをつないだぐらいで緊きん張ちょうするキャラではないから、それだけは安あん心しんかな。
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　ビックリして目めが飛とび出だす！　多おおくのマンガに、頻ひん繁ぱんに登とう場じょうするシーンである。

『妖よう怪かいウォッチ』でジバニャンたちがとんでもないことをすると、ケータの目めはハデに飛とび出だすし、『ONEワン PIECEピース』でルフィが天てん然ねんな発はつ言げんをすれば、麦むぎわら海かい賊ぞく団だんの目めがムリーンと飛とび出だす。『[image: ]ドクタースランプ』で、アラレちゃんがパンチで地ち球きゅうを割わったときは、スッパマンの目めが10㎝ぐらい飛とび出だした。

　筆ひっ者しゃが知しる限かぎり、最さい大だいに目めが飛とび出だしたのは、『ストップ!!ひばりくん！』の主しゅ人じん公こう・坂さか本もと耕こう作さくだ。彼かれがドキドキする夢ゆめから目め覚ざめると、目めの前まえにイカツイおっさんの顔かおが！　このとき耕こう作さくの目めは20㎝ほども飛とび出だした！

　不ふ思し議ぎでたまらない。あなたは、現げん実じつ世せ界かいで「ビックリして目めが飛とび出だした」という現げん象しょうを目もく撃げきしたことがありますか？

　もちろん、これがマンガの誇こ張ちょう表ひょう現げんであることは理り解かいしている。だが、たとえば「殴なぐられた人ひとが尻しりもちをつく」のが現げん実じつだとしたら、「何なんｍも吹ふっ飛とぶ」のがマンガの表ひょう現げんというものだろう。それとはちょっと違ちがうような気きがする。現げん実じつの世せ界かいで、いくら驚おどろいたとしても、目めが１㎜でも飛とび出だすことがあるだろうか？　本ほん稿こうでは、この不ふ思し議ぎなマンガ表ひょう現げんについて考かんがえよう。




◆本ほん当とうに飛とび出だしている？

「目めが飛とび出でる」という表ひょう現げんは、何なにもマンガの専せん売ばい特とっ許きょではない。『広こう辞じ苑えん』をひもとくと、「代だい価かがむやみに高たかく、ひどく驚おどろく」「激はげしく叱しかられたときの形けい容よう」とある。もともとわが国くにには「激はげしい精せい神しん的てき衝しょう撃げきを受うけると、目めは飛とび出だす」という共きょう通つう認にん識しきがあったように思おもわれる。

　そうした文ぶん化かのなかで、マンガでは多おおくの人ひと々びとの目めが飛とび出だしてきたわけだ。だが、ケータたちをよく観かん察さつすると、彼かれらの目めが本ほん当とうに飛とび出だしているかどうか、疑ぎ問もんと言いわざるを得えない。

　人にん間げんの眼がん球きゅうは、直ちょっ径けい２・４㎝ほどの球きゅう形けいで、前ぜん方ぽうがまぶたに覆おおわれている。この構こう造ぞうから考かんがえれば、目めが直ちょっ径けいの半はん分ぶんの１・２㎝前ぜん方ぽうに移い動どうすれば、ブドウの皮かわから中なか身みがツルリと出でてくるように、眼がん球きゅうはまぶたからこぼれ落おちて、元もとに戻もどらなくなるだろう。

　ところが、マンガで目めが飛とび出だした人ひと々びとの目めは、根ね元もとがまぶたに埋うまったまま、前ぜん方ぽうにビヨ〜ンと突とっ出しゅつしている。これで「目めが飛とび出だした」と言いえるのか？　正ただしくは「目めがモノスゴク膨ぼう張ちょうした」と表ひょう現げんするべきではないだろうか。

　さらに不ふ思し議ぎなことに、膨ぼう張ちょうした目めは、例れい外がいなく次つぎのコマでは元もとに戻もどっている。人じん体たいの組そ織しきが急きゅう激げきに膨ぼう張ちょうし、瞬しゅん時じに元もとに戻もどるなど、あまりに不ふ思し議ぎな現げん象しょうである。これはいったい何なにが起おきているのだろう？

　そこで、目めについて勉べん強きょうしてみたところ、ビックリ。筆ひっ者しゃの目めは飛とび出ださなかったが、かなり驚おどろきました。

　人にん間げんの目めには、目めの正しょう面めんを覆おおう角かく膜まく、光ひかりを屈くっ折せつさせるレンズ、目めを球きゅう形けいに保たもつために内ない部ぶを満みたしているガラス体たいなど、透とう明めいな部ぶ分ぶんがある。これらには血けっ管かんが通とおっていない。もし通とおっていたら、透とう明めいではなくなって、それぞれの役やく割わりを果はたせなくなってしまう。

　血けつ液えきの働はたらきは、酸さん素そや養よう分ぶんを運はこぶことだ。血けっ管かんが通とおっていなかったら、どうやってそれらを運はこぶのか。その役やく割わりを果はたすのは、まわりの血けっ管かんの血けつ液えきから作つくられていて、目めのなかに滲にじみ出でてくる「房ぼう水すい」という透とう明めいな液えき体たいだ。角かく膜まくやレンズやガラス体たいの細さい胞ぼうは、房ぼう水すいから酸さん素そや養よう分ぶんをもらって生いきている。

　実じつにうまくできた仕し組くみだが、驚おどろくのはここからだ。目めに房ぼう水すいを流ながし込こむのは、交こう感かん神しん経けいの働はたらきで、それを抑おさえるのは、副ふく交こう感かん神しん経けいの働はたらきなのだ。

　交こう感かん神しん経けいとは人にん間げんを興こう奮ふんさせる神しん経けい、副ふく交こう感かん神しん経けいとは落おち着つかせる神しん経けいだ。スポーツをしたり、怒おこったりしているときは、交こう感かん神しん経けいが活かっ発ぱつに働はたらき、楽たのしく食しょく事じをしたり、眠ねむくなったりするときには、副ふく交こう感かん神しん経けいが働はたらいている。

　この２つの神しん経けいは動どう物ぶつにもある。たとえば猫ねこが「フーッ」と背せ中なかの毛けを逆さか立だてているときは交こう感かん神しん経けいが、のどをゴロゴロ鳴ならしているときは、副ふく交こう感かん神しん経けいが働はたらいているわけですね。

　では、ビックリしたときは、どちらの神しん経けいが働はたらくだろう。当とう然ぜん、交こう感かん神しん経けいだ。すると、目めに房ぼう水すいがドドーッと流ながれ込こんで、目めが膨ぼう張ちょうする可か能のう性せいがあるということではないか！

　なんと、驚おどろいて目めが飛とび出だすというのは、単たんなる誇こ張ちょうではなく、科か学がく的てきにも理り論ろんづけられる現げん象しょうだったのだ。自し然ぜんも、マンガも、神しん秘ぴに満みちているなあ。
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◆眼がん球きゅうの体たい積せきが１Ｌリットルに！

　だが、物もの事ごとには程てい度どというものがある。「驚おどろく→房ぼう水すい流りゅう入にゅう→眼がん球きゅう膨ぼう張ちょう」というメカニズムが理り論ろん的てきにはあり得うるとしても、マンガのように眼がん球きゅうが盛せい大だいに膨ぼう張ちょうしたら、その人ひとの体からだはどうなるのだろう。

　冒ぼう頭とうに記しるしたとおり『ストップ!!ひばりくん！』の耕こう作さくの目めなど、前ぜん後ごの長ながさが20㎝にも膨ぼう張ちょうした。直ちょっ径けいも10㎝ほどになっていた。ここから計けい算さんすると、片かた方ほうの目めだけで、体たい積せきは１Ｌリットルにも膨ぼう満まんしたことになる。目めがこんなに膨ふくれ上あがって、耕こう作さくは大だい丈じょう夫ぶなのだろうか？

　普ふ通つうに考かんがえれば、眼がん球きゅうを包つつむ「強きょう膜まく」が耐たえられず、破は裂れつするだろう。耕こう作さくの強きょう膜まくが強きょう烈れつに強きょう靭じんで、そうはならなかったとしても、問もん題だいがある。

　耕こう作さくは普ふ段だんから目めが大おおきいが、それでも体たい積せきは１Ｌリットルには遠とおく及およばない。このたびの交こう感かん神しん経けいの大だい活かっ発ぱつ化かでは、片かた方ほうの目めだけでまるまる１Ｌリットル、両りょう目めあわせて２Ｌリットルの房ぼう水すいが、耕こう作さくの眼がん球きゅうに流ながれ込こんだと考かんがえていいだろう。それだけの房ぼう水すいがどこから来きたのか？

　前まえに書かいたとおり、房ぼう水すいは血けつ液えきから作つくられ、血けっ管かんから滲にじみ出でてくる。すると、耕こう作さくの目めが飛とび出だした瞬しゅん間かん、彼かれの体からだの他ほかの部ぶ分ぶんから、血けつ液えきが２Ｌリットルも減へったはずである。

　人にん間げんの血けつ液えきは、体たい重じゅうの13分ぶんの１を占しめる。耕こう作さくの体たい重じゅうを60㎏とすると血けつ液えきは４・６㎏だ。血けつ液えきは１Ｌリットルあたり１㎏だから、そのうちの２㎏、実じつに43％が目めに行いっちゃったことになる。人にん間げんは、血けつ液えきの33％以い上じょうを失うしなうと、全ぜん身しんの臓ぞう器きが働はたらかなくなり、命いのちが危あやうくなる。耕こう作さくは、出しゅっ血けつしたわけでもないのに、その限げん界かいを超こえてしまっている！

　驚おどろいて目めが飛とび出だすと、命いのちが危き険けんにさらされるということだ。「ビックリすると目めが飛とび出だす」という現げん象しょうが科か学がく的てきに間ま違ちがっていないことが明あきらかになった今いま、つばさ文ぶん庫この読どく者しゃの皆みなさんは、くれぐれも驚おどろきすぎないように注ちゅう意いしましょう。
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　ボールがコートを飛とび出だし、ネットを支ささえるネットポストの外そと側がわをぐるりとカーブして、相あい手てのコートに突つき刺ささるブーメランスネイク！

　対たい戦せん相あい手てにボールをぶつけて、観かん客きゃく席せきの最さい上じょう段だんまで吹ふっ飛とばす波は動どう球きゅう！

『テニスの王おう子じ様さま』には、錦にし織こり圭けい選せん手しゅもビックリの現げん実じつ離ばなれしたワザがいっぱい出でてくる。

『ジュニア空くう想そう科か学がく読どく本ほん』シリーズでも、１人ひとりのプレーヤーが分ぶん身しんして２人ふたりになる「１人ひとりダブルス」を取とり上あげて、科か学がく的てきに考かんがえてみた（第だい３巻かんに収しゅう録ろくしてあるよ）。

　このすごいマンガの続ぞく編へん『新しんテニスの王おう子じ様さま』にも、やっぱりたくさんの超ちょう絶ぜつワザが登とう場じょうする。ここではその一ひとつ、平びょう等どう院いん鳳ほう凰おうの「マトリョーシカ・オブ・ロシア」を紹しょう介かいしよう。そのワザは……わははははっ、書かく前まえから笑わらってしまったが、これにはもう完かん全ぜんに腰こしが抜ぬけますぞ。




◆それはテニスのワザなのか？

　マトリョーシカ・オブ・ロシアが炸さく裂れつしたのは、テニスコート上じょうではない。

　Ｕ−17アンダーセブンティーン世せ界かい大たい会かいを前まえに、日にっ本ぽん代だい表ひょうのメンバーはハワイにいた。この常とこ夏なつの地ちで、監かん督とく・三み船ふね入にゅう道どうは選せん手しゅたちに命めいじる。「日にっ本ぽん男だん児じたるもの金きん髪ぱつ女おんなに気き後おくれする様ようでは世せ界かいは獲とれん！　このビーチの女おんなを軟なん派ぱしてワシの所ところに連つれて来こい」。ナンパ!?　見みず知しらずの女おんなの子こに声こえをかけて、いきなり仲なかよくなれと!?　この監かん督とく、いったい何なにを考かんがえてるんだ!?

　こうしていきなり始はじまった、日にっ本ぽん代だい表ひょうの高こう校こう生せいvs中ちゅう学がく生せいによるナンパ合がっ戦せん。高こう校こう生せいが５−４のリードで迎むかえた最さい終しゅう決けっ戦せんに登とう場じょうしたのが、日にっ本ぽん代だい表ひょう[image: ]ナンバー１の平びょう等どう院いん鳳ほう凰おうであった。平びょう等どう院いんは一ひと組くみのカップルに近ちかづくと「この女おんなは貰もらっていくぞ」といって女じょ性せいの手てを取とり、平へい然ぜんと引ひっぱっていく。

　当とう然ぜん、カップルの彼かれ氏しは大だい激げき怒ど。ロシア語ごでまくし立たてながら、拳けん銃じゅうを構かまえて安あん全ぜん装そう置ちを外はずす。その彼かれ氏しは、ロシアのマフィアだったのだ！

　ところが、平びょう等どう院いんは慌あわてず騒さわがず、どこからともなくテニスラケットとボールを取とり出だすと、「マトリョーシカ・オブ・ロシア!!」と叫さけんで、マフィアに向むかって強きょう烈れつなサーブを放はなつ。

　飛とんでいったボールは、飛とびながら上じょう下げにパカッと開ひらき、中なかからひと回まわり小ちいさなボールが飛とび出だした！　そのボールも次つぎの瞬しゅん間かんには上じょう下げに割われ、中なかからまた、ひと回まわり小ちいさなボールが！　こうして、ボールは次つぎ々つぎにパカパカと割われ、そのたびに小ちいさいボールが飛とび出だして、割われたボールは空くう中ちゅうに６個こ、整せい然ぜんと並ならぶ。そして最さい終しゅう的てきには、ビー玉だまくらいのボールが相あい手ての拳けん銃じゅうの銃じゅう口こうにポコとはまり、拳けん銃じゅうは暴ぼう発はつするのだった……！

　うはははは。ついに『テニプリ』もここまで来きたか！　という怪かい現げん象しょうである。あまりにオモシロイので、これはもう科か学がく的てきに徹てっ底てい検けん証しょうするしかあるまいっ。




◆誰だれが作つくったのか、そのボール!?

　劇げき中ちゅうの人じん物ぶつも解かい説せつしていたが、「マトリョーシカ」とはロシアの有ゆう名めいな民みん芸げい品ひんだ。

　よくあるのは、民みん族ぞく衣い装しょうを着つけた少しょう女じょの木もく製せい人にん形ぎょうで、日にっ本ぽんのこけしにも似にている。特とく徴ちょうは、人にん形ぎょうの中なかに小ちいさな人にん形ぎょうが入はいっていて、さらにその人にん形ぎょうにも小ちいさな人にん形ぎょうが入はいっていて……という「開あけても開あけても構こう造ぞう」になっていること。

　だからこそ平びょう等どう院いんは、このワザに「マトリョーシカ」の名なをつけたわけですね。なるほどぉ。

　感かん心しんしている場ば合あいではない。マトリョーシカと同おなじ仕し組くみの７重じゅう構こう造ぞうテニスボールなど、平びょう等どう院いんはどこから調ちょう達たつしたのだろう？　市し販はんされているとは思おもえないから、自じ分ぶんでチマチマ作つくったのか？　それともボールのメーカーに発はっ注ちゅうしたのか？

　どちらにせよ、そんなボールがあったとしても、空くう中ちゅうで次つぎから次つぎに内うち側がわのボールを飛とび出ださせつつ、６個こを一いち列れつに並ならべることなんて、できるのだろうか。

　マンガの描びょう写しゃを観かん察さつする限かぎり、ボールにバネなどを仕し込こむ余よ地ちはない。それでもパカッと開ひらいたということは、平びょう等どう院いんは、飛とんでいくときに正しょう面めんから当あたる風かぜの力ちからを利り用ようしたのだろう。

　筆ひっ者しゃの見みるところ、そのメカニズムは次つぎのとおりだ。

　まず、いちばん外そと側がわのボールに、風かぜが正しょう面めんから当あたる。その風かぜはボールの割われ目めから入はいり込こみ、風ふう圧あつで内うち側がわから上じょう下げに押おし開ひらく。開ひらいたボールは、さらに強つよい風かぜを受うけてスピードを落おとすが、内ない部ぶのボールは、そのまま飛とび続つづける。

　だが、次つぎの瞬しゅん間かんには、その内うち側がわのボールにも正しょう面めんから風かぜが当あたって、割われ目めにも風かぜが入はいり……という動うごきが繰くり返かえされた結けっ果か、空くう中ちゅうに、割われたボールの列れつができるのだっ！
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◆筆ひっ者しゃもボールを作つくってみた！

「できるのだっ！」と言いい切きってしまったが、本ほん当とうにそんな現げん象しょうが起おこせるのだろうか？

　それを検けん証しょうするため、１００円えんショップで大だい小しょうのビニールボールを買かってきた。大おおきなボールを一いち部ぶ分ぶんだけ残のこして２つに切きり、ひと回まわり小ちいさいボールを内ない部ぶに入いれる。平びょう等どう院いんよりずっとシンプルな２重じゅう構こう造ぞうだが、柳やなぎ田た理り科か雄お謹きん製せいマトリョーシカボールの完かん成せいです。

　さあ、投なげてみよう。切きり口くちを前ぜん方ぽうに向むけて思おもい切きり投なげると……あれ、パカッと割われない！　２つのボールは、一いっ体たい化かしたまま飛とんでいくよ〜。

　なぜだ!?　これでは、ただボールを壊こわしてしまっただけのマヌケな人ひとである。筆ひっ者しゃが投なげるぐらいの球きゅう速そくでは、ボールが開ひらくほどの風かぜの力ちからは生うまれないということだろうか？

　その可か能のう性せいはあると思おもう。作さく中ちゅうのマトリョーシカ・オブ・ロシアの描びょう写しゃを見みると、ボールは５ｍほどの距きょ離りを一いっ直ちょく線せんに飛とんでいるのだ。これは、並なみのスピードではない。

　でも、エンジンがあったり、翼つばさで風かぜに乗のったりしない限かぎり、地ち球きゅう上じょうではどんなスピードで飛とぶ物ぶっ体たいも少すこしは落おちる。一いっ直ちょく線せんに飛とんでいるように見みえる平びょう等どう院いんのボールも、相あい手てに届とどくまでに５㎜くらいは落おちたと考かんがえよう。

　その場ば合あい、この球たまのスピードは時じ速そく５６４㎞。現げん実じつのテニスのサーブでは、オーストラリアのサミュエル・グロス選せん手しゅが打うった時じ速そく２６３㎞が最さい高こうなのに、その倍ばい以い上じょう！

　なるほど、これぐらいの球きゅう速そくがあれば、ボールも景けい気きよくパカパカ開ひらく……のかもしれない。




◆何なんのために身みにつけた!?

　科か学がく的てきに探たん究きゅうすればするほど、マトリョーシカ・オブ・ロシアには驚おどろかされる。

　テニスボールがよく跳はね返かえるのは、厚あつさ３・４㎜または４・２㎜のゴムに空くう気きが入はいっているからだ。ところが、平びょう等どう院いんのマトリョーシカボールには、切きれ目めが入はいっているのだから、空くう気きの弾だん力りょく性せいは活いかせない。そんなボールで、時じ速そく５６４㎞ものスピードを出だしたとは！

　しかも、マンガのコマを見みると、割われた６個このボールはすべて正しょう面めんを向むいている。これは、ボールがまったく回かい転てんしなかったということだ。現げん実じつのテニスにも、ボールの回かい転てんを抑おさえる「フラットショット」という打うち方かたがあるらしいが、まったく回かい転てんしないわけではないようだ。

　なのに、マトリョーシカ・オブ・ロシアは完かん璧ぺきに無む回かい転てん。そんなボールを打うつには、通つう常じょうとは根こん底ていから違ちがう特とく殊しゅなフォームが必ひつ要ようだろう。平びょう等どう院いんは、それを身みにつけたのだろうか？　いったい何なんのために？　もちろん、マトリョーシカ・オブ・ロシアを打うつためだ！

　言いうまでもないけど、こんなヘンなボールを試し合あいで使つかったら、反はん則そくである。つまり、試し合あいでは一いち度ども使つかう機き会かいはないワザであり、平びょう等どう院いん鳳ほう凰おうはそんなものまで会え得とくしているということだ。高こう校こうテニス界かいにおける恐おそるべき実じつ力りょく者しゃですなあ。
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　大だい地ちを揺ゆるがして戦たたかう巨きょ大だいなヒーロー。とてもかっこいいが、昔むかしから気きになるのは「彼かれらが本ほん当とうに現あらわれて、アニメやマンガで描えがかれるとおりの大おお暴あばれをしたら、大おおきな被ひ害がいが生しょうじるのではないか？」という問もん題だいだ。とくに心しん配ぱいなのが、あの巨きょ体たいでドドド〜ッと全ぜん力りょく疾しっ走そうした場ば合あいである。

　でも、アニメや特とく撮さつに、意い外がいとそういうシーンはないよなあ……と思おもっていたら、あった！

『ヱヴァンゲリヲン新しん劇げき場じょう版ばん：破は』に、エヴァが全ぜん力りょくで走はしるシーンが出でてきたのだ。

　それは、こんな状じょう況きょうだった。宇う宙ちゅう空くう間かんに、第だい８の使し徒とサハクィエルが出しゅつ現げん。強きょう力りょくなバリア「Ａエー．Ｔティー．フィールド」を展てん開かいし、あらゆる兵へい器きを寄よせつけないばかりか、このままでは地ち上じょうに落らっ下かして、甚じん大だいな被ひ害がいを発はっ生せいさせる。落らっ下か予よ測そく地ち点てんは、人じん類るいの希き望ぼうの砦とりで・ネルフ本ほん部ぶ！

　作さく戦せん責せき任にん者しゃの葛かつら城ぎミサトは、半はん径けい１２０㎞以い内ないの市し民みんを避ひ難なんさせたうえで、オドロキの作さく戦せんを発はっ表ぴょうする。エヴァ３体たいを落らっ下か予よ想そうエリアに散さん開かいさせ、こちらもＡエー．Ｔティー．フィールドを張はって「手てで受うけ止とめる」ことにしたのだ。この作さく戦せんに従したがい、刻こく々こくと修しゅう正せいされる落らっ下か地ち点てんに合あわせて、３体たいのエヴァは第だい３新しん東とう京きょう市しを走はしり回まわった……！

　巨きょ大だいヒーローの疾しっ走そうが物もの語がたりのハイライトになるとは！　前ぜん述じゅつの疑ぎ問もんを何なん年ねんも抱いだき続つづけてきた筆ひっ者しゃとしては、まことに嬉うれしい。ヨロコビに震ふるえつつ、ぜひとも研けん究きゅうしよう。

『スーパーロボット画が報ほう』（竹たけ書しょ房ぼう）によれば、劇げき中ちゅうでいちばん豪ごう快かいな走はしりを見みせた初しょ号ごう機きは、全ぜん高こう40ｍ、重じゅう量りょう７００ｔ。これほどの巨きょ体たいが全ぜん力りょく疾しっ走そうしたら、いったいどうなるか!?




◆走はしる速そく度どは、超ちょう音おん速そく!?

　サハクィエルの落らっ下か予よ想そう地ち点てん、ネルフ本ほん部ぶは箱はこ根ねの芦あしノ湖この畔ほとりにあった。そこから半はん径けい１２０㎞とは、東ひがしは千ち葉ば、北きたは群ぐん馬ま、西にしは長なが野の・静しず岡おかに及およぶ。要ようするに、サハクィエルが落らっ下かしたら、関かん東とう全ぜん域いきとその周しゅう辺へんが壊かい滅めつすると予よ想そうされたわけだ。

　これを防ふせぐために全ぜん力りょくで走はしったエヴァ初しょ号ごう機きのスピードを、画が面めんから割わり出だしてみよう。

　映えい像ぞうをコマ送おくりしてみると、初しょ号ごう機きは右みぎ足あしを最もっとも高たかく上あげた姿し勢せいから、13コマ目めで同おなじ姿し勢せいを取とっている。アニメのコマは毎まい秒びょう30枚まいだから、右みぎ足あしを上あげてから再ふたたび上あげるまで、すなわち２歩ほを０・４３秒びょうで走はしっていることになる。これは、とんでもないスピードのはずだ。

　１秒びょうの歩ほ数すうは４・６歩ぽ。ウサイン・ボルトが１００ｍ９秒びょう５８の世せ界かい記き録ろくを出だしたとき、１秒びょうの歩ほ数すうは平へい均きん４・５歩ほだったから、ほぼ同おなじ。身しん長ちょうが20倍ばい近ちかくも違ちがうのに、足あしを動うごかすペースが変かわらないとは、驚おどろくべきことだ。それは、初しょ号ごう機きの足あしを動うごかすスピードが、ボルトの20倍ばい近ちかくも速はやいことを意い味みする！

　実じっ際さいに、初しょ号ごう機きはどんなスピードで走はしったのだろうか？

　ウサイン・ボルトは身しん長ちょう１９６㎝で、１歩ぽの幅はばは２７５㎝。歩ほ幅はばは身しん長ちょうの１・４倍ばいだ。これと同おなじ比ひ率りつなら、全ぜん高こう40ｍの初しょ号ごう機きは、１歩ぽで56ｍを進すすむことになる。

　それを１秒びょう間かんに４・６回かいやるのだから、スピードは秒びょう速そく２６０ｍ。これは時じ速そく９３０㎞であり、マッハ０・７６に相そう当とうする。ジェット旅りょ客かく機きの巡じゅん航こう速そく度どは時じ速そく８５０㎞なので、初しょ号ごう機きはジェット機きを上うわ回まわるモーレツな速そく度どで、地じ面めんの上うえを走はしったということだ。

　これで驚おどろいてはいけない。サハクィエルの落らっ下か点てんがわかると、初しょ号ごう機きはさらに速そく度どを上あげた。このときは右みぎ足あしを上あげてから次つぎに上あげるまで８コマ。すると、時じ速そく１５００㎞＝マッハ１・２。なんと音おん速そくを超こえている！

　劇げき中ちゅうでも衝しょう撃げき波はで乗じょう用よう車しゃ十じゅう数すう台だいが吹ふっ飛とばされていた。物ぶっ体たいの速そく度どが音おん速そくを超こえると、周しゅう囲いに被ひ害がいを与あたえる衝しょう撃げき波はが発はっ生せいするから、マッハ１・２という筆ひっ者しゃの計けい算さん結けっ果かは、劇げき中ちゅうの事じ実じつと照てらし合あわせても大おおきくは間ま違ちがっていないだろう。




◆周しゅう囲いの被ひ害がいはどのくらい？

　この猛もう烈れつな走はしりによって、周しゅう囲いに何なにが起おこるのか。

　初しょ号ごう機きの重じゅう量りょう７００ｔとは、16両りょう編へん成せいのＮ７００系けい新しん幹かん線せんとピッタリ同おなじである。だが、新しん幹かん線せんがレールを車しゃ輪りんで転ころがるのに対たいし、初しょ号ごう機きは２本ほんの足あしでドタバタと、しかも新しん幹かん線せんの５・６倍ばいの速そく度どで走はしるのだ。

　これによる被ひ害がいは半はん端ぱではない。人にん間げんが走はしるとき、地じ面めんには一ひと蹴けりごとに身しん長ちょうと同おなじ高たかさから飛とび降おりたのと同おなじ衝しょう撃げきが加くわわるという。ここから計けい算さんすると、初しょ号ごう機きが地じ面めんを１回かい蹴けるごとに、爆ばく薬やく５ｔを爆ばく発はつさせたのと同おなじ衝しょう撃げきが発はっ生せいするはずだ。そのエネルギーは熱ねつに変かわり、熱ねつは爆ばく風ふうを生うみ、半はん径けい１１０ｍ以い内ないの建たて物ものが全ぜん壊かいする！

　１歩ぽの歩ほ幅はばは56ｍだから、破は壊かいされる領りょう域いきは重かさなり合あい、幅はば２２０ｍの帯おび状じょうになって、初しょ号ごう機きの進しん路ろに沿そって延のびていく……。とても正せい義ぎの汎はん用よう人ひと型がた決けっ戦せん兵へい器きとは思おもえない所しょ業ぎょうですな。

　もちろん初しょ号ごう機きは、関かん東とう滅めつ亡ぼうという大だい惨さん事じを防ふせぐために走はしったのだから、これでも被ひ害がいを大おお幅はばに軽けい減げんしているのである。う〜む、ここは大おお目めに見みてあげるべきなのだろうなあ。
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◆全ぜん力りょく疾しっ走そうではなかった!?

　だが、初しょ号ごう機きの本ほん来らいの目もく的てきは、走はしることではない。宇う宙ちゅうから落おちて来くる使し徒とサハクィエルを受うけ止とめねばならんのだ。そんなコトできるの!?　という気きがするけど、関かん東とう全ぜん滅めつを防ふせぐために、絶ぜっ対たいにやってもらわねばならん。それにはどれほどの力ちからが必ひつ要ようなのか？

　サハクィエルが半はん径けい１２０㎞を全ぜん壊かいさせるとしたら、その落らっ下かのエネルギーはビキニ水すい爆ばく２２０発ぱつ分ぶんに相そう当とうするはずだ。これを初しょ号ごう機きは、両りょう手てからＡエー．Ｔティー．フィールドを出だしてガッキと受うけ止とめた。このとき発はっ揮きした力ちからは１４０兆ちょうｔ。なんと富ふ士じ山さんの１４０倍ばいも重おもいものを持もち上あげられる力ちからだ！　と書かきながらも、あまりにすごくて、筆ひっ者しゃにはイメージがわきません。

　しかし、これだけは言いえる。それほどの力ちからがあるなら、初しょ号ごう機きはもっと速はやく走はしれるはずだ。つまり、劇げき中ちゅうのマッハ１・２ですら、全ぜん力りょく疾しっ走そうではなかった可か能のう性せいがある。

　想そう像ぞうだけど、ウサイン・ボルトは１００㎏のバーベルくらい持もち上あげられるのではないだろうか。この仮か定ていデータをもとに計けい算さんするなら、１４０兆ちょうｔの力ちからを有ゆうする初しょ号ごう機きの最さい高こう速そく度どは、マッハ18万まん９千せん！　地ち球きゅうを０・６２秒びょうで１周しゅうするものすごいスピードだ！

　このモーレツな走はしりによって、１歩ぽごとに被ひ害がいを受うける半はん径けいは３２０㎞。ああ〜っ、サハクィエルの落らっ下かによる被ひ害がいの想そう定てい半はん径けい１２０㎞を上うわ回まわってしまう！

　こうなっては、さすがに大おお目めに見みてはもらえまい。科か学がく的てきに考かんがえると、操そう縦じゅう者しゃの碇いかりシンジは全ぜん力りょく疾しっ走そうを控ひかえたはずであり、それはとても賢けん明めいな判はん断だんだった、と筆ひっ者しゃは思おもいます。
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　螺ら旋せん丸がんは、『ＮＡＲＵＴＯナルト』の主しゅ人じん公こう・うずまきナルトが会え得とくしたすごい忍にん術じゅつだ。手てのひらにハンドボール大だいの球きゅう体たいを出しゅつ現げんさせ、手てのひらもろとも敵てきにぶつけると、敵てきは数すう十じゅうｍもぶっ飛とぶ！

　この術じゅつを編あみ出だしたのは、ナルトの父ちち・四よん代だい目め火ほ影かげのミナトである。彼かれの師しだった自じ来らい也やは、弟で子しから学まなんで身みにつけ、ミナトの死し後ご、息むす子このナルトに伝でん授じゅした。

　これだけでも強きょう力りょくな術じゅつなのに、ナルトが立りっ派ぱなのは、忍者学校アカデミーのカカシ先せん生せいたちの指し導どうを受うけ、修しゅ行ぎょうを積つんで、さらに強きょう化かさせていったことだ。影かげ分ぶん身しんの分ぶん身しん体たいといっしょに放はなつ「大おお玉だま螺ら旋せん丸がん」へ。また「風かぜ」の性せい質しつを加くわえて遠とおくへ飛とばす「風ふう遁とん 螺ら旋せん手しゅ裏り剣けん」へ。

　そして２年ねん後ご、蛙かえるの長ちょう老ろう・フカサクの下もとで身みにつけた「仙せん法ぽう 大おお玉だま螺ら旋せん丸がん」は、驚きょう異い的てきだった。体たい長ちょう20ｍほどの巨きょ大だいな獣けものを空そら高たかくぶっ飛とばしたのだ。

　四よん代だい目め火ほ影かげが３年ねんの歳さい月げつをかけて完かん成せいさせた螺ら旋せん丸がんは、どれほどのワザなのか、また「仙せん法ぽう 大おお玉だま螺ら旋せん丸がん」とは、それをどれほど発はっ展てんさせたワザなのか、それぞれの威い力りょくを考かんがえてみよう。




◆手てのひらで爆ばく弾だんが炸さく裂れつ!?

　螺ら旋せん丸がんは、他ほかの忍にん術じゅつと同おなじように「チャクラ」から生うまれる。チャクラとは『ＮＡＲＵＴＯナルト』の世せ界かいの人ひと々びとが体たい内ないに宿やどすエネルギーのようなもので、身しん体たいエネルギーと精せい神しんエネルギーを練ねり合あわせて作つくるという。

　現げん実じつ世せ界かいでは確かく認にんされていないので、チャクラの実じっ体たいはわからないのだが、その性せい質しつは作さく品ひんから読よみ取とれる。自じ来らい也や先せん生せいは、螺ら旋せん丸がんを身みにつけたいと望のぞむナルトに、次つぎのような３段だん階かいの修しゅ行ぎょうを課かした。


その１、水みず風ふう船せんの水みずをチャクラで回かい転てんさせて水みず風ふう船せんを割わる

その２、チャクラを激はげしく回かい転てんさせてゴムボールを割わる

その３、水みず風ふう船せんのなかでチャクラを激はげしく回かい転てんさせながら水みず風ふう船せんの大おおきさを一いっ定ていに保たもつ



　ここからわかるのは、チャクラは他ほかの物ぶっ体たいを動うごかし、運うん動どうが激はげしくなればエネルギーが上じょう昇しょうし、圧あっ縮しゅくすることもできるということだ。これは、高こう温おん高こう圧あつの気き体たいによく似にている。そのような気き体たいは、爆ばく風ふうとなって他ほかの物ぶっ体たいを動うごかすし、温おん度どが高たかいほど激はげしく動うごいているし、強つよい圧あつ力りょくをかければ圧あっ縮しゅくもできる。

　おそらく螺ら旋せん丸がんは、小ちいさく圧あっ縮しゅくしたチャクラのエネルギーを一いっ気きに解かい放ほうし、敵てきをぶっ飛とばす術じゅつなのだろう。手てのひらで爆ばく弾だんを破は裂れつさせるも同どう然ぜんということだ。

　その威い力りょくはどれほどか？　ナルトが初はじめて螺ら旋せん丸がんを放はなった相あい手ては、薬やく師しカブト。ナルトと同どう年ねん代だいの医い療りょう忍にん者じゃだが、徐じょ々じょに存そん在ざい感かんを強つよめ、物もの語がたり中ちゅう盤ばんから残ざん忍にんな黒くろ幕まくとして暗あん躍やくする人じん物ぶつだ。

　ナルトは、右みぎの手てのひらでチャクラを激はげしく回かい転てんさせる。それを圧あっ縮しゅくし、球きゅうの形かたちにしてカブトのボディに叩たたき込こんだ。カブトは一いっ直ちょく線せんに飛とばされて、20ｍほど後こう方ほうの岩いわにぶつかり、その表ひょう面めんを砕くだいて止とまった。カブトが飛とばされたコースに沿そって、地じ面めんが深ふかくえぐれていた……。

　これはモノスゴイ威い力りょくだ。カブトの背せ中なかは、岩いわの表ひょう面めんを直ちょっ径けい２ｍ、厚あつさ10㎝ほどの領りょう域いきで砕くだいていた。彼かれの体たい重じゅうを60㎏とすると、岩いわに背せ中なかから時じ速そく１２０㎞で激げき突とつしたことになる。こんな目めに遭あってもカブトは死しななかったが、どうかしていると思おもいます。

　ナルトの頑がん健けんさにも目めを見み張はる。普ふ通つう、手てのひらで爆ばく発はつなど起おこしたら大おおケガをするだろう。それに、自じ分ぶんと同おなじくらいの体たい格かくのカブトがぶっ飛とんだのなら、自じ分ぶんだって反はん対たい側がわへぶっ飛とばされるはずだ。螺ら旋せん丸がんは、チャクラの破は壊かい力りょくを相あい手てだけに伝つたえる技わざなのだろうか。このあたりは謎なぞである。

　では、このときの螺ら旋せん丸がんの威い力りょくはどれほどか？　カブトの体からだが岩いわを砕くだいたエネルギーを計けい算さんすると、爆ばく薬やくに換かん算さんして26ｇ分ぶん。えっ、たったそれだけ!?　と筆ひっ者しゃも驚おどろいたが、爆ばく薬やくというものは、それほど大おおきなエネルギーを持もつということだ。

　この爆ばく発はつで注ちゅう目もくしたいのは「地じ面めんがえぐれた」という事じ実じつである。近きん所じょの空あき地ちで、木きの板いたで実じっ際さいに地じ面めんをえぐるという実じっ験けんをしたところ、土つちを１Ｌリットルえぐるためのエネルギーは爆ばく薬やく０・１６ｇ分ぶんだった。マンガのコマでえぐれた体たい積せきを測そく定ていすると２千せんＬリットル。ここから計けい算さんすると、えぐるのに必ひつ要ようなエネルギーは、爆ばく薬やく３２０ｇ分ぶんとなる。なんと、地じ面めんをえぐるには、岩いわを砕くだくより10倍ばい以い上じょうも大おおきなエネルギーが必ひつ要ようだったのだ。皆みなさん、もっとえぐれに驚おどろきましょー。

　結けっ局きょく、カブトの体からだに打うち込こまれたエネルギーは、爆ばく薬やく３４６ｇ分ぶん。標ひょう準じゅん的てきなダイナマイトには、爆ばく薬やく２００ｇが入はいっているから、その２本ほん分ぶんに近ちかい威い力りょくということだ。これに耐たえたカブトはスゴすぎる。このとき倒たおしておけば、その後ごの戦たたかいも激げき化かしなかったかも……とも思おもうが、これほど頑がん強きょうだったら倒たおすのは難むずかしいですなあ。




◆７２００倍ばいの大だい進しん歩ぽ！

　以い上じょうは、初はじめて放はなった螺ら旋せん丸がんの分ぶん析せきである。では２年ねん後ご、フカサク先せん生せいの指し導どうの下もとで編あみ出だした「仙せん法ぽう 大おお玉だま螺ら旋せん丸がん」の威い力りょくはどれほどになっていたのか？

　フカサク先せん生せいはナルトに「仙せん術じゅつ」を伝でん授じゅした。忍にん術じゅつと幻げん術じゅつが、身しん体たいエネルギーと精せい神しんエネルギーを練ねり上あげたチャクラを使つかって出だすのに対たいし、仙せん術じゅつはそれに自し然ぜんエネルギーを加くわえたチャクラから発はつ動どうするという。

「仙せん法ぽう 大おお玉だま螺ら旋せん丸がん」が炸さく裂れつしたシーンは、次つぎのとおりだった。


①ナルトは、サイ型がたの獣けものを、空くう中ちゅう高たかく投なげ飛とばす

②その後ご、２体たいに影かげ分ぶん身しんして「仙せん法ぽう 大おお玉だま螺ら旋せん丸がん」を放はなち、犬いぬ型がたと牛うし型がたの獣けものをぶっ飛とばす

③ナルトの合あい図ずで、巨きょ大だいな蛙かえるのブンちゃん、ケンちゃん、ヒロちゃんがジャンプ

④３匹びきの蛙かえるが、①②の３体たいの獣けものを空くう中ちゅうで斬きり捨すてる



　こう書かくと簡かん単たんだが、劇げき中ちゅうではこの一いち連れんの展てん開かいのあいだにも、いろんな戦たたかいが繰くり広ひろげられていた。その間かん、３体たいは宙ちゅうを舞まっていたわけであり、滞たい空くう時じ間かんが長ながいということは、かなりの高たかさまで飛とばされたことになる。「仙せん法ぽう 大おお玉だま螺ら旋せん丸がん」には、それだけの威い力りょくがあったということだ。

　マンガのなかで起おきていることを筆ひっ者しゃが実じつ演えんしたと想そう定ていして計はかってみると、①→②が15秒びょう、②→③が３秒びょう、③→④が10秒びょうかかった。

　ここから計けい算さんすると、ナルトは「仙せん法ぽう 大おお玉だま螺ら旋せん丸がん」によって犬いぬ型がたと牛うし型がたの獣けものを時じ速そく３６５㎞で打うち上あげ、それらは高こう度ど５２５ｍまで上じょう昇しょう、打うち上あげられてから13秒びょう後ごに、最さい高こう到とう達たつ点てんから35ｍ落らっ下かした高こう度ど４９０ｍで、ジャンプしてきた蛙かえる３匹びきに斬きられた……ということになる。

　時じ速そく３６５㎞で打うち上あげられた犬いぬ型がたの体たい長ちょうは19ｍ、牛うし型がたは23ｍ。それぞれ秋あき田た犬いぬと黒くろ毛げ和わ牛ぎゅうをもとに計けい算さんすると、体たい重じゅうは犬いぬ型がたが３８０ｔ、牛うし型がたが５９０ｔ。ここから導みちびかれる「仙せん法ぽう 大おお玉だま螺ら旋せん丸がん」の威い力りょくは、なんと爆ばく薬やく２・５ｔ分ぶんである。

　うーむ、これはビックリだ。何なにがビックリかというと、威い力りょくのアップ率りつ。さっき検けん証しょうした「最さい初しょの螺ら旋せん丸がん」の破は壊かい力りょくは爆ばく薬やく３４６ｇ分ぶんだったのに、いまや爆ばく薬やく２・５ｔ分ぶん！　ナルトはたった２年ねんで、威い力りょくを７２００倍ばいにアップさせたのだ。これは、現げん在ざい10㎏の荷に物もつを持もてる小しょう学がく６年ねん生せいが、中ちゅう学がく２年ねんになったら72ｔを持もち上あげるようなものです。すごいですなあ。

　しかし、すごいといえば、もっとすごい事じ実じつに筆ひっ者しゃは気きがついてしまった。

　注ちゅう目もくすべきは、前ぜん述じゅつの①→②にかかった時じ間かん。これが15秒びょうということは、ナルトはサイ型がたの獣けものを投なげ上あげた15秒びょう後ごに、「仙せん法ぽう 大おお玉だま螺ら旋せん丸がん」を放はなったわけだ。ところが、ブン投なげられたサイ型がたが落おちてきて蛙かえるに斬きられたのは、その15秒びょう後ごにぶっ飛とばされた犬いぬ型がた＆牛うし型がたと同おなじタイミング。つまり、犬いぬ型がたと牛うし型がたが宙ちゅうを13秒びょう舞まっていたのに対たいし、サイ型がただけ28秒びょうも空くう中ちゅうにいたわけで、そうなったからには、コイツだけ高こう度ど１２２１ｍまで飛とばされたという計けい算さんになる。……ってことは、ただの投なげ飛とばしのほうが「仙せん法ぽう 大おお玉だま螺ら旋せん丸がん」より威い力りょくがあった!?

　すごい術じゅつの陰かげで、ヒッソリと、さらにスゴイことが行おこなわれている。ナルトの底そこ知しれぬ強つよさがヒシヒシと伝つたわってくる科か学がく的てきエピソードではないか。
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　狼おおかみ男おとこや透とう明めい人にん間げんなどと並ならんで、さまざまな映えい画がやマンガで描えがかれてきたのがドラキュラである。その名なを聞きいただけで、スリムな体たい形けいに、尖とがった顎あご、口くちからは小ちいさな牙きばが見みえていて……と姿すがたや顔かおまで想そう像ぞうできてしまうから、この人ひとのキャラ立だちは見み事ごとなもんですな。

　さまざまなバリエーションが存そん在ざいするドラキュラだが、調しらべてみると、もともとはアイルランドの劇げき評ひょう家かブラム・ストーカーが１８９７年ねんに書かいた小しょう説せつ『吸きゅう血けつ鬼きドラキュラ』の主しゅ人じん公こう。筆ひっ者しゃも小しょう説せつを読よんでみたが、いや〜っ、怖こわい！　髪かみの毛けほどの隙すき間まから室しつ内ないや墓はかに出で入いりする！　心しん臓ぞうに杭くいを打うたねば死しなない！　ドラキュラに血ちを吸すわれると吸きゅう血けつ鬼きになる！

　読よまなきゃよかった……と後こう悔かいしたが、読よんでしまってからでは、もう遅おそい。仕し方かたがないので、できるだけ科か学がく的てきに考かんがえて、ドラキュラの恐きょう怖ふを振ふり払はらおう。

　ドラキュラは血ちを吸すうが、それに血けつ液えき型がたは関かん係けいしているのか？　もし関かん係けいするなら、吸すい合あわせの悪わるい血ちをつい吸すってしまうことで、ドラキュラ自じ身しんの血ちが固かたまって悶もん絶ぜつ死し……という嬉うれしい可か能のう性せいも出でてくるのだが。




◆かわいそうなＯ型がたのドラキュラ

　異ことなる血けつ液えき型がたの血ちを混まぜると、血ちが固かたまってしまう。この現げん象しょうは「血けつ液えき凝ぎょう集しゅう」と呼よばれ、輸ゆ血けつの際さいなどに重じゅう要ような問もん題だいとなる。筆ひっ者しゃが期き待たいするのは、これが災わざわいして、人にん間げんの血ちを吸すったドラキュラが自じ滅めつする可か能のう性せいだ。

　しかし血けつ液えき凝ぎょう集しゅうは、血けつ液えき中ちゅうの「凝ぎょう集しゅう原げん」と「凝ぎょう集しゅう素そ」によって起おこり、これらはともにタンパク質しつだ。これに沿そって考かんがえると……う〜む、筆ひっ者しゃの希き望ぼうは風ふう前ぜんの灯ともしびだなあ。

　人にん間げんが口くちから摂とったタンパク質しつは、消しょう化かされてアミノ酸さんに分ぶん解かいされ、小しょう腸ちょうの柔じゅう毛もうから血けつ液えき中ちゅうに吸きゅう収しゅうされる。そのアミノ酸さんを材ざい料りょうとして、生いきていくのに必ひつ要ような別べつのタンパク質しつが作つくられる。

　ドラキュラは、人ひとの生いき血ちをチュウチュウ吸すうのだから、その血けつ液えきに含ふくまれる凝ぎょう集しゅう原げんも、凝ぎょう集しゅう素そも、胃いや腸ちょうで消しょう化かされてバラバラになり、本ほん人にんの血けつ液えき型がたに合あわせて作つくり直なおされるということだ。つまり、何なに型がたの血ちを吸すおうと、ドラキュラはいたって健けん康こう……。

　だが、『吸きゅう血けつ鬼きドラキュラ』によれば、ドラキュラはひたすら血ちをすすり、普ふ通つうの食たべ物ものは食たべないという。これはもしかして、消しょう化か能のう力りょくを持もっていないということではないのかっ!?

　ここは、そう信しんじよう。ドラキュラが消しょう化か能のう力りょくを持もっていないとすれば、吸すった血ちの凝ぎょう集しゅう原げんも凝ぎょう集しゅう素そも、そのままドラキュラの体からだに入はいっていくから、輸ゆ血けつをしているのと同おなじことになる。するとめでたく、ドラキュラが血けつ液えき凝ぎょう集しゅうでバッタリ、という可か能のう性せいが！

　その場ば合あい、どんな組くみ合あわせの血けつ液えき型がたなら、血けつ液えき凝ぎょう集しゅうが起おきるのか。

　凝ぎょう集しゅう素そは「血ちを固かためる糊のりが入はいった袋ふくろ」のようなもの、凝ぎょう集しゅう原げんは「袋ふくろを切きり裂さくハサミ」のようなものだ。それぞれ２種しゅ類るいがあり、色いろにたとえると、赤あかい袋ふくろは赤あかいハサミでしか、青あおい袋ふくろは青あおいハサミでしか切きれない。そして、それぞれの血けつ液えき型がたは、次つぎの色いろの袋ふくろとハサミを持もっている。


Ａ型がた　赤あかい袋ふくろと、青あおいハサミ　　　Ｂ型がた　青あおい袋ふくろと、赤あかいハサミ

Ｏ型がた　赤あかい袋ふくろと、青あおい袋ふくろ　　　　　ＡＢ型がた　赤あかいハサミと、青あおいハサミ



　すると、どうなるか。Ａ型がたのドラキュラは、赤あかい袋ふくろを持もっているので、赤あかいハサミを装そう備びしたＢ型がたとＡＢ型がたの血ちを吸すうと、血けつ液えきが凝ぎょう集しゅうして倒たおれる！　吸すえるのは、Ｏ型がたとＡ型がたの血ちだけだ。同おなじ仕し組くみで、Ｂ型がたのドラキュラも、Ｏ型がたとＢ型がたの血ちしか吸すえない。

　嬉うれしいのは、ＡＢ型がたのドラキュラだ。ハサミしか持もっていないから、何なに色いろのハサミが来こようと無む関かん係けい。つまり、血けつ液えき型がたなど気きにせず、チュウチュウ吸すえる！

　逆ぎゃくに戦せん々せん恐きょう々きょうなのは、Ｏ型がただ。袋ふくろを２色しょくとも持もっちゃってるので、何なに色いろのハサミが来きてもアウト。吸すえるのはハサミのないＯ型がたの血ちだけで、それ以い外がいを吸すうと、血ちが固かたまってバッタリ！

　ああ、なんという不ふ公こう平へいであろう……などと、Ｏ型がたのドラキュラを憐あわれんでいる場ば合あいではない。これは、吸すわれる側がわの人にん間げんも同おなじだからだ。ドラキュラにとって、血けつ液えき型がたは生せい死しに関かかわる問もん題だいであるから、細さい心しんの注ちゅう意いを払はらっているだろう。ＡＢ型がたの血ちは、２色しょくのハサミを全ぜん備びする超ちょう攻こう撃げき型がた。これを吸すえるのは、袋ふくろを持もたないＡＢ型がたのドラキュラだけだ。つまり、ＡＢ型がたの人ひとは、ＡＢ型がたのドラキュラにしか狙ねらわれない。一いっ方ぽう、Ｏ型がたの人ひとはあらゆるドラキュラのエジキになる！

　吸すうにしても、吸すわれるにしても、なんと不ふ幸こうなＯ型がたであろう。そして、わが身みを振ふり返かえれば、ああっ、Ｏ型がただ！　わ〜ん、今こん夜やあたり襲おそわれるかもしれません〜。




◆ドラキュラは頭あたまがボケーッ！

　そもそも、ドラキュラは、血ちを吸すうだけで充じゅう分ぶんな栄えい養ようが摂とれるのだろうか？　吸すっても吸すっても足たりず、栄えい養よう失しっ調ちょうで倒たおれる運うん命めいにあるとしたら、それに越こしたことはないのだが。

　動どう物ぶつが生いきていくには、炭たん水すい化か物ぶつ、タンパク質しつ、脂し肪ぼうが必ひつ要ようだ。そして、１Ｌリットルの血けつ液えきには、炭たん水すい化か物ぶつが１ｇ、タンパク質しつが72ｇ、脂し肪ぼうが８ｇ含ふくまれる。

　小しょう説せつのドラキュラは、若わかい女じょ性せいの血ちを好このんで吸すっていた。体たい重じゅう50㎏の女じょ性せいの体たい内ないには３・８Ｌリットルの血けつ液えきが流ながれている。それだけの血ちを吸すい尽つくしたとき、ドラキュラは３・８ｇの炭たん水すい化か物ぶつ、２８０ｇのタンパク質しつ、30ｇの脂し肪ぼうを摂せっ取しゅできることになる。

　総そうエネルギーを計けい算さんしてみると……うげっ、１２００キロカロリーもある！　成せい人じん男だん子しが１日にちに必ひつ要ようとするのは２千せんキロカロリー前ぜん後ごだから、ドラキュラも同おなじだとしたら、１日にちに２人ふたりの血ちを吸すえば充じゅう分ぶんなのだ。

　だが、栄えい養ようのバランスはどうなのか。脳のうは、炭たん水すい化か物ぶつの一いっ種しゅのブドウ糖とうしかエネルギー源げんにできず、これが不ふ足そくすると、頭あたまがボーッとして、集しゅう中ちゅう力りょくに欠かけ、記き憶おく力りょくが減げん退たいし、やる気きも起おこらない。だから「朝あさごはんを食たべましょう」と言いわれるわけだ。

　成せい人じん男だん性せいが１日にちに必ひつ要ようなブドウ糖とうは１２０ｇ。ドラキュラは、１日にちに32人にんの血ちを吸すわなければ、ボケーッとして、人ひとを襲おそっても、窓まど枠わくにつまずくやら、自じ分ぶんの腕うでを噛かむやらという失しっ態たいを演えんじる。忘わすれっぽくなり、血ちを吸すおうという気き力りょくもなくなる。これはラッキーだ！

　しかし、ドラキュラが根こん性じょうを出だして、１日にちに32人にんを襲おそい始はじめたらどうなるのか。吸すわねばならぬ血けつ液えきは１２０㎏。スリムなドラキュラにとっては、体たい重じゅうの２倍ばいほどにもなる。

　いくらドラキュラでも、血けつ液えきばかりそんなに飲のめないだろう。無む理りやり飲のんだら、あまりの満まん腹ぷく感かんに、頭あたまがボケーッとして、人ひとを襲おそってもやたら失しっ敗ぱいし……。あれっ、やっぱり同おなじ結けつ論ろん!?

　おやおや、意い外がいと心しん配ぱいしなくても大だい丈じょう夫ぶかもよ、ドラキュラ問もん題だい。
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　運うん動どう会かいでいちばん盛もり上あがるのは、リレーで遅おくれていたチームが、見みる見みる追おい上あげるシーンではないだろうか。そんなとき、応おう援えん席せきや観かん客きゃく席せきは、敵てき味み方かたを忘わすれて歓かん声せいを送おくる。

　筆ひっ者しゃが子こどもの頃ころ、特とく撮さつ映えい画がの世せ界かいで、これによく似にた状じょう況きょうがあった。怪かい獣じゅう映えい画がの元がん祖そ『ゴジラ』シリーズに、後こう発はつの『ガメラ』シリーズが、ぐんぐん迫せまっていったのである。

　第だい１作さく『大だい怪かい獣じゅうガメラ』は、物もの語がたりの面おも白しろさも、特とく撮さつの技ぎ術じゅつも、いまひとつだったけれど、第だい２作さく『大だい怪かい獣じゅう決けっ闘とう ガメラ対たいバルゴン』は、ていねいに作つくられた重じゅう厚こうな傑けっ作さくだった。続つづく『大だい怪かい獣じゅう空くう中ちゅう戦せん ガメラ対たいギャオス』は、手てに汗あせ握にぎる第だい一いっ級きゅうの娯ご楽らく映えい画がに仕し上あがっていた。われわれはワクワクしたものだ。この調ちょう子しで行いくと、次つぎのガメラ映えい画がはすごいことになるのでは……!?

　ところが、期き待たいの第だい４作さく『ガメラ対たい宇う宙ちゅう怪かい獣じゅうバイラス』では、ムードが一いっ転てん。「えっ、追おい上あげるの、やめたの!?」と聞ききたくなるような映えい画がになっていた。

　相あい手ての怪かい獣じゅう・バイラスが「単たんなるイカじゃん」という姿すがただったこともあるが、それだけではない。ガメラとバイラスは激はげしい戦たたかいを展てん開かいし、バイラスの尖とがった頭あたまが、ガメラの体からだを腹はらから背せ中なかへ刺さし貫つらぬく！　という衝しょう撃げき的てきな場ば面めんがあった。われわれは「いくらガメラでも、胴どう体たいを串くし刺ざしにされたら死しぬのでは!?」と緊きん張ちょうしたものだが、それは観かん客きゃくだけ。劇げき中ちゅうの人ひと々びとは、あんまり心しん配ぱいする様よう子すもないし、当とうのガメラも、とっても元げん気きだし……。

　子こども心ごころに「不ふ思し議ぎな映えい画がだなあ」と思おもったものだが、大おと人なになって事じ情じょうを知しり、深ふか々ぶかとナットクした。これが公こう開かいされた１９６８年ねん頃ごろ、日に本ほん映えい画がは観かん客きゃくが激げき減げん、映えい画が会がい社しゃは経けい営えいが苦くるしくなって、前ぜん年ねんの『ガメラ対たいギャオス』と比くらべると、予よ算さんはなんと３分ぶんの１に！　おカネをかけずに迫はく力りょくを出だすためには「突つく、刺さす、切きる」をやるしかなかったらしいのだ。

　うーむ、そうだったのか。そんなに困こまっていたとは知しらず、文もん句くを言いいながら見みてしまって、すいませんでした。

　というわけで、いまとなっては優やさしい目めで見みてしまう『ガメラ対たいバイラス』なのだが、科か学がく的てきには忘わすれられないシーンがある。バイラス星せい人じんの合がっ体たいだ。

　ガメラが出しゅつ現げんすると、それまで身しん長ちょう３ｍほどだった数すう人にんのバイラス星せい人じんが合がっ体たいして、見みる見みるうちに巨きょ大だい化かしたのである。怪かい獣じゅう図ず鑑かんによれば、最さい終しゅう的てきには、身しん長ちょう96ｍ、体たい重じゅう１２０ｔ！　ガメラが60ｍ、80ｔだったから、身しん長ちょうは１・６倍ばい、体たい重じゅうは１・５倍ばいも大おおきかったことになる。

　だがこの合がっ体たい、科か学がく的てきに考かんがえると、とっても怪あやしいのだ……。




◆３ｍの６人にんが合がっ体たいして96ｍに!?

　普ふ通つうに考かんがえれば、身しん長ちょう３ｍのバイラス星せい人じんが集あつまって96ｍの怪かい獣じゅうバイラスとなるには、かなりの人にん数ずうが必ひつ要ようなはずである。３ｍから96ｍになると、拡かく大だい率りつは32倍ばい。すると、集しゅう合ごうすべきバイラス星せい人じんの数かずは32×32×32で、なんと３万まん２７６８人にん！

　恐おそるべき大だい軍ぐん勢ぜいである。しかも、バイラス星せい人じんは知ち能のう指し数すうが２５００もあるという。そんなに頭あたまのいい宇う宙ちゅう人じんが３万まん３千ぜん人にんもいるなら、合がっ体たいなんかしないで、３万まん３千ぜん機きの宇う宙ちゅう船せんに乗のって攻こう撃げきすれば、ガメラにもたちまち勝かてそうな気きがする。

　だが、映えい画がには、こんなにたくさんのバイラス星せい人じんは出でてこなかった。問もん題だいの合がっ体たいシーンを見みてみると、ギョギョッ！　合がっ体たい前まえの人にん数ずうは、たったの６人にんしかいない！　３ｍのバイラス星せい人じんが６人にん合がっ体たいして、なぜ96ｍにまで巨きょ大だい化かできるんだ!?

　あまりの不ふ思し議ぎに、手て元もとの怪かい獣じゅう図ず鑑かんをいろいろ調しらべてみたところ、『怪かい獣じゅう怪かい人じん大だい全ぜん集しゅう２ ガメラ大だい魔ま神じん』（ケイブンシャ）という本ほんで、驚おどろくべき記き述じゅつを発はっ見けんした。合がっ体たいのシーンに「バイラス星せい人じんは見みる間まに２倍ばい４倍ばい８倍ばい……32倍ばい」という説せつ明めいが添そえられており、そこには５段だん階かいで巨きょ大だい化かしていく写しゃ真しんもついている！

　な〜るほど。１人ひとりが加くわわるごとに、身しん長ちょうが２倍ばいになるわけか。２人ふたりが合がっ体たいして６ｍ、３人にんで12ｍ、４人にんで24ｍ、５人にんで48ｍ、６人にんで96ｍ！　おお、計けい算さんもピッタリ合あう。

　これは高こう校こう２年ねんの数すう学がくで習ならう「指し数すう関かん数すう」という関かん係けいだ。２人ふたり、３人にん、４人にん……と合がっ体たいすれば、普ふ通つうは「身しん長ちょう」ではなく「体たい重じゅう」が２倍ばい、３倍ばい、４倍ばい……と増ふえていくはずである。こちらは、小しょう学がく５年ねんで習ならう「比ひ例れい」という関かん係けいだ。体たい重じゅうではなく身しん長ちょうが、比ひ例れいではなく指し数すう関かん数すうで増ふえるなど、地ち球きゅうの科か学がくでは考かんがえられない。それを平へい然ぜんとやるとは、さすが知ち能のう指し数すう２５００の宇う宙ちゅう人じん！

　いやいや、感かん心しんしている場ば合あいではない。この調ちょう子しで行いくと、恐おそろしいことになる。もう１人ひとり合がっ体たいすれば、身しん長ちょうは１９２ｍに！　この時じ点てんで、身しん長ちょう60ｍのガメラには圧あっ勝しょうできるだろう。

　さらにもう１人ひとりで３８４ｍとなり、東とう京きょうタワーを超こえる。12人にん集あつまれば６１４４ｍとなって富ふ士じ山さんを見み下おろし、28人にんが合がっ体たいすれば40万まん㎞にもなって月つきまで届とどき、そして88人にんが合がっ体たいすると、その身しん長ちょうは４９０億おく光こう年ねん。宇う宙ちゅうの直ちょっ径けいを超こえてしまうのだ！　いったいどうなってんの!?

　そもそもこの合がっ体たい、「どんな変へん化かが起おきても、重おもさの合ごう計けいは変かわらない」という「質しつ量りょう保ほ存ぞんの法ほう則そく」を完かん全ぜんに無む視ししているではないか。身しん長ちょうが32倍ばいになれば、前ぜん述じゅつしたように３万まん２７６８人にん分ぶんの体たい重じゅうになるはずだが、その元もとになったのは、たったの６人にん？

　なぜこんなワケのわからない合がっ体たいを……と書かきかけて、ハッと気きがついた。

　予よ算さんがなかったのだ。本ほん当とうなら３万まん２７６８人にんのバイラス星せい人じんを合がっ体たいさせたかったが、予よ算さんの都つ合ごうで６人にんしか登とう場じょうさせられなかった。この少すくない陣じん容ようで身しん長ちょう96ｍに巨きょ大だい化かするには、指し数すう関かん数すうを応おう用ようするしかなかったのに違ちがいない。う〜む、そうか〜。

　などと、台だい所どころ事じ情じょうを想そう像ぞうして、この大だい問もん題だいを解かい決けつしたことにしちゃっていいのかな？
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◆尻しりとして生いきていく！

　それにしても、６人にんが合あわさって１人ひとりになるとは、限かぎりなく不ぶ気き味みな現げん象しょうである。こんなコトをして、バイラス星せい人じんたちは大だい丈じょう夫ぶだったのだろうか。

　合がっ体たいする生せい物ぶつは、自し然ぜん界かいにも存そん在ざいする。クラミドモナスという、体からだがたった一ひとつの細さい胞ぼうでできた生せい物ぶつは、生せい活かつ環かん境きょうが快かい適てきなときはバラバラに活かつ動どうするが、条じょう件けんが悪わるくなると寄より集あつまって、パンドリナという、たくさんの細さい胞ぼうでできた多た細さい胞ぼう形けい態たいになる。

　これに学まなぶと、合がっ体たいしたバイラス星せい人じんの気き持もちもヒシヒシと伝つたわってくるではないか。ガメラ出しゅつ現げんという環かん境きょうの大だい悪あっ化かに、本ほん能のう的てきに寄より集あつまってしまったのだろう。想そう像ぞうだけど。

　ただし、バイラス星せい人じんは間ま違ちがいなく、最さい初しょから多た細さい胞ぼう生せい物ぶつであろう。それが合がっ体たいするというのは、どういうことなのか。たとえば、６人にんの脳のうだけがウネウネ集あつまって巨きょ大だいな脳のうに、腸ちょうだけがニョロニョロ寄より合あって巨きょ大だいな腸ちょうになるということ？

　その場ば合あい、一ひとつの脳のうのなかで、６人にん分ぶんの意い識しきが混まざり合あったりしないのだろうか。しかも、一ひとつ一ひとつの知ち能のう指し数すうが２５００なのだ。これが６つ集あつまって、さらに頭あたまがよくなれば幸さいわいだけれど、全ぜん員いんが自じ分ぶんの考かんがえに自じ信しんを持もっていたら、何なにかするたびに、あーでもないこーでもないとモメたりしそうだなあ。

　そうではなく、６人にんが集あつまった後のち、細さい胞ぼう自じ体たいが変へん化かして、あるバイラス星せい人じんは怪かい獣じゅうバイラスの頭あたまに、別べつのバイラス星せい人じんは足あしや尻しりになる……という考かんがえ方かたもできる。２０１２年ねんにノーベル賞しょうを受うけた山やま中なか伸しん弥や教きょう授じゅの「ｉアイＰピーＳエス細さい胞ぼう」の技ぎ術じゅつを使つかえば、不ふ可か能のうではない。しかし、その場ば合あいもやはりモメると思おもう。

　彼かれらの立たち場ばになってもらいたい。あなたなら脳のうと尻しり、どっちになりたいですか？

　無む理りやり尻しりにされてしまったバイラス星せい人じんのことを思おもうと、筆ひっ者しゃは胸むねが痛いたむ。さっきまで知ち能のう指し数すう２５００を誇ほこっていたのに、知ち識しきも思し考こう力りょくも淡あわい思おもいも捨すて去さって、これからは一いっ介かいの尻しりとして生いきていかねばならんとは……。

　バイラス星せい人じんに限かぎらず、いくつかのものが一ひとつにまとまるというのは、大たい変へんなことである。世よの中なかを見みても、出しゅっ版ぱん社しゃ一ひとつ合がっ併ぺいするのにも、てんやわんやの大おお騒さわぎではないか。合がっ体たいは慎しん重ちょうに。
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『借かりぐらしのアリエッティ』は、メアリー・ノートンの児じ童どう文ぶん学がく『床ゆか下したの小こ人びとたち』を、スタジオジブリがアニメ映えい画が化かしたものだ。映えい画がのキャッチコピーは「人にん間げんに見みられてはいけない」。ひゃ〜、そう言いわれるとドキドキするな〜。

　もうすぐ14歳さいになる小こ人びとのアリエッティは、古ふるい屋や敷しきの床ゆか下したに、両りょう親しんと住すんでいた。彼かの女じょたちは、ときおり屋や敷しきの台だい所どころや食しょく堂どうに出でかけていき、角かく砂ざ糖とう１個こ、ティッシュ１枚まい……など、生せい活かつに必ひつ要ようなものを人にん間げんからこっそり借かりて暮くらしていた。ふむ、だから「借かりぐらし」なんですな。

　その屋や敷しきに、心しん臓ぞうの手しゅ術じゅつを控ひかえた少しょう年ねん・翔しょうがやってくる。アリエッティは「人にん間げんに近ちかづくな」という両りょう親しんの教おしえを守まもり、初はじめは翔しょうを警けい戒かいしていた。が、やがて彼かれの優やさしさに気きづき、言こと葉ばを交かわすようになり……と、２人ふたりが古ふるい掟おきてを乗のり越こえて心こころを通かよわせていく物もの語がたりなのだが、お話はなしに引ひき込こまれながらも、考かんがえたいことがある。

　劇げき中ちゅう、２人ふたりはごく自し然ぜんに話はなしていたが、アリエッティの身しん長ちょうは、翔しょうの人ひと差さし指ゆびを少すこし上うわ回まわるぐらい。ここまで体からだの大おおきさが違ちがうのに、会かい話わは成せい立りつするのだろうか？




◆身しん長ちょう10㎝で出だせる声こえの大おおきさは？

　アリエッティの身しん長ちょうは、翔しょうの指ゆびなどと比くらべると、10㎝に少すこし足たりないくらいだ。

　日にっ本ぽん人じん14歳さい女じょ子しの平へい均きん身しん長ちょうは１５０㎝台だいの後こう半はんだから、小こ人びとたちの身しん長ちょうは人にん間げんのおよそ16分ぶんの１ということになる。すると、体からだの横よこ幅はばも厚あつみも16分ぶんの１のはずなので、体たい重じゅうは16×16×16分ぶんの１で、４０９６分ぶんの１。14歳さい女じょ子しの平へい均きん体たい重じゅうはおよそ50㎏だから、アリエッティの体たい重じゅうはたった12ｇということになる。これは軽かるい。12ｇって、小ちいさめの消けしゴムぐらいの重おもさだよ〜。

　これほど小ちいさな体からだだと、アリエッティは声こえもムチャクチャ小ちいさいのではないだろうか。

　声こえの大おおきさは、肺はいから１秒びょうに出だされる空くう気きの量りょうによって決きまる。体たい重じゅうが人にん間げんの４０９６分ぶんの１のアリエッティの場ば合あい、肺はいの容よう積せきも４０９６分ぶんの１しかない。

　だが、声こえはそこまでは小ちいさくならない。体からだが小ちいさければ、短みじかい時じ間かんで息いきを吐はけるからだ。計けい算さんすると、アリエッティの声こえの大おおきさは、人にん間げんの５１２分ぶんの１という結けっ果かになった。

　たった５１２分ぶんの１だと聞きこえないのでは？　と心しん配ぱいになるが、実じつは大だい丈じょう夫ぶだ。たとえば、ささやき声ごえのエネルギーは、普ふ通つうの会かい話わで出だす声こえの１万まん分ぶんの１。反はん対たいに、叫さけび声ごえは普ふ通つうの会かい話わの１万まん倍ばいもある。声こえというものは、もともとエネルギーに大おおきな幅はばがあるのだ。

　それらの差さに比くらべれば「５１２」など、わずかである。つまり、人にん間げんに比くらべれば５１２分ぶんの１も小ちいさなアリエッティの声こえも、小こ人びとたちに比くらべれば５１２倍ばいも大おおきな翔しょうの声こえも、お互たがいの耳みみに何なんの問もん題だいもなく届とどいただろうと思おもわれる。




◆アリエッティはキンキン声ごえ？

　実じつは、筆ひっ者しゃが注ちゅう目もくしたいのは、アリエッティの声こえの「高たかさ」である。

　人にん間げんの声こえは、次つぎのようにして生うまれる。


①肺はいから出でた空くう気きが、のどの奥おくにある「声せい帯たい」という膜まくを震ふるわせて小ちいさな音おとを出だす

②小ちいさな音おとが、のどや口くちや鼻はなの奥おくの空くう間かんで響ひびいて大おおきくなる

③口くちの形かたち、舌した、歯はを調ちょう節せつして「あかさたな」などの声こえにする



　このうち②までは、ギターやバイオリンと共きょう通つうする。これらの弦げん楽がっ器きの音おとは、弦げんから出でたときにはとても小ちいさく、その小ちいさな音おとが胴どうで響ひびいて大おおきくなるのだ。バイオリンの仲なか間まには、小ちいさいほうから順じゅんに、バイオリン、ビオラ、チェロ、コントラバスがあり、大おおきなものほど低ひくい音おとを、小ちいさなものほど高たかい音おとを出だす。ここから考かんがえれば、小ちいさなアリエッティの口くちからは、普ふ通つうサイズの人にん間げんよりも高たかい声こえが出でるはずだ。

　その声こえは、具ぐ体たい的てきにどのくらい高たかいのか？　楽がっ器きの場ば合あい、サイズが半はん分ぶんになると、出でる音おとが１オクターブ高たかくなる。この関かん係けいは、人にん間げんと小こ人びとでも同おなじだろう。

　アリエッティの身しん長ちょうは、われわれの16分ぶんの１である。サイズが２分ぶんの１だと、声こえは１オクターブ高たかくなる。その半はん分ぶんの４分ぶんの１で２オクターブ高たかくなり、そのまた半はん分ぶんの８分ぶんの１で３オクターブ高たかくなり、またまた半はん分ぶんの16分ぶんの１で４オクターブ高たかくなる。つまりアリエッティの声こえは、人にん間げんの14歳さいの少しょう女じょより、４オクターブも高たかい！

　これは、なかなかすごい声こえである。ソプラノ歌か手しゅでさえ、出だせる声こえの高たかさは、普ふ通つうの女じょ性せいと１オクターブ半はんしか違ちがわない。４オクターブも高たかいと、もはや人にん間げん離ばなれした声こえということだ。ピアノのいちばん右みぎの「ド」より高たかく、目め覚ざまし時ど計けいなどに使つかわれる電でん子し音おんの最もっとも高たかいものと同おなじ！

　目め覚ざまし時ど計けいの音おとがあの高たかさに設せっ定ていされているのは、人にん間げんの耳みみを強つよく刺し激げきするからだ。おそらく、アリエッティの声こえも、耳みみが痛いたくなるキンキン声ごえ。彼かの女じょにいきなり話はなしかけられたら、さぞビックリすることだろう。翔しょうくんは心しん臓ぞうの手しゅ術じゅつを控ひかえているのだから、あまり驚おどろかせてはいけません。
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◆キョーレツに早はや口くちかも！

　さらなる心しん配ぱいとして、アリエッティはとっても早はや口くちだった可か能のう性せいがある。

　会かい話わは、耳みみ・目め→神しん経けい→脳のう→神しん経けい→横おう隔かく膜まく→声せい帯たい→口くち・舌した・歯はなどの連れん携けいプレーで行おこなわれる。身しん長ちょう10㎝のアリエッティは、神しん経けいの長ながさも短みじかいだろう。脳のうも神しん経けいの集あつまりだから、物もの事ごとを考かんがえ、言こと葉ばを組くみ立たてて発はつ音おんするまでの時じ間かんも短みじかいはずだ。身しん長ちょうが16分ぶんの１だと、それはどれほど速はやいのか。

　神しん経けいの情じょう報ほうの伝つたわり方かたには、１本ぽんの神しん経けいを伝つたわる「伝でん導どう」と、神しん経けいから神しん経けいへ伝つたわる「伝でん達たつ」の２段だん階かいがある。伝でん導どうにかかる時じ間かんは身しん長ちょうと同おなじ16分ぶんの１。伝でん達たつに要ようする時じ間かんは「身しん長ちょう×身しん長ちょう」に比ひ例れいする２５６分ぶんの１。この２つを総そう合ごうすると、情じょう報ほうが伝つたわる時じ間かんは73分ぶんの１になる。情じょう報ほう伝でん達たつ速そく度どは人にん間げんのなんと73倍ばい！

　つまりアリエッティは、人にん間げんの73倍ばいも速はやく頭あたまが回かい転てんし、73倍ばいも早はや口くちだった可か能のう性せいがある。たとえば翔しょうが「いくつ？」と平ひら仮が名な３文も字じの言こと葉ばで話はなしかけると、それとまったく同おなじ１秒びょうぐらいで「あたし明あ日すで14歳さい。生うまれてから３回かいの閏うるう年どしがあったから今日きょうまで５１１３日にち生いきてきたのね。ああ短みじかいようで長ながかったあたしの４億おく４１７６万まん３２００秒びょう。１秒びょうたりともおろそかにするなって言こと葉ばがあるけどそんなに緊きん張ちょうした１秒びょうを４億おく４１７６万まん３２００回かいも送おくれないわ。１秒びょうもおろそかにできないと考かんがえるのに３秒びょうほどかかるわけでそれこそ最さい大だいのムダよ」と平ひら仮が名なにして２１９文も字じくらい喋しゃべることになる。ひえ〜。

　アリエッティの声こえは、大おおきさは気きにならないが、モーレツに高こう音おんで、キョーレツに早はや口くちかも……ということです。こんなヒトときちんと会かい話わできる翔しょうくんはエラいなあ。
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　スペシウム光こう線せん。あまりにも有ゆう名めいなウルトラマンの必ひっ殺さつ技わざである。腕うでを十じゅう字じに組くむと、立たてた右みぎ手てから青あお白じろい光こう線せんが発はっ射しゃされ、怪かい獣じゅうを一いち撃げきで倒たおす。

　この技わざを初はじめて見みたとき、当とう時じ５歳さいだった筆ひっ者しゃは、あまりのかっこよさに頭あたまがクラクラしたものだ。ピストルなどの道どう具ぐを使つかわず、構かまえただけで腕うでから光こう線せんが出でる。しかも怪かい獣じゅうに当あたったら、どかーんと爆ばく発はつするのだから。

　スペシウム光こう線せんのインパクトがあまりに大おおきかったためか、後こう発はつのヒーローたちも、何なんの説せつ明めいもなく腕うでからどんどん光こう線せんを出だすようになった。それを、われわれ視し聴ちょう者しゃも歓かん迎げいしてきた。

　しかし、考かんがえてみると謎なぞめいた光こう線せんである。なぜ生せい物ぶつの手てから光ひかりが放はなたれるのか？　なぜ怪かい獣じゅうが爆ばく発はつするのか？　実じつに不ふ可か解かいな現げん象しょうではないか。

　はたして、スペシウム光こう線せんとは何なんなのだろう？　本ほん稿こうでは科か学がく的てきに考かんがえてみたい。




◆スペシウムとは何なんなのか？

　ウルトラマンは、手てから光こう線せんを発はっ射しゃする。実じつにこのヒトらしいウルトラな行こう為いに思おもえるが、自し然ぜん界かいに目めを向むけると、ホタルやチョウチンアンコウなど、体からだから光ひかりを放はなつ生せい物ぶつは意い外がいに多おおい。彼かれらは、体たい内ないのエネルギーを光ひかりに変かえる仕し組くみを持もっているのだ。ウルトラマンの体からだにも、同おなじような仕し組くみが備そなわっているとすれば、体からだから光ひかりを出だすこと自じ体たいは不ふ思し議ぎではない。

　だが、自し然ぜん界かいの発はっ光こう生せい物ぶつたちが出だす光ひかりは、異い性せいを誘ゆう引いんしたり、餌えさをおびき寄よせたりするためのものだ。ウルトラマンが女じょ子しウケを狙ねらってスペシウム光こう線せんを発はっ射しゃしているとは思おもえないし、明あきらかに攻こう撃げき手しゅ段だんとして用もちいているから、これは珍めずらしい例れいといえるだろう。

　光ひかりに限かぎらなければ、体からだから何なにかを放はなって敵てきを攻こう撃げきする生せい物ぶつも、数かず多おおい。

　デンキウナギは、体からだから電でん気きを放はなって、餌えさとなる魚さかなを感かん電でんさせる。その電でん圧あつは家か庭てい用よう電でん源げんの１００Ｖボルトをはるかにしのぐ８００Ｖボルト。人ひとや馬うまでさえも感かん電でん死しすることがある。

　スカンクやイタチは、肛こう門もんから、猛もう烈れつな悪あく臭しゅうのする粘ねん液えきを発はっ射しゃする。よく「最さい後ごっ屁ぺ」といわれるが、ガスではないので、屁へとはいえない。これを浴あびた動どう物ぶつは、悪あく臭しゅうに苦くるしむだけでなく視し力りょくを失うしなうという。射しゃ程ていは４〜５ｍ、匂においが広ひろがる範はん囲いは、なんと半はん径けい２㎞！

　また、サバクツノトカゲは、他ほかの動どう物ぶつには毒どくとなる血けつ液えきを、場ば所しょもあろうに、目めから発はっ射しゃ！　体たい長ちょうは６〜12㎝なのに、射しゃ程ていは１ｍにも及およぶ。

　このように考かんがえれば、ウルトラマンが腕うでから放はなつモノも、実じつは光ひかりではないのでは……という気きにもなってくる。そもそも「スペシウム」とは何なんなのか？

　ひょっとして、元げん素その一ひとつではないだろうか。元げん素そとは、すべての物ぶっ質しつの元もとになっている物ぶっ質しつで、たとえば水みずは「水すい素そ」と「酸さん素そ」の２種しゅ類るいの元げん素そからできている。「鉄てつ」や「金きん」のように、１種しゅ類るいの元げん素そからできているものもある。筆ひっ者しゃが「スペシウムは元げん素そではないか」と思おもうのは、元げん素その名な前まえには、「ナトリウム」や「カルシウム」や「アルミニウム」のように、名な前まえの語ご尾びに「イウム」がつくことが多おおいからだ。

　元げん素その種しゅ類るいは、なかに含ふくまれている「陽よう子し」という小ちいさな粒つぶの数かずによって決きまっている。自し然ぜん界かいに存そん在ざいするのは、陽よう子し数すう１個この水すい素そから陽よう子し数すう92個このウランまでのなかで、２種しゅ類るいを除のぞくわずか90種しゅ類るい。むろん、このなかに「スペシウム」はない。これより陽よう子し数すうの多おおい元げん素そも、人じん工こう的てきに作つくられており、今いまのところ陽よう子し数すう百ひゃく十じゅう数すう個このものまでは見みつかっている。したがって「スペシウム」が未み知ちの元げん素そであるとすれば、陽よう子し数すうがそれ以い上じょうの重おもい元げん素そということになる。

　この点てんは重じゅう要ようだ。重おもい元げん素そは、一いっ般ぱんに寿じゅ命みょうが短みじかい。不ふ安あん定ていなため、勝かっ手てに分ぶん裂れつしてしまうのだ。なかには30分ぷんもつものもあるが、千せん分ぶんの１秒びょうで分ぶん裂れつするものもある。

　元げん素そが分ぶん裂れつすると、生せい物ぶつに有ゆう害がいな放ほう射しゃ線せんが発はっ生せいする。当とう然ぜんスペシウムも、長ながく体たい内ないに入いれておくのは危き険けんである。あ、そうか。だからウルトラマンは３分ぷん間かんしか戦たたかえないのか〜。




◆原げん理りは、電でん子しレンジと同おなじ!?

　などと妙みょうにナットクできる面めんもあるが、スペシウム光こう線せんが重おもい元げん素そを飛とばしているとしたら、発はっ射しゃするたびに放ほう射しゃ線せんがまき散ちらされることになる。それはとっても困こまるので、やはり「光こう線せん」と考かんがえて正しょう体たいを探さぐろう。この場ば合あい、注ちゅう目もくしたいのは「当あたった怪かい獣じゅうは爆ばく発はつすること」だ。

　光ひかりのなかにも、物ぶっ質しつを破は壊かいできるものはある。光ひかりの波なみの山やまと山やま、谷たにと谷たにを揃そろえて発はっ振しんするレーザーだ。目めに見みえる可か視し光こうレーザーは、出しゅつ力りょくが高たかければ、生せい物ぶつの体からだを焼やき焦こがす。目めに見みえない赤せき外がい線せんレーザーは、金きん属ぞくや岩がん石せきさえも切せつ断だんし、さまざまな工こう業ぎょう加か工こうに使つかわれている。

　ただし、レーザーの効こう果かは、狭せまい面めん積せきにエネルギーを集しゅう中ちゅうさせて、溶とかしたり焼やき切きったりすること。爆ばく発はつさせちゃったら、とても加か工こうには使つかえない。つまり、どんなに強つよいレーザーを当あてても、普ふ通つうは爆ばく発はつなど起おこらないのである。

　筆ひっ者しゃが注ちゅう目もくしたいのはマイクロ波はだ。マイクロ波はとは電でん波ぱの一いっ種しゅで、電でん子しレンジもこれを出だしている。食たべものの大たい半はんは水すい分ぶんを含ふくんでおり、マイクロ波はは水みずに吸きゅう収しゅうされて熱ねつに変かわる。だから、電でん子しレンジは食たべ物ものを加か熱ねつできるんですね。

　だが、電でん子しレンジで生なま卵たまごを加か熱ねつすると爆ばく発はつする。電でん子しレンジ以い外がいでも、サンマを焼やくと、皮かわが膨ふくらんで破は裂れつするし、ポップコーンもある種しゅのトウモロコシに熱ねつを加くわえて、破は裂れつさせたものだ。

　これらの現げん象しょうに共きょう通つう点てんするのは、硬かたい殻からや皮かわのなかで、水すい分ぶんが熱ねつを受うけて水すい蒸じょう気きになると、限げん界かいを超こえた瞬しゅん間かんに、殻からや皮かわを破やぶって、一いっ気きに急きゅう膨ぼう張ちょうするということだ。

　怪かい獣じゅうの体からだは、厚あつい皮ひ膚ふに覆おおわれている。すると、体からだのなかでスペシウム光こう線せんが水すい分ぶんを蒸じょう発はつさせれば、水すい蒸じょう気きの圧あつ力りょくで爆ばく発はつすることもあるのではないだろうか。




◆科か学がく特とく捜そう隊たいの人ひと々びとがキケン！

　スペシウム光こう線せんにマイクロ波はが含ふくまれるとしたら、それはどれほどの威い力りょくなのか。

『週しゅう刊かん ウルトラマン オフィシャルデータファイル』第だい９号ごうによれば、スペシウム光こう線せんは「50万まん℃の高こう熱ねつを発はっする」という。50万まん℃！　これは、ありとあらゆる物ぶっ質しつが蒸じょう発はつする温おん度どだ。つまり、怪かい獣じゅうの体からだは、スペシウム光こう線せんを浴あびた部ぶ分ぶんだけが、ジュワッと消しょう滅めつ！

　いやいや、消しょう滅めつさせてはいかん。スペシウム光こう線せんは、劇げき中ちゅうで怪かい獣じゅうを爆ばく発はつさせているのだ。

　だがこの問もん題だいも、スペシウム光こう線せんがマイクロ波はだとしたら、解かい決けつできる。マイクロ波はは水みずに吸きゅう収しゅうされ、金きん属ぞくで反はん射しゃされる以い外がい、たいていの物ぶっ質しつを通とおり抜ぬけるからだ。おそらくスペシウム光こう線せんは、怪かい獣じゅうの皮ひ膚ふを通とおり抜ぬけて、体たい内ないで水すい分ぶんを蒸じょう発はつさせたうえに、50万まん℃に加か熱ねつするのだろう。水みずをこんな高こう温おんにすると、体たい積せきは２３０万まん倍ばいにまで増ぞう大だいする。これは、怪かい獣じゅうも爆ばく発はつするのでは!?

　爆ばく発はつするかどうかは、蒸じょう発はつ＆加か熱ねつする水みずの量りょうによる。身しん長ちょう40ｍのウルトラマンの手ての大おおきさから計けい算さんすると、スペシウム光こう線せんが怪かい獣じゅうの体たい内ないに１ｍ入はいり込こんだだけで９００Ｌリットルの水みずが蒸じょう発はつする。たった９００Ｌリットル？　などと思おもってはいけない。これが50万まん℃に加か熱ねつされ、体たい積せきが２３０万まん倍ばいになると、直ちょっ径けい１６０ｍの球たまになるのだ。怪かい獣じゅうたちの身しん長ちょうは50ｍ前ぜん後ごだから、間ま違ちがいなく爆ばく発はつしてバラバラに！

　スゴイ威い力りょくですな〜、などと喜よろこんでもいられない。50万まん℃に加か熱ねつされた物ぶっ質しつからは、強きょう力りょくな紫し外がい線せんが出でる。いつも怪かい獣じゅうの近ちかくにいる科か学がく特とく捜そう隊たいの隊たい員いんたちは、めちゃくちゃ日ひ焼やけする！

　日ひ焼やけで済すめば、まだ幸しあわせだ。前ぜん述じゅつしたように、マイクロ波はは金きん属ぞくで反はん射しゃされる。怪かい獣じゅうのなかには、スペシウム光こう線せんが効きかない連れん中ちゅうもいたが、彼かれらの皮ひ膚ふには金きん属ぞくが含ふくまれていたのかもしれない。そのような怪かい獣じゅうたちに当あたったスペシウム光こう線せんは、どうなるのか。当とう然ぜん、跳はね返かえされて周しゅう囲いに広ひろがる。隊たい員いんたちは電でん子しレンジに入いれられたように、ホカホカ煮にえ上あがる。命いのちがあるかなあ……。

　ウルトラマンが腕うでを十じゅう字じに組くんだら、科か学がく特とく捜そう隊たいの人ひと々びとはとっとと避ひ難なんいたしましょう。
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　敵てきの襲しゅう来らいを受うけて、数すう機きのマシンが発はっ進しん。現げん場ばに到とう着ちゃくするや、空くう中ちゅうで合がっ体たいして巨きょ大だいなロボットに！　いや〜、合がっ体たいロボは、かっこいいなあ。

　その元がん祖そは、１９７４年ねんにアニメが放ほう映えいされた『ゲッターロボ』である。３機きのゲットマシンが、３通とおりに合がっ体たいして、３種しゅのロボットに変へん形けいする！

　この作さく品ひんによって「ロボットは空くう中ちゅうで合がっ体たいするもの」というイメージが生うまれ、『超ちょう電でん磁じロボ コン・バトラーＶブイ』『超ちょう電でん磁じマシーン ボルテスⅤファイブ』など、続ぞく々ぞくと合がっ体たいロボが登とう場じょうしていった。合がっ体たいするマシンの数かずも増ふえ、なかには「36身しん合がっ体たい」という悪あく役やくロボットまで現あらわれたが、さすがにやりすぎで、その後ごは落おち着ついて５機きくらいの合がっ体たいに戻もどり、現げん在ざいではスーパー戦せん隊たいシリーズに受うけ継つがれている。

　しかし、冷れい静せいに考かんがえると、飛ひ行こう中ちゅうのマシンが空くう中ちゅうで合がっ体たいするとは、乱らん暴ぼうな話はなしである。レール上じょうで行おこなう列れっ車しゃの連れん結けつでさえ、１分ぷんほどかけて慎しん重ちょうに行おこなわれるのに、空そらを飛とびながらガシンガシン合がっ体たいしちゃって大だい丈じょう夫ぶなのか？

　何なにより、乗のっている操そう縦じゅう者しゃが心しん配ぱいである。本ほん稿こうでは、元がん祖そ『ゲッターロボ』を題だい材ざいに、合がっ体たいの際さいに操そう縦じゅう者しゃがどれだけの衝しょう撃げきを受うけるかを考かんがえよう。




◆合がっ体たいすると、重じゅう量りょうが変かわる!?

　ゲッターロボは、３機きのゲットマシンが合がっ体たい・変へん形けいすることで出しゅつ現げんする。ゲットマシンには、イーグル号ごう、ジャガー号ごう、ベアー号ごうという立りっ派ぱな名な前まえがあるのだが、わかりやすさを優ゆう先せんして、ここでは１号ごう、２号ごう、３号ごうと呼こ称しょうさせていただきたい。

　この３機きが３つのパターンで合がっ体たいし、３種しゅのゲッターロボになる。組くみ合あわせは、こうだ。

　前まえから１号ごう、２号ごう、３号ごうの順じゅんに合がっ体たいすると、マッハ２で空そらを飛とぶゲッター１ワンに！

　２号ごう、３号ごう、１号ごうの順じゅんで合がっ体たいすると、地ち上じょうをマッハ３で走はしり、地ち中ちゅうを時じ速そく１８０㎞で掘ほり進すすむゲッター２ツーに！

　そして、水すい平へいに飛とぶ２号ごうの天てん井じょうに、１号ごうが垂すい直ちょくに突つき刺ささり、その後うしろから３号ごうが合がっ体たいすると、足あしがキャタピラのゲッター３スリーに！

　う〜む。バラエティに富とんでいるなあ。そのバラエティ重じゅう視しの精せい神しんは、各かくゲッターロボのスペックにも表あらわれている。『スーパーロボット画が報ほう』（竹たけ書しょ房ぼう）によれば、


ゲッター１ワン……全ぜん高こう38ｍ、重じゅう量りょう２２０ｔ

ゲッター２ツー……全ぜん高こう38ｍ、重じゅう量りょう２００ｔ

ゲッター３スリー……全ぜん高こう20ｍ、重じゅう量りょう２５０ｔ



　なんと、同おなじゲットマシンが合がっ体たいしたのに、重じゅう量りょうがバラバラである！　ゲットマシンの重じゅう量りょうは、１号ごうと２号ごうが80ｔ、３号ごうが90ｔだから、合ごう計けい２５０ｔになるはず。しかし、計けい算さんが合あっているのはゲッター３スリーだけで、他ほかの２機きは軽かるくなっている！

　物ものの重おもさは、置おき方かたや形かたちを変かえても、いくつに分わけても、一ひとつにまとめても変かわらない。この科か学がくの基き礎そともいうべき大たい切せつな法ほう則そくは、小しょう学がく３年ねんの理り科かで習ならうのに、いったいどういうコト!?

　それは、わしらゲッターファンにとっても、永えい遠えんのナゾである。本ほん稿こうのテーマは合がっ体たいの衝しょう撃げきでもあることだし、今いまはそっと胸むねにしまわせていただきたい。




◆追つい突とつ事じ故ことほぼ同おなじ！

　では、その合がっ体たいの衝しょう撃げきはどれほどか。『ゲッターロボ』を代だい表ひょうするゲッター１ワンについて考かんがえてみよう。

　操そう縦じゅう者しゃが受うける衝しょう撃げきは、マシンの重じゅう量りょうと、互たがいに接せっ近きんする速そく度どで決きまる。

　ゲットマシンの最さい大だい速そく度どは３機きともマッハ０・９＝時じ速そく１１００㎞。そんなスピードで合がっ体たいしちゃって大だい丈じょう夫ぶ!?　と心しん配ぱいになるが、重じゅう要ようなのは合がっ体たいするマシン同どう士しの「速そく度ど差さ」だ。

　国こく際さい宇う宙ちゅうステーション（ＩアイＳエスＳエス）と、物ぶっ資しを運はこぶ「こうのとり」のドッキングも、広ひろい意い味みでの空くう中ちゅう合がっ体たいと言いえるだろう。ドッキングするとき、両りょう者しゃは時じ速そく２万まん７６００㎞＝マッハ22・６で飛とんでいる。それでも安あん全ぜんにドッキングできるのは、両りょう者しゃの速そく度ど差さがわずかだからだ。

　ＪＡＸＡジャクサの発はっ表ぴょうによれば、その速そく度ど差さは１分ぷんに１〜10ｍ。計けい算さんすると、時じ速そく０・０６〜０・６㎞だ。ともに超ちょう高こう速そくで飛とんでいても、ＩアイＳエスＳエスから見みると、こうのとりは、この速そく度どでゆっくり接せっ近きんしてくる。

　ゲットマシンの合がっ体たいでも、たとえマッハ０・９で飛とんでいようと、互たがいの速そく度ど差ささえ小ちいさければ、安あん全ぜんに合がっ体たいできることになる。では、ゲッター１ワンに合がっ体たいするときの速そく度ど差さはどれほどか？　アニメの画が面めんで確かく認にんしてみよう。

　１号ごうを操そう縦じゅうする流ながれ竜りょう馬まが「チェンジ、ゲッター１ワン、スイッチオン！」と叫さけんで、レバーを引ひくと……え？　「スイッチオン！」と言いいながらレバーを？

　いや、これも胸むねにしまって話はなしを進すすめれば、レバーを引ひくと、２号ごうの背はい後ごから３号ごうが合がっ体たいする。画が面めん上じょうで２号ごうは静せい止ししているように描かかれているから、画が面めんで描びょう写しゃされた３号ごうの速そく度どが両りょう機きの「速そく度ど差さ」ということになる。

　測そく定ていすると、３号ごうは自じ分ぶんの機き体たいの長ながさだけ動うごくのに０・５秒びょうかかっている。３号ごうの全ぜん長ちょうは12ｍだから、速そく度どの差さは秒びょう速そく24ｍ＝時じ速そく86㎞！

　ええっ、そんなに大おおきな速そく度ど差さがあるの!?　２号ごうを操そう縦じゅうする神じん隼はや人とは、信しん号ごう待まちで停てい車しゃしているところに、後うしろから時じ速そく86㎞で追つい突とつされたのと同おなじ衝しょう撃げきを受うけるということだ！　むち打うち症しょうにならないか、モノスゴク心しん配ぱいです。




◆誰だれがいちばん大たい変へんだろう？

　一いち連れんの合がっ体たいのなかで、いちばん大おおきなダメージを受うけるのは、誰だれだろう？

　問もん題だいになるのはマシンの重じゅう量りょうだ。最さい初しょに合がっ体たいする２機きのうち、隼はや人とが操あやつる２号ごうは80ｔ、巴ともえ武蔵むさしの乗のる３号ごうは90ｔ。

　乗のり物ものの衝しょう突とつでは、重じゅう量りょうの軽かるいほうが大おおきな衝しょう撃げきを受うけるから、隼はや人とのほうがダメージは大おおきい。２機きのゲットマシンが接せっ触しょくしてから、さらに１ｍ動うごいて合がっ体たいが完かん了りょうするとしたら、武蔵むさしの受うけた衝しょう撃げきは重じゅう力りょくの６・５倍ばい、すなわち６・５Ｇジーであり、隼はや人とが受うける衝しょう撃げきは７・３Ｇジーだ。

　１号ごうの竜りょう馬まは、もっと大たい変へんだ。合がっ体たいして１７０ｔになった２号ごう＋３号ごうが追つい突とつしてくるのだから！

　ロボットの合がっ体たいでは、合がっ体たいするにつれてパーツはどんどん重おもくなるから、後あとで参さん加かする人ひとほど、合がっ体たい時じに受うける衝しょう撃げきは大おおきくなるわけだ。

　竜りょう馬まの場ば合あい、受うける衝しょう撃げきは９・４Ｇジー！　人にん間げんは10Ｇジー以い上じょうの衝しょう撃げきで失しっ神しんするといわれるから、竜りょう馬まは合がっ体たいによって、失しっ神しん寸すん前ぜんのダメージを受うけるだろう。マッハ０・９で飛とんでいるマシンの中なかで、操そう縦じゅう者しゃが失しっ神しんするなど、考かんがえただけで怖こわすぎる！

　この合がっ体たいでも、隼はや人とと武蔵むさしはダメージを受うける。ロボットの合がっ体たいにおいては、先さきに合がっ体たいした連れん中ちゅうは、何なん度どもダメージを受うけるのだ。それでも、隼はや人とと武蔵むさしが１号ごうとの合がっ体たいで受うける衝しょう撃げきは４・４Ｇジー。竜りょう馬まに比くらべれば半はん分ぶん以い下かにすぎない。

　う〜む、小ちいさなダメージを何なん度ども受うけるほうがいいのか、大おおきなダメージを一いち度どで済すませるほうがいいのか。

　悩なやましい問もん題だいであり、その人ひとの人じん生せい観かん次し第だいという気きもするが、衝しょう撃げきというものは、ある限げん界かいを超こえると、失しっ神しんや骨こっ折せつなど、決けっ定てい的てきなダメージを生うむ。それを思おもえば、回かい数すうは多おおくても、最さい大だいの衝しょう撃げきが小ちいさいほうがいいのかも……。

　こう考かんがえると、合がっ体たいロボの操そう縦じゅう者しゃの処しょ世せい術じゅつが見みえてくる。なるべく重おもいマシンに乗のり、早はやめに合がっ体たいすべし！　世せ界かいの平へい和わと身みの安あん全ぜんのためにも、どうかうまく世よを渡わたっていただきたい。
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「マンガばかり読よんでないで、勉べん強きょうしなさい！」と叱しかられるのは、昔むかしもいまも変かわらないと思おもうけど、１９８０年ねん代だいに描かかれた『とどろけ！ 一いち番ばん』は「受じゅ験けん勉べん強きょう」を扱あつかったマンガだった。このマンガなら、読よんでも叱しかられない……かなあ？

　この作さく品ひんのキャッチフレーズは「痛つう快かい受じゅ験けんマンガ」。大だい日にっ本ぽん進しん学がく塾じゅくに通かよう小しょう学がく生せい・轟とどろき一いち番ばんが、ライバル・常つね仁に勝まさるらと激げき闘とうしながら、難なん関かん校こう・開かい布ふ中ちゅう学がくの受じゅ験けんに挑いどむというお話はなしだ。

　ただし、机つくえに向むかって黙もく々もくと勉べん強きょうする……といった話はなしではない。それどころか、主しゅ人じん公こうの一いち番ばんが勉べん強きょうらしい勉べん強きょうをしているシーンはほとんど登とう場じょうしない。では彼かれは何なにをしているかというと、ひたすら受じゅ験けんを勝かち抜ぬくための「秘ひ技ぎ」の特とっ訓くんに明あけ暮くれているのだ！

　ここで「受じゅ験けんに秘ひ技ぎがあるの？」と眉まゆをひそめたあなたは正ただしい。「受じゅ験けんに秘ひ技ぎがあるのか！」と期き待たいしたあなたは、心こころしてこの原げん稿こうを読よみましょー。




◆勉べん強きょうよりも、まず特とっ訓くん！

　一いち番ばんは「１」と書かいたハチマキを締しめて、そこに鉛えん筆ぴつを３本ぼん挿さしている。その鉛えん筆ぴつこそ「書かいても書かいても磨すり減へらない」といわれる幻まぼろしの鉛えん筆ぴつ「四よつ菱びしハイユニ」だ。また、一いち番ばんは数かず々かずの秘ひ技ぎを身みにつけていることから、中ちゅう学がく受じゅ験けん界かいでも有ゆう名めいな存そん在ざいになっているらしい。

　一いち番ばんが最さい初しょに披ひ露ろうした秘ひ技ぎは、右みぎ目めと左ひだり目めで別べつ々べつの文ぶん章しょうを読よむという技わざで、その名なも「秘ひ技ぎ 答とう案あん二に枚まい返がえし」。これができると、たとえばテストの問もん題だい文ぶんと設せつ問もんを同どう時じに読よんで、効こう率りつよく答こたえていくことができるという！

　その技わざを目まの当あたりにしたのは、ライバル・常つね仁に勝まさる。この小しょう学がく生せいは「受じゅ験けん界かいの貴き公こう子し」の異い名みょうを持もっているのだが（なんだ、そりゃ!?）、彼かれは驚おどろきながらこう言いう。「こ……、この技わざだと、どんな問もん題だいでも２分ふん35秒びょう早はやくできるといわれている」。なんで２分ふん35秒びょうって決きまってんの!?

　それだけではない。続つづいて一いち番ばんが見みせた「秘ひ技ぎパートⅡツー 消きえる魔ましんゴッドハンド」は、答とう案あん用よう紙しに書かき込こむ指ゆび先さきが見みえない！　立たち会あっていた大だい日にっ本ぽん進しん学がく塾じゅく塾じゅく長ちょうの多た田だ元がん春ばるは「なんということだ……、あまりのスピードのために手てが消きえたように見みえるのだ。こ……、これこそ伝でん統とうある武ぶ道どう 居い合あい抜ぬきの原げん理り!!」。居い合あい抜ぬきは抜ばっ刀とう術じゅつとも呼よばれ、その真しん髄ずいは刀かたなを鞘さやから抜ぬくと同どう時じに斬きることだ。塾じゅく長ちょう、鉛えん筆ぴつに鞘さやはありません！

　これらの技わざを会え得とくするために、一いち番ばんはただならぬ情じょう熱ねつを傾かたむけていた。両りょう手てに鉛えん筆ぴつを持もって腕うで立たて伏ふせに励はげみ、時じ速そく１３０㎞で振ふり子こ運うん動どうする２つの鉄てつ球きゅうに書かかれた文も字じを、左さ右ゆうの目めで別べつ々べつに読よみ取とり……って、ホントに勉べん強きょうしないんだな、一いち番ばんは！

　また、一いち番ばんは勉べん強きょう道どう具ぐの開かい発はつにも情じょう熱ねつを注そそいでいた。前ぜん述じゅつの幻まぼろしの鉛えん筆ぴつ「四よつ菱びしハイユニ」も、自じ分ぶんで作つくったものだ。その磨すり減へらない芯しんには、特とく殊しゅ強きょう化か鋼こうと液えき体たい鉛なまりが含ふくまれていて、完かん成せいすると１ｍほどの長ながさになる。これを刀かたなのように振ふると、巻まきワラが斬きれる。

　これは大たい変へんなことである。巻まきワラが斬きれるということは、日に本ほん刀とうと同おなじ強きょう度どおよび切きれ味あじを持もっているのだろう。強きょう度どの面めんだけ考かんがえても、鉛えん筆ぴつの芯しんの太ふとさで日に本ほん刀とうと同おなじとなると、鋼こう鉄てつの３２０倍ばいも強きょう靭じんなことになる。

　現げん在ざい、最さい強きょうの物ぶっ質しつであるカーボン繊せん維いでも、強きょう度どは鋼こう鉄てつの３倍ばいくらいだというのに。こんな物ぶっ質しつを開かい発はつできるのなら、受じゅ験けんなんてしなくても、超ちょう一いち流りゅうの技ぎ術じゅつ者しゃとして世せ界かいで活かつ躍やくできるのではないかなあ。一いち番ばんは、両りょう親しんや先せん生せいとよく話はなし合あって、自じ分ぶんの将しょう来らいを考かんがえてはどうだろう。




◆逆さか立だちしながら試し験けんを受うける!?

　ついマジメに書かいてしまったが、実じつは筆ひっ者しゃは、大だい学がく在ざい学がく中ちゅうから30代だいまで、学がく習しゅう塾じゅくの講こう師しを務つとめていたのだ。そのときの習しゅう性せいで、いろいろアドバイスしたくなります。その筆ひっ者しゃでさえドギモを抜ぬかれたのが、大おお技わざ「ジャンピング ダブル ゴッドハンド」である。

　なんと逆さか立だちして「うおおお」と絶ぜっ叫きょうしながら、両りょう方ほうの手てで答とう案あん用よう紙しに書かき込こんでいく！　先さきに紹しょう介かいした「答とう案あん二に枚まい返がえし」と「消きえる魔ましんゴッドハンド」を複ふく合ごうしたうえに、逆さか立だちまで加くわわっているという神しん技ぎである。

　筆ひっ者しゃもたくさんの受じゅ験けん生せいを教おしえてきたが、こんな態たい度どで試し験けんに臨のぞむ小しょう学がく生せいは見みたことがない。しかしこの技わざ、役やくに立たつのだろうか？

　ネーミングこそ「ジャンピング」だが、マンガを読よむと一いち番ばんは試し験けん終しゅう了りょうまで同おなじ姿し勢せいを保たもち続つづけている。試し験けん中ちゅうずっと逆さか立だちしている模も様ようだ。

　このような姿し勢せいを取とると、２本ほんの鉛えん筆ぴつに全ぜん体たい重じゅうがかかる。一いち番ばんの体たい重じゅうは43㎏という設せっ定ていだから、鉛えん筆ぴつ１本ぽんに21・５㎏もの筆ひつ圧あつがかかることになる。これによって、鉛えん筆ぴつと紙かみとの摩ま擦さつ力りょくも増ぞう大だいし、書かく速そく度どが遅おそくなってしまうはずだが……。

　別べつのコマで確かく認にんすると、一いち番ばんの字じは太ふとくて汚きたない。そこで秤はかりの上うえに紙かみを置おき、筆ひっ者しゃが同おなじくらいの太ふとさで字じを書かいてみると、秤はかりは５００ｇを示しめした。すると、逆さか立だちによって、それが21・５㎏になるわけで、筆ひつ圧あつは約やく40倍ばいに上じょう昇しょうしたことになる。その分ぶん、速そく度どは40分ぶんの１に落おちたはずである。

　それでも「消きえる魔ましんゴッドハンド」を繰くり出だしている一いち番ばんの手ては、目めにも留とまらぬ速はやさで動うごいている。これはどれほどの解かい答とう速そく度どなのだろうか？

　人にん間げんの目めには見みえないという点てんから、ボクサーのパンチくらいのスピードは出でていると考かんがえよう。プロボクサーのストレートは、時じ速そく40㎞前ぜん後ご。一いち番ばんが１文も字じ書かくのに鉛えん筆ぴつを３㎝動うごかすとしたら、このスピードで手てを動うごかし続つづければ、１秒びょう間かんに３７０字じ書かけることになる。左さ右ゆうの手てを合あわせれば、７４０字じだ！

　一いち番ばんがこの速そく度どで腕うでを動うごかしながら、よどみなく解かい答とうしていったとしたら、ものすごくたくさんの問もん題だいを解といていることになる。彼かれの目もく標ひょうは開かい布ふ中ちゅう学がくという超ちょう難なん関かん校こうだったから、試ためしに筆ひっ者しゃが開かい成せい中ちゅう学がくの算さん数すうの入にゅう試し問もん題だいを１問もん解といてみると、途と中ちゅう計けい算さんで１１４個この数すう字じと記き号ごうを要ようし、４分ぷん36秒びょうかかった。でも一いち番ばんのペースなら、これを書かくのに、わずか０・１５秒びょう！

　かつて筆ひっ者しゃは学がく習しゅう塾じゅくで、まさに中ちゅう学がく受じゅ験けんの算さん数すうを教おしえていたこともある。この小しょう学がく生せいは、そんな筆ひっ者しゃより１８００倍ばいも早はやく解とけるのだ……！




◆受じゅ験けんさせてもらえません！

　だが、よく考かんがえると、「ジャンピング ダブル ゴッドハンド」は、謎なぞの技わざである。両りょう手てで同どう時じに答とう案あんを書かくなど、確たしかに人にん間げん業わざではない。鉄てつ球きゅう特とっ訓くんで鍛きたえた動どう体たい視し力りょくで、２つの問もん題だい文ぶんを同どう時じに読よみ、一ひとつの頭あたまで２つのことを考かんがえているのだろうから。

　しかし、問もん題だいを解とくには、集しゅう中ちゅう力りょくが必ひつ要ようだ。問もん題だい文ぶんの意い味みを理り解かいし、何なにがゴールかを見み極きわめ、そこへたどり着つく最さい良りょうの道みちを探さがし出だす……。これを２つの問もん題だいに対たいして同どう時じにやると、確かく実じつに時じ間かんがかかる。いくら一いち番ばんが天てん才さいでも、１問もんを単たん独どくで解とくときの５倍ばいはかかるのではないか。すると、１問もん解といてはまた１問もん……という具ぐ合あいに、一ひとつずつ片かたづけていったほうが２・５倍ばいも早はやいことになる。筆ひっ者しゃなど、２問もん同どう時じに考かんがえたら、両りょう方ほうとも永えい遠えんに解とけないだろう。

　逆さか立だちして両りょう手てで書かくと、どう考かんがえても不ふ利りなのだ。……などと、わざわざ言いう必ひつ要ようもありませんな。誰だれが考かんがえたってそうだ。

　念ねんのため、全ぜん国こく展てん開かいしている学がく習しゅう塾じゅくの先せん生せいに「受じゅ験けん生せいが、試し験けん中ちゅうにジャンピング ダブル ゴッドハンドをやり始はじめたらどうしますか？」と聞きいてみたところ「他ほかの受じゅ験けん生せいの迷めい惑わくになりますから、絶ぜっ対たいにやめさせます」というキッパリしたお答こたえでした。一いち番ばんのモーレツな特とっ訓くんも、日ひの目めを見みないということですなあ。

　そんなわけなので、『とどろけ！ 一いち番ばん』を読よんでいても、やっぱり「マンガばかり読よんでないで、勉べん強きょうしなさい！」と叱しかられると思おもいます。冒ぼう頭とうで「受じゅ験けんに秘ひ技ぎがあるのか！」と身みを乗のり出だしてしまった皆みなさん、おとなしく地じ道みちに勉べん強きょうを続つづけましょう。
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　怪かい奇き現げん象しょうに悩なやまされる人ひとが、妖よう怪かいポストに手て紙がみを入いれる。やがて「カランコロン」と鬼き太た郎ろうの下げ駄たの音おとが近ちかづいてくる……！

『ゲゲゲの鬼き太た郎ろう』は、水みず木きしげる先せん生せいが昭しょう和わ30年ねん代だいから描かき続つづけていたマンガを原げん作さくに、何なん度どもアニメ化かされてきた。マンガの初しょ期きに見みられた不ぶ気き味みな雰ふん囲い気きは抑おさえられているが、どこかのんびりした世せ界かい観かんは、アニメでも充じゅう分ぶんに活いかされている。

　その一ひとつが、鬼き太た郎ろうの移い動どう手しゅ段だんだ。冒ぼう頭とうに書かいたように、鬼き太た郎ろうは近ちかいところへは下げ駄たを鳴ならして歩あるいていく。急いそぐ場ば合あいは一いっ反たんもめんに乗のって空そらを飛とぶこともあるが、たくさんのカラスがぶら下さげたロープを束たばね、両りょう手てで握にぎってブランコのように乗のって飛とんでいくことも多おおい。せいぜいがそのくらいのスピード感かんで、それが心ここ地ちよかった。

　本ほん稿こうで注ちゅう目もくしたいのは、このカラス飛ひ行こうだ。なんだかうらやましい移い動どう方ほう法ほうではないか。われわれが一いっ反たんもめんに乗のるのは難むずかしそうだが、カラスだったら同おなじことができないだろうか。

　カラスは、鳥ちょう類るいのなかで最もっとも賢かしこいといわれ、クルミを車くるまに轢ひかせて割わったり、雪ゆきの斜しゃ面めんを滑すべって遊あそんだりする。訓くん練れん次し第だいではなんとかなるのでは……。




◆カラスの運うん搬ぱん力りょくとは？

　公こう式しき設せっ定ていによれば、鬼き太た郎ろうの体たい重じゅうは30㎏だという。これは小しょう学がく３年ねん生せい男だん子しの平へい均きんと同おなじ。軽かるいんだなあ、鬼き太た郎ろうは。

　これを運はこぶには、何なん羽わのカラスがいればいいのだろう？　１羽わのカラスがどれくらいの重おもさを運はこべるのか、ネットで調しらべたところ、鳥とりの運うん搬ぱん能のう力りょくについて、さまざまな情じょう報ほうが見みつかった。

「カラスは子こ猫ねこを運はこべる」

「カラスが大おおきなゴミ袋ぶくろを運はこぶのを見みた」

「鷲わしが子こヤギを運はこぶのをテレビで見みた」

　なかでも参さん考こうになるのは、鷹たかを飼かっている人ひとからの「鷹たかが持もち上あげられる重じゅう量りょうは、せいぜい自じ分ぶんの体たい重じゅうと同おなじぐらい」という情じょう報ほうだ。

　ここから、カラスが持もち上あげられる重じゅう量りょうも、体たい重じゅうと同おなじと考かんがえよう。

　ただし、日にっ本ぽんに定てい住じゅうするカラスには、ハシブトガラスとハシボソガラスの２種しゅがある。鬼き太た郎ろうが乗のっていたのは、どっちのカラスなのか？

　ハシブトガラスは、その名なのとおり嘴くちばしが太ふとく、澄すんだ声こえで「カアカア」と鳴なき、都と会かいに住すむ。ハシボソガラスは嘴くちばしが細ほそく、しわがれた声こえで「ガーガー」と鳴なき、農のう村そんなどに住すむ。

　鬼き太た郎ろうは、街まちから離はなれた沼ぬまのほとりに住すんでいたし、劇げき中ちゅうのカラスたちはガーガー鳴ないていたから、ここではハシボソガラスと考かんがえていいだろう。

　ハシボソガラスは、体たい長ちょう50㎝、体たい重じゅう４００〜６００ｇ、翼つばさを広ひろげた幅はばが90㎝。平へい均きん体たい重じゅうを５００ｇとすれば、１羽わのカラスは、５００ｇを持もち上あげられることになる。

　すると、体たい重じゅう30㎏の鬼き太た郎ろうを運はこぶのに必ひつ要ようなカラスは60羽ぱだ！




◆ロープの長ながさは25ｍ！

　ハシボソガラスが60羽ぱ。これだけ集あつまったら、もうガーガーガーガーうるさくてたまらないだろう。おまけに頭ず上じょうをこんなにたくさんのカラスが舞まっていたら、いつフンを落おとされるか、気きが気きではない。

　だが、そこには目めをつぶり……いや、耳みみもふさいで鼻はなも押おさえ、考かんがえるべきは、この60羽ぱをどのように操あやつれば飛とべるのか、だ。

　まず、鬼き太た郎ろうが握にぎっているロープは、カラスたちにどんな形かたちでつながれているのか？

　口くちにくわえさせると、前ぜん方ぽうだけに鬼き太た郎ろうの体たい重じゅうがかかって、バランスを失うしないかねない。体たい重じゅうがかかってもバランスが崩くずれないのは、翼つばさの真ま下したで支ささえたときだ。だからといって足あしにロープを結ゆわえつけたりすると、カラスも嫌いやがるだろう。

　そう考かんがえると、カラスたちはロープを足あしの指ゆびで握にぎっている、ということか。その場ば合あい、カラスが空くう中ちゅうでロープを放はなしたら終おわり。う〜む。カラスとの信しん頼らい関かん係けいがきわめて重じゅう要ような飛ひ行こう法ほうである。

　カラスたちの空くう中ちゅうでの配はい置ちも、とても大たい切せつだ。彼かれらは、上じょう下げバラバラに飛とぶのではなく、一ひとつの平へい面めん上じょうに並ならぶべきだろう。上じょう下げに分わかれると、上じょう段だんのカラスのロープに、下げ段だんのカラスの翼つばさがぶつかる危き険けんがあるからだ。

　また、ハシボソガラスの翼つばさの幅はばは90㎝に及およぶから、翼つばさと翼つばさをぶつけないためには、体からだの中ちゅう心しん同どう士しの間かん隔かくを１ｍは空あけねばなるまい。60羽ぱのカラスがこの間かん隔かくで円えん盤ばん状じょうに広ひろがると、その直ちょっ径けいは８・８ｍにもなる。

　そうなると、ロープにもかなりの長ながさが必ひつ要ようだ。短みじかいと、端はじっこのカラスのロープが斜ななめになり、力ちからがムダになってしまうのだ。傾かたむきを最さい大だい10度どに抑おさえるとしたら、必ひつ要ようなロープの長ながさは、なんと25ｍ！




◆タコ糸いとに命いのちを預あずける！

　う〜む、25ｍとは、８階かい建だてのビルほどの高たかさである。劇げき中ちゅうのカラス飛ひ行こうはこんなに大だい規き模ぼなものではなく、せいぜい３〜４ｍくらいのロープでやっていたような気きが……。

　しかも、25ｍともなると、ロープ自じ体たいの重おもさが無む視しできなくなる。手て元もとのロープを量はかると１ｍで42ｇ。これが25ｍだと、ああっ、１㎏と50ｇ！　ロープだけで、カラスの運うん搬ぱん能のう力りょく５００ｇを２倍ばいも超こえてしまう！

　これはもう、ロープではなく、もっと細ほそくて軽かるい紐ひもを使つかったほうがいい。

　筆ひっ者しゃのおススメはタコ糸いとだ。糸いとに支ささえられて空そらを飛とぶのは怖こわい気きもするが、手て元もとのタコ糸いとで測そく定ていすると……やたら手て元もとにいろんなモノがあるが、とにかく測そく定ていすると、１本ぽんあたり５・５㎏に耐たえた。60本ぽん集あつまれば、３３０㎏を吊つり下さげられるから、30㎏の鬼き太た郎ろうを支ささえるには充じゅう分ぶんだ。

　しかし、手て元もとのタコ糸いとの直ちょっ径けいは１・２㎜。こんなに細ほそい糸いとを、カラスは足あしでちゃんと握にぎることができるのだろうか？　爪つめに引ひっかかって、切きれたりしないのか……？　カラスとの信しん頼らい関かん係けいがますます運うん命めいを握にぎる鬼き太た郎ろうの飛ひ行こうである。

　ふーむ。カラスと心こころが通つうじていると思おもわれる鬼き太た郎ろうはともかく、われわれがカラスで飛とぶには、ベラボーな肝きもっ玉たまが必ひつ要ようみたいですぞ。
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　大だいヒットしている『進しん撃げきの巨きょ人じん』は恐おそろしいマンガである。……って、３冊さつ連れん続ぞくでまったく同おなじ書かき出だしをしたら、さすがにギャグだと思おもうでしょ？

　いやいや、本ほん当とうに怖こわいのです。なかでも今こん回かいは、その世せ界かい観かんを見み渡わたしたときに、筆ひっ者しゃがいちばん怖こわいと思おもう場ば面めんについて考かんがえてみたい。

　それは、物もの語がたりの舞ぶ台たいから１０７年ねん前まえ。人じん類るいの前まえに初はじめて巨きょ人じんたちが出しゅつ現げんし、手て当あたり次し第だいに人にん間げんを取とって食くい始はじめたときだ！

　マンガを発はっ展てんさせた小しょう説せつ版ばん『進しん撃げきの巨きょ人じん Beforeビフォー theザ fallフォール』には、こんな一いち文ぶんがある。

「人じん類るいは状じょう況きょうを何なに一ひとつ把は握あくできないまま一いっ方ぽう的てきに捕ほ食しょくされ続つづけ、総そう人じん口こうを五ご十じゅう万まん人にんにまで激げき減げんさせていった」

　これは恐おそろしい！　人じん類るいはワケがわからんうちにどんどん食たべられて、たった50万まん人にんになってしまったというのだ。想そう像ぞうすると、もうアタマが大たい砲ほうで吹ふき飛とばされたかのような災さい厄やくである。

　この状じょう況きょうに、当とう時じの人ひとたちは必ひっ死しに壁かべを作つくり始はじめ、２年ねん後ごに完かん成せい。人じん類るいはそのなかで暮くらすようになった。その後ご１００年ねん間かんは平へい穏おんだったが、５年ねん前まえに超ちょう大おお型がたの巨きょ人じんが現あらわれて壁かべを壊こわした……というのが『進しん撃げきの巨きょ人じん』の物もの語がたりなのだ。現げん在ざい進しん行こう中ちゅうの話はなしも怖こわいけど、いやあ、どう考かんがえたって１０７年ねん前まえのほうが怖こわいだろう。

　そこで本ほん稿こうでは、１０７年ねん前まえの人じん類るいがどんなにひどい目めに遭あったかを考かんがえてみよう。いや、ホントは考かんがえたくないほど怖こわいけど、その頃ころの人ひと々びとがあまりに気きの毒どくすぎるので──。




◆１０７年ねん前まえの世せ界かい人じん口こう

　巨きょ人じんが初はじめて現あらわれたのは、劇げき中ちゅう暦れき８５０年ねんから数かぞえて１０７年ねん前まえ、すなわち７４３年ねんである。その当とう時じ、『進しん撃げき』世せ界かいの人じん口こうはどれくらいだったのだろうか？

　現げん在ざい、地ち球きゅうの人じん口こうは73億おく人にんだが、これは20世せい紀きに入はいってから人じん口こうが爆ばく発はつ的てきに増ふえてきた結けっ果かだ。過か去こを遡さかのぼれば、１９００年ねんの世せ界かい人じん口こうは16億おく人にん、１８００年ねんには９億おく人にん、１６５０年ねんにはわずか５億おく人にんでしかなかった。

　このように人じん口こうが急きゅう増ぞうしてきたのは、農のう業ぎょう技ぎ術じゅつの進しん歩ぽによって食しょく料りょうが増ぞう産さんされたこと、医い学がくの発はっ達たつと普ふ及きゅうによって子こどもの死し亡ぼう率りつが下さがり、大人おとなが長なが生いきするようになったことなど、科か学がく技ぎ術じゅつの発はっ展てんによるものだ。すると『進しん撃げきの巨きょ人じん』における７４３年ねんの人じん口こうも、その時じ代だい、技ぎ術じゅつがどれほど進すすんでいたかによって推すい測そくできるだろう。そこで、物もの語がたりから読よみ取とれる８５０年ねん前ぜん後ごの状じょう況きょうを、現げん実じつ世せ界かいにおける技ぎ術じゅつの進しん歩ぽと比くらべてみよう。

　現げん実じつ世せ界かいで14世せい紀きに開かい発はつされた「金きん属ぞく製せいの大たい砲ほう」は、劇げき中ちゅうにも出でてくる。16世せい紀きに広ひろまった「メガネ」は、エレンの父ちちがかけていたし、１７９６年ねんの「ワクチン」、１８５２年ねんの「注ちゅう射しゃ器き」もエレンの父ちちが持もっていた。１８３１年ねんに発はつ明めいされた「鉄てつのワイヤー」や１８８３年ねんの「タービン」、１９００年ねんの「ガスボンベ」は、立りっ体たい機き動どう装そう置ちについている。一いっ方ぽうで、現げん実じつの世せ界かいで１８０４年ねんに造つくられた「蒸じょう気き機き関かん車しゃ」や１８３７年ねんの「電でん信しん」や１８８５年ねんの「ガソリンエンジン」などは、『進しん撃げきの巨きょ人じん』の世せ界かいには存そん在ざいしない。

　ふ〜むふむ、大たい砲ほうもメガネも注ちゅう射しゃ器きもガスボンベもある。乗のり物ものと電でん気き関かん係けいを除のぞけば、『進しん撃げきの巨きょ人じん』の世せ界かいの８５０年ねんにおける技ぎ術じゅつ水すい準じゅんは、現げん実じつ世せ界かいの１９００年ねんと同おなじぐらいと考かんがえていいだろう。すると巨きょ人じんが現あらわれた１０７年ねん前まえは、現げん実じつ世せ界かいの１８００年ねんに相そう当とうするのだろうか。だとしたら、その時じ代だい、世せ界かい人じん口こうは９億おく人にんであった。




◆最さい初しょの日ひに食くわれたのは何なん人にん？

　ここから、『進しん撃げき』の７４３年ねん、世せ界かいの人じん口こうは９億おく人にんであったと仮か定ていしよう。これが50万まん人にんにまで減へったということは……ぎょぎょぎょっ、８億おく９９５０万まん人にんが食くわれたの!?

　そ、それはいったい、どのような惨さん劇げきだったのか。

　初はじめにも記しるしたとおり、８５０年ねんから数かぞえると、巨きょ人じんの出しゅつ現げんは１０７年ねん前まえ、壁かべの完かん成せいは１０５年ねん前まえ。劇げき中ちゅうの説せつ明めいによれば、壁かべの建けん設せつが始はじまったのは、人じん類るいの大たい半はんが食くい尽つくされたあとだというから、たった２年ねんのあいだに、人じん類るいがほぼ全ぜん滅めつするという大だい事じ件けんが発はっ生せいし、壁かべの建けん設せつという大だい事じ業ぎょうが行おこなわれたことになる。壁かべを作つくっているあいだにも巨きょ人じんに襲おそわれて、食たべられたりした人ひとがいっぱいいたんだろうなあ。想そう像ぞうするだけでオソロシか〜。

　９億おく人にんが２年ねん間かんで50万まん人にんに減げん少しょうするまでに、人じん口こうはどういう減へり方かたをしていったのだろうか？　魚さかなの乱らん獲かくで生せい息そく数すうが減へると、漁ぎょ獲かく量りょうも減へるように、人にん間げんも最さい初しょのうちはどんどん食くわれたが、人じん口こうが減へるにしたがって、１日にちに食くわれる人にん数ずうも少すくなくなっていったと考かんがえられる。

　このパターンで９億おく人にんが７３０日にちで50万まん人にんになったということは、人じん類るいは毎まい日にち１・０２％ずつ数かずを減へらしていった計けい算さんになる。最さい初しょの１日にちに食くわれた人にん数ずうは９１９万まん４千せん人にん！　ぎょへ〜っ、そんなに!?

　しかも、これは１日にちだけで終おわる話はなしではない。２日か目めは９１０万まん人にん、３日か目めは９０１万まん６千せん人にん、４日か目めは８９１万まん３千ぜん人にんと被ひ害がい者しゃの人にん数ずうは少すこしずつ減へらしながらも、この惨さん劇げきが７３０日にち間かん続つづくのである……！
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◆巨きょ人じんはどんだけ現あらわれたのか？

　劇げき中ちゅう暦れき７４３年ねんのある日ひ、大おお勢ぜいの巨きょ人じんがいきなり出しゅつ現げんし、人じん類るいを猛もう然ぜんと食くい荒あらし始はじめた。その日ひ、いったい何なん体たいの巨きょ人じんが現あらわれたのだろうか。

　単たん純じゅんな数すう字じのシミュレーションだが、初しょ日にちに９１９万まん人にんが食たべられたと推すい定ていされるのだから、巨きょ人じんの胃いの容よう積せきがわかれば、その日ひに出しゅつ現げんした巨きょ人じんの人にん数ずうもわかるはずである。巨きょ人じんが人にん間げんを食たべるのはただ殺さつ戮りくのためで、消しょう化かして栄えい養ようにするわけではない。だが、いったん胃いに入いれるのは確たしかなので、あのヒトタチの胃いの容よう量りょうを考かんがえよう。

　筆ひっ者しゃが生しょう涯がい最さい大だいの満まん腹ぷくを覚おぼえたのは、ギョウザ60個こを30分ぷんで食たべたときだった。あるお店みせの前まえで「ギョウザ60個こを30分ぷんで食たべたら無む料りょう」という貼はり紙がみが目めについてどうしても食たべたくなり、おカネもないのに挑ちょう戦せんしてしまったのだ。幸こう甚じんにも27分ふんで成せい功こうしたが、ギョウザ60個ことは１・５㎏である。死しぬかと思おもった〜。

　この筆ひっ者しゃの体たい験けんをもとに、胃いの容よう量りょうは体からだの大おおきさに比ひ例れいすると考かんがえ、人にん間げんの体たい重じゅうを老ろう若にゃく男なん女にょ合あわせて平へい均きん50㎏として計けい算さんすると、４ｍ級きゅう、７ｍ級きゅう、15ｍ級きゅうの巨きょ人じんたちが満まん腹ぷくするのは、次つぎの量りょうおよび人にん数ずうを食たべたときだと考かんがえられる。


巨きょ人じんの大おおきさ　　満まん腹ぷくする重じゅう量りょう　　　満まん腹ぷくする人にん数ずう

４ｍ級きゅう　　　　　21㎏　　　　　　　０・４人にん

７ｍ級きゅう　　　　　１１２㎏　　　　　２・２人にん

15ｍ級きゅう　　　　　１・１ｔ　　　　　22人にん



　なんだ、４ｍ級きゅうは人にん間げん１人ひとりも食たべられないのか〜、などとホッとしている場ば合あいではない。数すう字じの上うえでは０・４人にんでも、その人ひとが死しぬことに変かわりはないのだ。そのうえ、巨きょ人じんの食しょく人じん量りょうが意い外がいに少すくないということは、それだけたくさんの巨きょ人じんが現あらわれたはず、という計けい算さんになる！

　マンガでは、体からだの小ちいさな巨きょ人じんほど、数かずが多おおい傾けい向こうが見みられる。そこで、７ｍ級きゅうは15ｍ級きゅうの２倍ばい、４ｍ級きゅうはそのまた２倍ばいいると仮か定ていしよう。その場ば合あい、最さい初しょの１日にちに９１９万まん人にんを食くい尽つくした巨きょ人じんの数かずは、15ｍ級きゅう32万まん８千せん体たい、７ｍ級きゅう65万まん６千せん体たい、４ｍ級きゅう１３１万まん２千せん体たい、総そう勢ぜい２３０万まん体たい！　んぎょ〜〜〜〜〜〜〜〜〜。

　なんと巨きょ人じんは、現げん存そんする人じん類るい50万まん人にんの４倍ばい以い上じょうもいる！　そして、巨きょ人じんはうなじを切きられないかぎり死しなないのだから、いまもこの大だい軍ぐん勢ぜいが、虎こ視し眈たん々たんと人じん類るいを狙ねらっているはずなのだ……！

　ああ、怖こわい。本ほん当とうに怖こわいな『進しん撃げきの巨きょ人じん』。その怖こわさが面おも白しろいんだけど。
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　空くう想そう科か学がくの世せ界かいにすごい女じょ性せいは何なん人にんもいらっしゃるが、筆ひっ者しゃが心こころから驚きょう嘆たんするのは『地ち球きゅう戦せん隊たいファイブマン』に登とう場じょうされた星ほし川かわ緑みどりさんだ。

　スーパー戦せん隊たいシリーズ14作さく目めにあたるこの作さく品ひん、背はい景けいの世せ界かい観かんがまことに壮そう大だいであった。物もの語がたりの舞ぶ台たいから28年ねん前まえ、星ほし川かわ博士はかせと妻つまの緑みどりさんは、悪あくの銀ぎん帝てい軍ぐんゾーンに滅ほろぼされた星ほしに緑みどりをよみがえらせたいと考かんがえ、夫ふう婦ふ２人ふたりでシドン星せいに移い住じゅうした。ゾーンに襲おそわれたシドン星せいは、住じゅう民みんがほぼ全ぜん滅めつしただけでなく、その大だい地ちには一いっ本ぽんの植しょく物ぶつさえ生はえなくなっていたのだ。

　星ほし川かわ夫ふ妻さいは、シドン星せいで５人にんの子こどもを生うみ育そだてながら、８年ねんの歳さい月げつをかけて、ようやくシドンの花はなを咲さかせることに成せい功こうした。それは真まっ白しろな、大たい輪りんの花はなであった。

　ところがある日ひ、銀ぎん帝てい軍ぐんゾーンが再ふたたび襲しゅう来らい。せっかく咲さいたシドンの花はなを焼やき払はらい、生いき残のこっていたシドン人じんの子こどもたちを殺さつ害がいする。星ほし川かわ夫ふ妻さいは、ロボットのアーサーＧジー６シックスに５人にんの子こどもたちを宇う宙ちゅう船せんで地ち球きゅうに帰かえすように言いい残のこし、自じ分ぶんたちは爆ばく発はつに巻まき込こまれてしまう……。

『地ち球きゅう戦せん隊たいファイブマン』の舞ぶ台たいは、それから20年ねん後ご。アーサーＧジー６シックスに地ち球きゅうで育そだてられた５人にんの子こどもたちは、全ぜん員いんがニュータウン小しょう学がっ校こうの先せん生せいになっていた。そこへ銀ぎん帝てい軍ぐんゾーンが襲しゅう来らい、５人にんはファイブマンとして戦たたかうことになる……という物もの語がたりだ。

　つまり、ここで紹しょう介かいしたい星ほし川かわ緑みどりさんというのは、主しゅ人じん公こうたちのお母かあさんで、物もの語がたりの最さい重じゅう要よう人じん物ぶつというわけではない。でも、すごくないですか、その経けい歴れき!?　夫ふう婦ふ２人ふたりだけで他ほかの星ほしに移い住じゅう！　目もく的てきは、滅ほろんだ星ほしの再さい生せい！　そこで出しゅっ産さん＆子こ育そだて！

　これらに加くわえ、かつて学がく習しゅう塾じゅくの講こう師しをしていた筆ひっ者しゃとしては、「５人にんの兄きょう弟だいが揃そろって同おなじ小しょう学がっ校こうの先せん生せいになるなんて、教きょう育いく委い員いん会かいはどういう人じん事じをしているのか？」とか「双ふた子ごのレミと文ふみ矢やは20歳さいなのに、教きょう職しょく員いん免めん許きょが取とれるのか？」など、教きょう育いく関かん係けいの面めんでもいろいろ気きになるのだが、いま考かんがえたいのはそれではない。

　ファイブマンの母はは親おやの緑みどりさんのがんばりに注ちゅう目もくしながら、宇う宙ちゅう生せい活かつの過か酷こくさを考かんがえよう。




◆シドン星せいに産さん婦ふ人じん科かはない！

　星ほし川かわ緑みどりさんは、夫おっとと２人ふたりきりで、滅ほろんだ星ほしへ移い住じゅうした──。

　これは大たい変へんなことである。炊すい事じ、洗せん濯たく、掃そう除じといった日にち常じょうの家か事じも、環かん境きょうの違ちがう星ほしにおいては、重じゅう労ろう働どうになる。電でん気きもガスも水すい道どうもないのだから。夫おっとと協きょう力りょくし、川かわで水みずを汲くみ、山やまから薪たきぎを取とってきて……あっ、シドン星せいには植しょく物ぶつが生はえていないのだから、薪たきぎもない！

　何なにより苦く労ろうしたのは、子こどもを５人にんも生うんで育そだてたことだろう。当とう然ぜん、シドン星せいには産さん婦ふ人じん科かの医い者しゃもいないし、病びょう院いんもない。そんな環かん境きょうで子こどもを生うんだということは、赤あかん坊ぼうを取とり上あげ、へその緒おを切きり、産うぶ湯ゆを使つかわせたのは、夫おっとの星ほし川かわ博士はかせか、ロボットのアーサーＧジー６シックス……しかいないよなあ。

　さらに心しん配ぱいなのは、食たべるものはあったのかということだ。シドン星せいには植しょく物ぶつがないのだから、自じ分ぶんたちで農のう作さく物もつを作つくるしかない。ところが、８年ねん目めにやっとシドンの花はなが咲さいたということは、それまで農のう作さく物もつは一いっ切さい作つくれなかったわけである。

　当とう然ぜん、食しょく事じはすべて、地ち球きゅうから持もっていった食しょく材ざいでやりくりするしかなかっただろう。人にん間げんが１日にちに食たべる食しょく物もつの量りょうは１・６㎏と言いわれるから、夫ふう婦ふの分ぶんだけで８年ねんで９・４ｔ。これだけの食しょく料りょうを８年ねんも備び蓄ちくして、腐くさらなかったのだろうか？

　実じつは、それだけは心しん配ぱいない。地ち球きゅうでは、植しょく物ぶつが太たい陽ようの光ひかりを浴あびて養よう分ぶんを作つくり出だし、それを草そう食しょく動どう物ぶつが食たべ、さらにそれを肉にく食しょく動どう物ぶつが食たべて生いきている。そして、キノコやカビなどの菌きんと、大だい腸ちょう菌きんや乳にゅう酸さん菌きんなどの仲なか間まの細さい菌きんが、動どう植しょく物ぶつの糞ふんや死し骸がいを分ぶん解かいすることで生いきている。分ぶん解かいされたものは、土つちにかえって植しょく物ぶつの肥ひ料りょうになる。こうして、植しょく物ぶつ、動どう物ぶつ、菌きん、細さい菌きんは、それぞれが自じ分ぶんの役やく割わりを果はたしつつ、生せい態たい系けいを成なり立たたせ、そのなかで生いきている。

　ところが、シドン星せいには植しょく物ぶつがない。ということは、動どう物ぶつも菌きんも細さい菌きんも生いきられない！　食たべ物ものが腐くさるというのは、菌きんや細さい菌きんが食たべ物ものを分ぶん解かいするということだから、これらがいなければ、刺さし身みだろうと、牛ぎゅう乳にゅうだろうと、腐くさることはないのである。

　わーい、ラッキー！　などと喜よろこんでいる場ば合あいではない。菌きんや細さい菌きんがいなければ、味み噌そや醤しょう油ゆや納なっ豆とうやチーズやヨーグルトなどの発はっ酵こう食しょく品ひんが作つくれない。星ほし川かわ一いっ家かのシドン星せいでの食しょく生せい活かつは、とても味あじ気けなかっただろうと思おもわれる。

　そして、食たべ物ものが腐くさらないということは、生なまゴミもいつまでもそのままで、土つちにかえらない。それはすなわち、植しょく物ぶつを育そだてるための肥ひ料りょうがないということだ。星ほし川かわ博士はかせは、そんな環かん境きょうでどうやって星ほしをよみがえらせようとしていたのかなあ？
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◆大だい丈じょう夫ぶか、この旦だん那なさん!?

　この星ほし川かわ博士はかせは、ちょっと不ふ思し議ぎなヒトでもある。

　たとえば、彼かれはシドンの花はなが咲さいた畑はたけに「星ほし川かわ緑りょっ化か試し験けん農のう場じょう」という看かん板ばんを立たてていた。シドン星せいに、人にん間げんは自じ分ぶんとその家か族ぞくしかいないのに、それはいったい誰だれに見みせるための看かん板ばんなのだろう？

　そもそも、滅ほろんだ星ほしを夫ふう婦ふでよみがえらせるとは、あまりの大たい望もうだ。前ぜん述じゅつしたように、生せい物ぶつは一いっ種しゅだけでは生いきられない。さまざまな動どう植しょく物ぶつや、菌きんや細さい菌きんが必ひつ要ようだ。それはシドン星せいにはいないのだから、当とう然ぜん、地ち球きゅうから持もっていくしかないだろう。それで８年ねん後ご、シドンの花はなだけが咲さいたということは、他ほかの生せい物ぶつたちはいったいどうしちゃったのか。

　そのたった一いっ種しゅ類るいの花はなが咲さいたとき、星ほし川かわ博士はかせは言いった。「花はなが咲さいたということは、実みがなるんだよ」。

　いや博士はかせ、喜よろこぶのはまだ早はやいと思おもいます。シドンの花はなのように目め立だつ花はなをつける植しょく物ぶつは、昆こん虫ちゅうに花か粉ふんを運はこんでもらわないと受じゅ粉ふんができず、実みもならない。その意い味みでも、星ほしをよみがえらせるためには、たくさんの生せい物ぶつが必ひつ要ようなのだ。

　昆こん虫ちゅうのいない星ほしで実みをならせるには、筆ふでなどでおしべの花か粉ふんをめしべにつける「人じん工こう授じゅ粉ふん」をする必ひつ要ようがある。それで実みがなっても、芽めが出でて花はなが咲さいたら、また人じん工こう授じゅ粉ふん。いくら繰くり返かえしてもシドンの花はなが咲さくだけで、自し然ぜんがよみがえるわけではない……。

　こんな博士はかせと未み知ちの星ほしへ行いって、大たい変へんな苦く労ろうをしたであろうに、心こころが折おれなかった星ほし川かわ緑みどりさん。筆ひっ者しゃは彼かの女じょをこよなく尊そん敬けいする。でも、みなさんはマネしないほうがいいと思おもうな〜。
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　優やさしいおじいさんは、ケガをした雀すずめを助たすけてかわいがった。[image: ]雀すずめのお宿やどで、おじいさんが小ちいさなつづらを選えらぶと、中なかには金きん銀ぎん財ざい宝ほうがぎっしり！

　意い地じ悪わるなおばあさんは、雀すずめの舌したを切きって追おい出だす。[image: ]雀すずめのお宿やどで、おばあさんが大おおきなつづらを選えらぶと、中なかにはお化ばけがどっちゃり！

　この昔むかし話ばなしを知しらない人ひとはいないだろう。われわれは『舌した切きり雀すずめ』によって「因いん果が応おう報ほう」を教おしえられたのだ。よい行おこないをした人ひとにはよい報むくいがあり、悪わるいことをした人ひとには悪わるい報むくいがある、と。

　それはよいのだが、不ふ可か解かいである。雀すずめをかわいがるおじいさんと、その舌したを切きるおばあさん。小ちいさなつづらを選せん択たくするおじいさんと、大おおきなつづらをほしがるおばあさん。この夫ふう婦ふ、やることなすこと正せい反はん対たいだ。何なん十じゅう年ねんもいっしょに暮くらしてきただろうに、ここまで性せい格かくが違ちがって、何なにか問もん題だいはなかったのだろうか。

　本ほん稿こうでは『舌した切きり雀すずめ』を通つうじて、夫ふう婦ふのあり方かたを考かんがえよう。つばさ文ぶん庫こで語かたるべきテーマなのかなあ？　という気きもするが、これは人じん生せいにおいて重じゅう要ような問もん題だいである。




◆問もん題だいはどこにあるのか？

　おちょん。

　おじいさんがかわいがっていた雀すずめの名な前まえである。足あしをケガして動うごけなくなっていたところを、おじいさんが連つれ帰かえり、傷きずの手て当あてをしてあげたのだ。

　ところが、この雀すずめの舌したを、おばあさんがハサミで切せつ断だん！　おばあさんが作つくっておいた糊のりを、おちょんがすっかり舐なめてしまったため、それに腹はらを立たてての懲ちょう罰ばつであった。

　おばあさんは、こうして雀すずめを追おい出だしてしまったが、それを知しったおじいさんはおちょんの身みを案あんじて探さがしに出でかける。「舌した切きり雀すずめ、お宿やどはどこだ」と叫さけび続つづけながら尋たずね歩あるいて、雀すずめのお宿やどを発はっ見けん。おちょんと再さい会かいし、雀すずめたちにご馳ち走そうや踊おどりでもてなされ、帰かえりにはおみやげもいただいて……というのが、物もの語がたりの前ぜん半はんである。

　トラブルの発ほっ端たんは、おちょんが糊のりを食たべてしまったことにある。その糊のりは、洗せん濯たくした着き物ものにパリッと型かたをつけるための洗せん濯たく糊のりで、昔むかしは小こ麦むぎ粉こをお湯ゆで溶とかして作つくった。麦むぎは雀すずめの大だい好こう物ぶつで、お湯ゆに溶とかしてあれば消しょう化かもいい。雀すずめが喜よろこんで食たべるのは当とう然ぜんであろう。

　ただし、絵え本ほんの挿さし絵えを見みると、おちょんはドンブリ一いっ杯ぱいの糊のりを舐なめ尽つくしている。明あきらかに食たべすぎだ。空そらを飛とぶ鳥とりは、胃いも小ちいさく、腸ちょうも短みじかいが、これはあまり多おおくの食しょく物もつを体たい内ないに蓄たくわえないため。ドンブリ一いっ杯ぱいも食たべたがゆえに、おちょんは飛とべなくなり、簡かん単たんにおばあさんにつかまってしまった可か能のう性せいもある。う〜む、この昔むかし話ばなしからは「自じ業ごう自じ得とく」も学まなべますな。

　この動どう物ぶつ虐ぎゃく待たいが行おこなわれたのは、おじいさんが家いえを留る守すにしているときだった。帰かえってきてみれば、おちょんはいない。おばあさんに聞きけば、平へい然ぜんとこう言いうではないか。「大たい切せつな糊のりを舐なめてしまったから、舌したを切きって追おい出だしましたよ」。これに対たいして、おじいさんはどうしたか？

『昔むかしばなし１００話わ』（主しゅ婦ふと生せい活かつ社しゃ）では、

「なんで、そんなひどいことを……」。おじいさんは、すずめのことが心しん配ぱいでなりません。

『舌した切きり雀すずめ』（講こう談だん社しゃ）では、無む言ごんのまま、

　おじいさんは、こすずめのことがしんぱいで、夜よるもねむれませんでした。

　ええっ、おじいさん、叱しからないんですか？

「なんてことするんだ！」とか「おちょんを探さがしてこい。見みつかるまで帰かえってくるな！」とか、そのくらい言いってもいいと思おもうんだケド。

　おじいさんは、弱よわ腰ごしすぎる。言いいたいことも言いわない。ここに『舌した切きり雀すずめ』の悲ひ劇げきを招まねいた遠えん因いんがあるのではないかなあ。




◆違ちがうからこそ、うまく行いく

　彼かれに比くらべると、おばあさんはまことにキッパリとしている。

　雀すずめが糊のりを食たべたから、罰ばつを与あたえて追おい出だした。夫おっとがかわいがっていた雀すずめであり、懲ちょう罰ばつも過か剰じょうだったかもしれないが、気きにする様よう子すはない。おじいさんに「おちょんはどうした？」と聞きかれても、事じ実じつを堂どう々どうと述のべる。ここ、陰いん湿しつなヒトだったら「おちょん？　さあ、新あたらしい友とも達だちでもできたんじゃございませんこと？」とシラを切きりそうな場ば面めんである。筆ひっ者しゃはわりと好すきだなあ、こういう竹たけを割わったような性せい格かくの人ひと。

　こんなおばあさんが、大おおきなつづらを選えらんだからといって、誰だれにとがめられよう。おじいさんが持もち帰かえった小ちいさなつづらには、金きん銀ぎん財ざい宝ほうがぎっしり詰つまっていた。そして「大おおきなつづらもあった」と聞きかされれば「そっちには、さらに大たい量りょうのお宝たからが入はいっていたはず」と考かんがえるのは、まことに当とう然ぜんのことである。

　だいたい、「小ちいさなつづらには宝たから物ものを、大おおきなつづらには化ばけ物ものを」という雀すずめのお宿やどサイドの姿し勢せいはどうなのか？　おじいさんが「せっかくのおみやげだから、大おおきなつづらをいただこうかのう」などと言いい出だしたら、どうするつもりだったのだろう。選えらばせておいて「いや、おじいさん、そっちはやめたほうが……」などと言いい出だしたのでは、めちゃくちゃ気きまずくなるぞ。

　ややっ。いつの間まにか、おばあさんを高たかく評ひょう価かして、雀すずめのお宿やどを非ひ難なんしているが、おばあさんがひどい動どう物ぶつ虐ぎゃく待たいをしたことは間ま違ちがいない。雀すずめのお宿やどに乗のり込こんで、接せっ待たいも断ことわり、土産みやげのつづらだけを要よう求きゅうする厚あつかましさも、人ひととして恥はずかしい。

　だが、おばあさんがおじいさんと同おなじ性せい格かくだったら、どうなっていたか。たとえば、隣となりの人ひとが「米こめを貸かしてくれ」と言いってくれば、このおじいさんは「好すきなだけ持もっていきなさい」と言いうだろう。それに加くわえておばあさんが「味み噌そも醤しょう油ゆも持もっていきなさい」などと言いったりしたら、家か計けいはたちまち破は綻たんする。この夫ふう婦ふは性せい格かくが極きょく端たんに違ちがっていたからこそ、何なん十じゅう年ねんも暮くらしてこられたのだ。

『舌した切きり雀すずめ』の物もの語がたりは、大おおきなつづらから多た数すうのお化ばけが現あらわれて、肝きもをツブしたおばあさんが深ふかく反はん省せいし、これ以い降こうは優やさしくなったという「ハッピーエンド」を迎むかえるが、本ほん当とうにハッピーかなあ？　おばあさんは、あまりおじいさん寄よりの性せい格かくにならないほうがいいと思おもう。

　いやはや、夫ふう婦ふ関かん係けいというのは、まことに奥おく深ぶかい……って、あら。やっぱり、つばさ文ぶん庫こに収しゅう録ろくする原げん稿こうとしてはどうなんだ!?　という内ない容ようになってしまいましたか。めでたし、めでたし。

[image: ]







[image: ]




　筆ひっ者しゃが子こどもの頃ころに、書しょ店てんの棚たなにずらりと並ならんでいた「怪かい獣じゅう図ず鑑かん」には、怪かい獣じゅうや宇う宙ちゅう人じんの詳しょう細さいな情じょう報ほうが記しるされていた。本ほんによって違ちがうこともあったけど、基き本ほん的てきな項こう目もくは、①身しん長ちょう、②体たい重じゅう、③出しゅっ身しん地ち、④得とく意い技わざ、⑤弱じゃく点てん……の５つ。なので、子こどもの頃ころは「図ず鑑かんというのはこれらが載のっているもの」と思おもい込こんでいた。

　だが、昆こん虫ちゅう図ず鑑かんや動どう物ぶつ図ず鑑かんには「体たい長ちょう」や「生せい息そく地ち」「特とく徴ちょう」などは載のっているものの、「得とく意い技わざ」や「弱じゃく点てん」という項こう目もくはない。あれらは怪かい獣じゅう図ず鑑かんならではの項こう目もくだったのか〜。

　このうち、「弱じゃく点てん」については『ジュニア空くう想そう科か学がく読どく本ほん④』で紹しょう介かいしたので、今こん回かいは「得とく意い技わざ」に注ちゅう目もくしてみよう。

　怪かい獣じゅうたちは、必かならず一ひとつはズバ抜ぬけた能のう力りょくを持もっているらしいのだが、それはどれほどスゴいのか？　科か学がく的てきに考かんがえてみると、実じつはとっても微び妙みょうだったりするのである。




◆その能のう力りょくは日ひの目めを見みない！

　たとえば、バルタン星せい人じんの得とく意い技わざとは、何なにか？　宇う宙ちゅう忍にん者じゃとも呼よばれるこの宇う宙ちゅう人じんは、分ぶん身しんしたり、手てのハサミからミサイルを発はっ射しゃしたりするのだが、怪かい獣じゅう図ず鑑かんにはこんなことがサラリと書かいてある。

「１万まんｍ先さきのコメツブが見みえる」

　え〜っ、それ、どんな視し力りょくなの!?　１万まんｍといえば、東とう京きょうでは上うえ野のから品しな川がわまでの距きょ離り。上うえ野の動どう物ぶつ園えんで親おや子こ連づれが幸しあわせそうにおにぎりを食たべているとき、そのゴハンの一ひと粒つぶ一ひと粒つぶが、品しな川がわから識しき別べつできるというのだ。

　現げん実じつの視し力りょく検けん査さを参さん考こうに計けい算さんすると、バルタン星せい人じんの視し力りょくは、なんと６００！　人にん間げんの視し力りょくは、最さい高こうで４くらいではないかと言いわれているから、バルタン星せい人じんは、その１５０倍ばいも目めがいいことになる。さすがウルトラマンの宿しゅく敵てきだ！

　このくらいで驚おどろいてはいけない。もっとすごい視し力りょくの持もち主ぬしもいる。

『ウルトラマンタロウ』に出でてきた、うす怪かい獣じゅうモチロンは、なんと５万まん㎞離はなれたモチを発はっ見けんできるという。モチの直ちょっ径けいを５㎝とするならば、その視し力りょくは、計けい算さんしてビックリ、30万まんだ！

　この驚きょう異い的てきな視し力りょくは、戦たたかいや普ふ段だんの生せい活かつに役やく立だつのだろうか？

　モチロンは、月つきから地ち球きゅうにやってきた。目もく的てきはモチロン、モチを食たべることだ。だが、彼かれの身しん長ちょうは58ｍで、その目めはウスの形かたちをした胴どう体たいの真まん中なかについているから、目めの高たかさは35ｍほどと思おもわれる。

　そんなモチロンが地ち上じょうに立たつと、視し力りょくがどんなによくても、21㎞以い上じょう離はなれたところは、地ち球きゅうの丸まるみに隠かくれてしまって、見みえない！　５万まん㎞離はなれたモチが見みえるはずなのに、その能のう力りょくの４万まん９９７９㎞分ぶんは宝たからの持もち腐ぐされということだ。

　では、月つきにいるときは役やく立だつのか？　月げつ面めんから地ち球きゅうのモチを発はっ見けんしようにも、月つきから地ち球きゅうまでの距きょ離りは38万まん㎞。今こん度どは、５万まん㎞の視し力りょくでは足たりない！　オビに短みじかし、タスキに長ながし、とはモチロンのことですなあ。

　視し力りょくについては、大おおダコ怪かい獣じゅうタガールも哀かなしい。

　この怪かい獣じゅうも『ウルトラマンタロウ』に出でてきたのだが、彼かれの自じ慢まんは「２万まんｍの深しん海かいでも、１万まんｍ先さきが見みえる」こと。深しん海かいには太たい陽ようの光ひかりはまったく届とどかないから、これは確たしかにすごい能のう力りょくだ。

　ところが、地ち球きゅうで最もっとも深ふかいマリアナ海かい溝こうでさえ、水すい深しんは１万まん９２４ｍ。タガールはマリアナ海かい溝こうをあと９０７６ｍ掘ほり下さげなければ、実じつ力りょくを発はっ揮きできない。

『帰かえってきたウルトラマン』に登とう場じょうしたキングマイマイの視し力りょくもすごい。なんと10万まん㎞彼方かなたが見みえるという。

　だが、地ち球きゅう１周しゅうは４万まん㎞。たとえ地ち球きゅうの裏うら側がわを見みることができたとしても、地ち上じょうでこの能のう力りょくを最さい大だいに発はっ揮きできる機き会かいはない。

　ならば、これは宇う宙ちゅう空くう間かんの敵てきを発はっ見けんするための視し力りょくなのか？　しかしカワイソウなことに、コイツは蛾がの怪かい獣じゅうなのだ。いくら羽はばたいても、高こう度ど数すう百ひゃっ㎞の大たい気き圏けん外がいに出でると空くう気きはなく、羽はねはカラ振ぶりするばかり。決けっして宇う宙ちゅうに行いけない。その優ゆう秀しゅうな視し力りょくで宇う宙ちゅうに敵てきを発はっ見けんしても、どうすることもできないキングマイマイ……。

　輪わをかけて気きの毒どくなのが、同おなじく『帰かえってきたウルトラマン』に現あらわれたロボネズである。彼かれの自じ慢まんは、２万まん㎞彼方かなたに落おちた針はりの音おとを聞きき分わけられることだ。

　２万まん㎞といえば、地ち球きゅうの反はん対たい側がわだ。確たしかに悪あく魔ま的てきな地じ獄ごく耳みみだが、音おとが伝つたわるにも時じ間かんがかかる。秒びょう速そく３４０ｍで進すすむ音おとが、２万まん㎞離はなれたロボネズの耳みみに届とどくまでに、16時じ間かん20分ぷん！

　ロボネズが地ち球きゅうの裏うら側がわの音おとを聞きいて、何なにか重じゅう大だいな事じ実じつを知しったとしても、それは半はん日にち以い上じょう前まえの出で来き事ごとなのだ。しかも、空そらを飛とべないネズミのロボット。マッハ１で走はしれたとしても、やはり16時じ間かん20分ぷんかかる。現げん場ばに着ついたときには、すべてが32時じ間かん40分ぷん前まえに終おわっている！

　これをムダ足あしと言いわずになんと言いう？




◆ジャイアント馬ば場ばの５万まん倍ばい！

　かつての怪かい獣じゅう図ず鑑かんに必かならず載のっていたのが、「巨きょ大だいな建けん造ぞう物ぶつや強つよい人にん間げんとの比ひ較かく」だった。

　建けん造ぞう物ぶつで、よく比ひ較かくの対たい象しょうにされたのは黒くろ部べダムだ。このダムを、化か石せき怪かい獣じゅうステゴンはコナゴナにし、魔ま神じん怪かい獣じゅうコダイゴンはバラバラにし、ナックル星せい人じんはパンチで穴あなを空あけるという。

　確たしかにすごい力ちからだが、黒くろ部べダムは工こう事じに16年ねんの歳さい月げつをかけ、延のべ９９０万まん人にんが工こう事じに参さん加かし、１７１人にんもの犠ぎ牲せい者しゃを出だして、ようやく完かん成せいした日に本ほんが誇ほこる巨きょ大だいダム。水みずをせき止とめる堤つつみの高たかさは日にっ本ぽん一いちの１８６ｍ。貯ちょ水すい量りょうは２億おくｔ。

　絶ぜっ対たいに壊こわさないでもらいたいが、もし壊こわしたら、本ほん人にんたちも無ぶ事じでは済すまない。体たい重じゅう１万まん３千ぜんｔのステゴンがコナゴナにしたり、３万まん８千せんｔのコダイゴンがバラバラにしたりしたら、両りょう者しゃとも一いっ瞬しゅんで崩くずれ落おちる２億おくｔの水みずに押おし流ながされるだろう。パンチで穴あなを空あける体たい重じゅう２万まんｔのナックル星せい人じんなど、鉄てっ砲ぽう水みずに打うたれてぶっ飛とんでいく。自じ慢まんするのはいいが、その後あとで自じ分ぶんたちがどうなるかも考かんがえよう。

　人にん間げんとの比ひ較かくもたいへん興きょう味み深ぶかい。たとえば『帰かえってきたウルトラマン』に登とう場じょうしたモグネズンは、キックボクシングのチャンピオン・沢さわ村むら忠ただしの１万まん倍ばいのキック力りょくを誇ほこるという。

　沢さわ村むら忠ただしは、１９７０年ねん前ぜん後ごに人にん気きを博はくしたキックボクシングの大だいスターで、公こう式しき戦せん通つう算さん２４１試し合あい、２３３勝しょう、２２８ＫケーＯオー勝がちというズバ抜ぬけて強つよい選せん手しゅだった。

　その１万まん倍ばいのキック力りょくというとすごそうだが、モグネズンの体たい重じゅうは２万まん４千せんｔであり、これは沢さわ村むら忠ただしの40万まん倍ばい。なのにキック力りょくが１万まん倍ばいということは、体たい重じゅうあたりのキック力りょくでは、沢さわ村むら選せん手しゅの40分ぶんの１しかないことになる。弱よわい！

『マグマ大たい使し』に出でてきたグラニアは、片かた手ての力ちからがジャイアント馬ば場ば５００人にん分ぶんもあるらしい。しかし、体たい重じゅうは７３０ｔとジャイアント馬ば場ばの５千せん倍ばい。これも、体たい重じゅうあたりの力ちからで比くらべると、馬ば場ば先せん生せいの10分ぶんの１にすぎない。

『ウルトラＱキュー』のゴルゴスも、ぶちかましは横よこ綱づな・大たい鵬ほうの１万まん倍ばいだというが、体たい重じゅうは大たい鵬ほうの70万まん倍ばいもある。

　こうしてみると、どうも引ひき合あいに出だされた選せん手しゅたちのほうがすごくないか？

　体たい重じゅうあたりの破は壊かい力りょくでいえば、キックの鬼おに・沢さわ村むら忠ただしのキック力りょくは、モグネズンの40倍ばい！　プロレス界かいに君くん臨りんしたジャイアント馬ば場ばのチョップは、グラニアの10倍ばい！　昭しょう和わの大だい横よこ綱づな・大たい鵬ほう幸こう喜きのぶちかましは、ゴルゴスの70倍ばい！　力りき士し図ず鑑かんやプロレスラー図ず鑑かんには、ぜひともこれらの「得とく意い技わざ」を載のせていただきたい！

　なお、怪かい獣じゅう王おうゴジラは「ゴジラの尻しっ尾ぽは、ジャイアント馬ば場ばの５万まん倍ばい」だというが、われらの馬ば場ば先せん生せいに尻しっ尾ぽはないっ。どういう比ひ較かくなのかなあ、これ？
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◆それは自じ慢まんなのか？

　何なにと比ひ較かくしているのかわからない自じ慢まんは、他ほかにもある。

　ギャンゴは「腕うではゾウ１０００頭とうを持もちあげる」。また、ドラコは「腕うでの力ちからはインド象ぞう10万まん頭とう分ぶんもある」。

　なるほど、ギャンゴのいう「ゾウ」がインドゾウのことだとすれば、ドラコはギャンゴの１００倍ばいも強つよいのか……と、つい納なっ得とくしそうになるが、文ぶん章しょうというものは、よく読よまなければなりません。

　ギャンゴは「ゾウ１０００頭とうを持もち上あげる腕わん力りょくがある」と言いっているわけで、これはよくわかる。ところが、ドラコの主しゅ張ちょうは「腕うでの力ちからがインドゾウの10万まん倍ばい」。インドゾウの腕うでの力ちからって、どれくらい？　そもそも、インドゾウの腕うでってどこなんだろう？　うーん……。

　比ひ較かくの対たい象しょうはよくわかるが、それでいいの？　と思おもってしまうのは、大おお食ぐい自じ慢まんだ。

『ウルトラＱキュー』に出でてきたゴメスは牛うし30頭とうを、『ウルトラマンタロウ』に登とう場じょうした食くいしん坊ぼう怪かい獣じゅうモットクレロンはキャベツ５００個こ、ミカン３千ぜん個こをペロリと食たべるという。一いっ瞬しゅん「さすが！」と思おもったが、調しらべてみるとどちらの怪かい獣じゅうも体たい重じゅうは３万まんｔ。

　彼かれらの食しょく欲よくを体たい重じゅう70㎏の人にん間げんに置おき換かえると、牛うし30頭とうは42ｇ、キャベツ５００個こは１・６ｇ、ミカン３千ぜん個こに至いたっては０・７ｇでしかない。めちゃめちゃ小しょう食しょくじゃん！

　逆ぎゃくにすごすぎるのが、オイル怪かい獣じゅうペスターだ。１日にちに石せき油ゆ１兆ちょう円えん分ぶんを飲のみ干ほすという！

　この原げん稿こうを書かいている現げん在ざい、原げん油ゆは１Ｌリットルあたり46円えんぐらいだが、ペスターが登とう場じょうした『ウルトラマン』の放ほう送そう時じ、わずか６・８円えんだった。そんな時じ代だいに、１兆ちょう円えんもの石せき油ゆを飲のむのは大たい変へんなことだ。重じゅう量りょうにして１億おく２５００万まんｔ。ペスターの体たい重じゅうは２万まん５千せんｔだから、自じ分ぶんの体たい重じゅうの５千せん倍ばいである。これは筆ひっ者しゃが一ひと晩ばんにビールを大だいジョッキで51万まん杯ばい飲のむようなもの。いくらお酒さけ好ずきでも、そんなに飲のめまっしぇ〜ん。

　ふ〜む。怪かい獣じゅうたちの得とく意い技わざは、結けっ局きょくすごいのかすごくないのか、よくわからない。でも、彼かれらの得とく意い技わざについて考かんがえるのは、とても楽たのしい。楽たのしませることこそが、彼かれらの最さい大だいの得とく意い技わざなのではないかなあ。


























　本書は『空想科学読本』シリーズなど著者の本から、原稿を厳選して、つばさ文庫向けに全面的に書き直し、書き下ろしをたくさん加えたものです。

　また、本書では、計算結果を必要に応じて四捨五入して表示しています。したがって、読者の皆さんが、本文に示された数値と方法で計算しても、まったく同じ結果にはならない場合があります。間違いではありませんので、ご了承ください。
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